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ご あ い さ つ 

近年、日本や世界の経済情勢が刻々と変化するなかで、人の安らぎであり、 

未知の情報の探索でもある「観光行動」は、団体型から個人型へとその形態を 

変え、旅行者のニーズも以前と大きく変わりました。 

国は、平成 20 年度に観光庁を設立し、「観光立国推進計画」をもって日本の 

観光戦略の主軸を海外に位置づけ、国際観光推進による国際社会の樹立と、国 

内需要の拡大による国内景気の回復を目指しています。 

また、それに伴い北海道では、北海道観光振興機構を設立し、構成員を観光業の多種部門から 

人選することで組織総合力の強化を図りながら、北海道の観光誘致促進に努めています。 

しかし、残念ながら、全世界的不況と景気低迷により、国が考える経済活性化は、いまだに実 

現されておらず、 稚内市におきましても、 市民の皆様のご期待に副う状況にはなっておりません。 

今後、稚内をより住みやすいまちにするためには、「観光」が、稚内の基幹産業として最大限に 

機能する状況を創り上げなければなりません。 

そのためには、「観光再生」 を稚内市経済復興のテーマに掲げ、 いままでの観光施策とは異なる、 

現代の観光ニーズにあった観光施策を打ち出し、 具体的に展開する方向を示すことが必要であり、 

この度、「稚内市観光振興計画」を策定いたしました。 

稚内には、稚内にしかない「稚内の自然」と「稚内の魅力」が沢山あります。 

これからは、それらの資源を活かした「稚内らしさ」を最大限に発揮し、「稚内が今回の観光の 

目的地です。」と言われるような「観光地」にならなくてはなりません。 

そのためには、「観光地」としての受け入れ基盤の整備と、最北の稚内観光をＰＲするための観 

光誘致宣伝体制を確立しなければなりません。 

今の「稚内観光」に、この 2 本の柱がしっかり地に根をはることで「観光地」としての位置づ 

けができ、現在実施している数多くのイベントやいろいろなまちおこし運動が活かされ、充実し 

た稚内観光が推進できるものと考えます。 

沢山の魅力があふれる稚内に来て、稚内に満足し、稚内に感動を覚えて帰っていただけること 

が、市民の喜びでもあり、さらに、稚内が北宗谷のリーダーになることで、広域観光の発展に繋 

がるものと考えています。 

本計画の策定により、平成 22 年を「稚内観光再生の元年」と位置づけ、市民と行政が一体とな 

り、新しい時代へ、新たな感覚をもって観光振興を図って行けるよう、市民の皆様とともに努力 

してまいりたいと思います。 

最後になりますが、今回の「稚内市観光振興計画」の策定にあたっては、最初に稚内観光振興 

の考え方を示すことが重要であり、これに対するご助言とご指導を賜った、北海商科大学「准教 

授 細野昌和 氏」に、衷心より感謝を申し上げるところであります。 

平成 22 年 3 月 

稚内市長 横 田 耕 一
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＜稚内市観光振興計画の目指すところ＞ 

一、「日本最北端」は稚内にしかない「日本唯一」のもの 

であり、最北の自然と景観、そして、風土を活かし 

た魅力ある観光地づくりを目指す。 

一、 団体観光客の誘致を継続的に実施するとともに、 今、 

増えている「個人観光客」に対応できる受入体制の 

整備を進め、観光客の増加を図る。 

一、稚内市民が一つになり、おもてなしの心をもって、 

一人ひとりの観光客を温かく迎え入れる基盤づくり 

を進める。 

一、稚内市は、近隣市町村と連携を図ることで広域観光 

を推進し、そのリーダーとしての役割を努め、宗谷 

地域の観光振興を図る。 

一、「日本最北端・稚内」を日本中に、さらには世界へ広 

めることで「訪れてみたい稚内」という「あこがれ 

の地」のイメージ創出に努める。
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第一部 稚内観光振興の考え方 

第Ⅰ章 観光地稚内をゼロから考える 

１．地域における観光振興の考え方 

（１）観光という言葉が意味するもの --- 観光事業か、観光行動か 

観光という言葉は、人によってまったく異なった意味で使われる。その混乱 

が、地域における観光振興の方向が定まらない大きな原因となる。 

稚内観光の問題は、観光という言葉の意味する主体が、使う人によって互い 

に正反対になることが問題なのである。しかも、稚内が目指すべき観光振興の 

方向からは、無意識のうちに逆の意味で使われていたのがこれまでの観光に対 

する認識であった。稚内の観光を振興していく上での課題が、まさにここにあ 

る。

観光業界には、「団体客をさばく」という言い回しがある。それが観光とみな 

される。食事を提供するのも、お土産を買わせるのも観光である。観光事業者 

にとっては、観光客に何かをさせること、あるいはしてあげることが観光であ 

る。観光の主体は観光事業者であり、それを生業としているから観光業である 

と考える。観光客は客体として扱われる。それは、工業や漁業、農業と同じで 

ある。主体の工業者が製品を作るから工業が成り立ち、漁業者が魚を捕るから 

漁業が、農業者が作物を作るからそれぞれの産業が成り立つ。産品は対象物で 

あり、客体である。しかし、観光はそれでは成立しない。 

観光とは人々の行動を表す言葉としても使われる。人々が地域を訪れて観光 

行動を起こさなければ、地域の観光事業者や行政がいくら投資しようとも、新 

たな振興事業を具体化しようとも地域観光は成立しない。これが生産物を対象 

にした他の産業と、観光との決定的な違いである。観光を行動と見る立場から 

は、観光の主体は観光行動を起こす観光客である。観光事業者を主体とし、観 

光客を客体とみなすのが観光事業の立場であったが、この考えとは正反対であ 

る。 

（２）地域観光振興とは観光行動の場つくり 

問題は、どちらが正しく、どちらが間違っているかではなく、どちらを地域 

観光振興の基本となる重要な考え方と認識するかである。それは、もちろん観 

光を行動ととらえる後者の立場である。 

観光客が主体として観光行動を起こさなければ、地域観光は成立しない。地 

域観光は、個人の観光行動が集まった社会的な現象である。したがって、ひと 

えに個人個人の行動が地域で展開することを目指すのが地域観光振興である。
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言い換えると、観光地とは観光行動の場のことであり、地域観光振興とは観光 

地づくりのことであり、そして観光地づくりとは観光行動が展開する場を作る 

ことなのである。 

観光行動が起きなければ観光振興が成立しないことから、特定の観光事業者 

のみの振興ではなく、観光行動が展開する地域全体の振興を目指すことが必要 

である。そのため本書では、原則的に観光を観光客の行動を表す言葉として扱 

い、観光客を観光の主体とする立場をとる。一方、観光客を客体として扱う前 

者の立場からの観光は、必要に応じて観光事業と表すことにする。この立場の 

違いが地域の観光振興を実際に行おうとする時、決定的な違いとなって現れる 

ことになる。 

（３）地域における観光行動を理解する --- 観光行動の３要素 

ここでは、どのような要素が観光行動を起こさせ、また地域観光振興にはそ 

の要素の中の何に着目すべきか考えてみる。 

観光行動は、志向や意識を持つ個人、観光地、そして社会的背景の 3 つの要 

素が出合った場面で発生する。 また、 3 要素の変化で観光行動の内容も変化する。 

この 3 つのうち社会的背景を地域が大きく変化させることは一般には不可能な 

ので、地域観光振興では操作する対象としては扱えない。たしかに時の流行や 

トレンドが観光行動に影響を与えるため考慮すべきだが、それらに過剰にとら 

われるのは、過去のリゾートブームのような過ちの元となる。一時のトレンド 

はすべての観光客の行動を規定するものではなく、また一過性のものである。 

ブームは早晩去るのである。トレンドは、あくまでも参考とするにとどめるべ 

きだ。もし、社会的な背景で重視するものがあるなら、持続可能な地域観光を 

目指す立場から、一時のトレンドではなくより長期的で普遍性のある時代的な 

動向と考えられる。 

観光行動の３要素 

個 人 

社
会

的
背

景
 

観
光

地
 

観
光

行
動
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（４）地域観光にとって個人旅行客が最大の関心要素 

地域観光振興を考える時、地域が重視しなければならないのは、観光行動を 

喚起する要素としてトレンドよりもはるかに影響が大きい個人と観光地の 2 要 

素である。さらにこの２つうち、地域がより注目しなければならないのは、個 

人の要素である。 

行動とは個人が、意識的・無意識的に起こすものである。この個人の観光行 

動が集まり観光現象となる。そして、観光現象は、単なる個人の観光行動の集 

まりではなく、互いの行動が影響しあい、相乗効果を生み、より豊かなものに 

なる。したがって、観光地を振興する時、着目すべき最大の関心事は、個人観 

光客の意識であり行動である。そして、彼らからの地域に対する評価として現 

れてくるものが観光地のイメージである。したがって、地域観光にとっては、 

個人旅行客が最大の関心要素なのである。 

（５）観光客が持つイメージこそ観光地の姿 

観光地の要素とは、個人個人の観光客にどう評価されている観光地か、ある 

いはまだ訪れていない潜在的な観光客からどのようなイメージを持たれる観光 

地であるかという主観的な要素である。つまり、どれだけ人を驚かせるような 

施設や投資がされているかというような、直接の物理的要素ではない。あるい 

は、実際の自然や景観そのものでもない。あくまでも、イメージである。人の 

行動はすべて心的に作られたイメージによって起こされる。一義的に重要なの 

は、そのイメージがどう作られているのかである。そして裏づけとして、その 

イメージに見合う景観や施設などの物理的要素が本当に地域に備わっているか 

は、観光行動が起きた後で問われることになる。 

２．稚内観光の考え方 

（１）地域が個人旅行客の観光行動を支援する 

先に述べたように、観光地づくりとは観光行動の場づくりである。ここに稚 

内観光の大きな問題が潜んでいる。聴取りの中である市民が言っていたように、 

「宗谷岬があるだけ」が稚内観光の現状ではないだろうか。観光客の行動の視 

点からの観光地づくりが、やや欠けていたのではないか。 

ここで指摘するのは、よく世に言う体験観光対策が行われていないという意 

味ではない。各観光ポイントでは、観光客のどういう行動を想定し、また行動 

を起こせるような支援を行ってきたのかが問われているのである。 

また、観光行動とは移動も含めた行動であり、観光では移動も楽しみな行動 

の一つである。では、その移動が迷うことなく、不必要な不便に煩わされるこ 

となく楽しく行える工夫がされてきているかに着目しなければならない。 

広大な稚内地域の自然景観を求めて車で移動するだけで、丸 1 日を要する。
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これは、地域での行動時間を単純に半日とした場合、最低でも稚内に 1 泊 2 日 

とどまることが必要なことを意味する。それだけの時間を訪れた人々が満喫し 

て過ごせる観光地づくりを目標として振興していくことが必要である。このた 

めには、後に触れる案内看板やサインの見直し、あるいは新たな情報提供の仕 

組みづくりを図っていくことが必要となる。 

個人がその地域で観光行動を行って充実した時間を過ごせる仕組づくりを進 

めるのが地域の観光振興であり、観光事業とは観光行動を支援する事業である。 

そして、観光行動を起こしてもらって初めて、その行動に付随したり、支援す 

る観光事業が成り立つのである。 

（２）地域観光振興と観光客誘致方策 

これまで稚内では、各種助成やプレゼント提供などを、観光客誘致に結び付 

けようとする取り組みも行なってきた。感謝の気持ちで観光客を迎え入れる姿 

勢は大切である。しかし、それが本当に稚内の観光をＰＲし、観光客の誘致に 

寄与したことになったであろうか。 

仮に、プレゼント等を供することが観光客誘致に何らかの一時的効果があっ 

たとしても、上記の視点からは観光地づくりそのものではないことは明らかで 

ある。観光客が行きたいと思う観光地づくりこそ、今、求められている稚内の 

観光振興のあり方である。 

そのことは今後とも意識しなければならない。 

（３）地域観光振興の主役 

観光の主体は一人ひとりの観光客である。観光客が目指すのは観光地たる地 

域である。つまり、地域観光振興の主役はこの 2 者である。その間に介在する 

中央の観光事業者はあくまでも、仲介者つまりエージェントにすぎない。観光 

客の誘致においてエージェントは重要であることは確かであるが、地域観光振 

興の主役ではない。観光行動の主役は、行動の主体である一人ひとりの観光客 

と、その観光行動の場である地域である。その観光客の意識や行動を把握する 

目が、地域観光振興に不可欠である。 

したがって、後段に詳しく解説しているが、今年度実施された稚内観光客意 

識調査（アンケート）では、調査対象者を個人観光客に絞っている。その調査 

結果では、代表的な稚内への観光客の姿は、一般の思い込みとは異なり、自家 

用車で稚内を目指して訪れ一泊する、20～50 代の広い年齢層の人たちであるこ 

とが明らかにされている。
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第Ⅱ章 一人ひとりが行ってみたいと思う観光地へ 

１．なぜ人々は観光をするのか 

（１）観光とは情報のグルメ 

そもそも、なぜ人々は観光行動を起こすのだろうか。それを理解しないと、 

観光の行動の場をつくる視点が定まらない。観光行動を起こす理由の解釈は 

多々ある。人としての自己実現のために行うなど崇高な説明もあるが、ここで 

は、分かりやすく「情報のグルメ」を楽しむためと考える。 

人は食べ物と情報を摂り入れて生きている。食べ物が人の生存に欠かせない 

ことは誰でも知っているが、情報も同様である。ここで言う情報とは、情報科 

学的なデジタルな情報ではなく、人の外から与えられるすべての刺激のことで 

ある。原初的なものとしては五感から直接あたえられる触覚や聴覚などの知覚 

から、高次のものとしては人との社会的交流までを含んでいる。人はこれらが 

遮断されると、正常な状態を保てないことが心理学や病理学で言われている。 

かつて、老人が子ども対して「人は寂しいと病気になってしまうのだよ」と語 

る洋酒のテレビ CM があったが、それは科学的な事実である。 

経済的に余裕がなければ、 生きていく最低限の栄養を摂ることで人々は我慢す 

る。しかし、生活に余裕ができるとより美味しいものを求めるようになる。美 

食、グルメである。情報も同様である。人々は生活に余裕ができると、生きて 

いくに最低限の情報とは異なる情報を求める。日常のお決まりの繰り返しから 

抜け出て旅に出ると、周囲はすべてが新奇な情報である。人は、情報のグルメ 

を求めて観光行動を起こすのである。 

（２）観光は本物でなければならない 

地域観光においては、観光客が求める地域の本物の提供がなければならない。 

グルメとして食べるカニはカニ風味カマボコでは意味がないように、観光で目 

にするもの、体験するものはその地方の本物でなければならない。本物である 

ディズニーランドは成功しても、一時的な珍しさを演出した珍奇な施設や、海 

外のまねをしたテーマパークのいずれも成功しないのは根本的にはそのためで 

ある。 

稚内で観光振興、観光地づくりを進めるには、稚内らしい、訪れた人々が本 

物を味わったと満足する内容を提供しなければならない。
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２．イメージのみが人を観光行動へ駆り立てる 

（１）本物の強烈なイメージを復活 

人に行動を起こさせるものは、人の頭の中にあるイメージである。イメージ 

には強さと奥行きがある。 もし、 ある地域が強烈なイメージを持っているなら、 

観光振興のためにそれを変える方が良いのか、変えないほうが良いのかは判断 

のしどころである。 

かつての観光振興計画において、稚内は「最北端」という言葉から導き出さ 

れる寒い、寂しい、暗いなどの連想をマイナスと判断し、それらのイメージを 

払拭するために新たなイメージ・コンセプトを「日本のてっぺん稚内」とした。 

これは、明るいイメージに変えるためのものだったが、しかし、観光客が「最 

北端」の地にあこがれて稚内に訪れているという現実を再度見直し、今は、稚 

内に最北という本物に裏づけされた強烈なイメージが必要だと考えている。本 

物に裏づけされたイメージは、さらに強力に印象付けるのが効果的であること 

を再認識しなければならない。そして、イメージには、奥行きが深ければ深い 

ほど人々をひきつける力がある。 

「日本のてっぺん稚内」は稚内市民を励ます意味で、一定の役割を果たして 

きている。市民の誇りを示す合言葉でもある。しかし、内部に対する標語と、 

訪れる人々に対して発信するイメージは別のものである。それは、稚内地域が 

市民にとっては近所としか感じられなくても、訪れる人々にとっては最北の特 

別な地であるのと同じことである。それを認識しないと、近所は観光地にはな 

れない。稚内は日本の最北だからこそ人々の旅愁を掻き立てるのである。日本 

中のバイク乗りにとって、宗谷岬は標津町の開陽台と並ぶ聖地になっている意 

義を認識すべきだろう。稚内は、日本の最北端であるという強力なイメージを 

決して変えてはいけない。それを求めて観光客が訪れるのである。 

眼前に広がる自然と、その厳しい環境の中で人々が育ててきた地域の歴史と 

が織り成す奥行きをうたうことこそ基本コンセプトにしなければならない。「最 

北の自然と歴史」のイメージをより強めていくのが最強の戦略となる。 

（２）全体イメージ・コンセプトと発地別イメージ演出 

一方、観光マーケティング的には、発地の潜在観光客にどのような具体的イ 

メージが魅力を持つのかを確認する必要がある。例えば、オーストラリアは、 

マーケティング調査の結果を受けて各国向けパンフレットの表紙や内容を異な 

ったイメージにしている。例えば、日本向けには海洋リゾートのイメージにす 

る一方、アメリカ向けにはアボリジニの住むエスニックなイメージを前面に出 

すなどである。 

オーストラリアの場合は、広大な大陸国であるから、各発地の潜在的観光客 

向けのイメージ・コンセプトは互いに大きく異なっている。しかし、一地域で
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ある稚内の場合は、基本である「最北の自然と歴史」という全体イメージ・コ 

ンセプトを基盤とし、そのもとでの発地別のイメージ演出がなされなければな 

らない。現時点では発地別のマーケティング調査が本格的には行われていない 

が、少なくとも日本国内と、台湾・香港を中心としたアジア向け、そしてロシ 

ア向けの発地別イメージ演出を考慮しなければならない。 

（３） 「最北の自然と歴史」、「極東最北端の自然と文化」 

まず、日本国内向けには、基本である我が国の「最北の自然と歴史」をその 

ままイメージ・コンセプトの中心に据える。本土最北端の厳しく、他の地方に 

ない自然環境のもと、人々が歴史を刻んできた。このことは、京都、奈良が日 

本にそれぞれ一つしかないように、稚内も日本に一つしかないと全国に誇れる 

特徴である。観光振興では、日本一であるものを探し出したり、作り出したり 

して売り込もうとする試みが行われることが多い。しかし、にわかに作り出し 

たものは、翌年には他の地域がそれを超えるものを作り出してしまい、一気に 

陳腐化してしまう。日本一長いベンチが、翌年には日本で二番目に長いベンチ 

になってしまっては意味がないのである。 

一方、稚内は、その存在そのものが国内には比較する対象が無い観光的に恵 

まれた地域であることを思い出す必要がある。日本一ではなく、日本唯一なの 

である。 

現在、海外から最も北海道へ多くの観光客を送り出している中国文化圏であ 

る台湾と香港に対しては、「極東最北端の自然と文化」をイメージ・コンセプト 

の中心とする。両地域・国にとって、極東アジアの北方にある北海道はそれだ 

けで憧れの地である。北海道はアジアにおけるヨーロッパとも言われている。 

両国（地域）の中国文化とは異なった風土を持つ土地として認識されている。 

その極東アジアの最北端に存在する稚内は、観光目的地として強烈な印象を与 

えることが可能である。彼らにとって旭川以北は未知の土地であるが、「もし実 

際に訪れることが可能なら、是非行ってみたい」と、思う地域なのである。 

一方、ロシア人の稚内に関するマーケティング的な情報が乏しく、正確な把 

握は今後調査を行いその結果で検証する必要があるが、日本国内やアジアから 

見た稚内とはイメージが大きく異なることは容易に想定することができる。ロ 

シア、特にサハリン州からの観光客にとっては、文化の違いと、商品が溢れる 

日本のイメージが強いと考えられる。そのため、日本食など日本の豊かな文化 

を前面に出すと同時に、豊富な商品で楽しい買物ができる日本の都市のイメー 

ジを訴えることが必要である。
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最北端の碑 最北端の線路 

3．景観の強調と「大人」を対象にしたイメージ演出 

（１）景観を前面に訴えるポスター 

イメージは訴えるその内容と同時に、訴え方の吟味もなされなければならな 

い。イメージの発信は、一度に広く伝達可能なテレビ・ラジオといったマスメ 

ディア、キャラバンやキャンペーンでその場の人々に集中的に訴えるポスター、 

そして現在最も観光情報収集で活用されているインターネットなど、それぞれ 

のメディアの特質に合った活用がなされなければならない。 

とりわけポスターやキャラクターの利用には十分な留意が必要である。一枚 

のポスターに景観とお知らせ的な文面を詰め込むことは、両方の効果を相殺す 

ることになる。景観を訴えるポスターでは、その画像が訴えるイメージを前面 

に出すことが必要である。例えば、利尻島の借景に、目立つ文字は、例えば、「最 

北の自然と歴史」という文字や「稚内へ行こう 

と思う」などのコピーを入れる程度にとどめ、 

お知らせの文言はパンフレットか、別にあしら 

えたそのためだけのポスターを作成するか、あ 

るいはその内容が載っているサイトの URL を 

紹介するにとどめる必要がある。 

景観を強調したポスターは、集中して掲示す 

ることで人目を引き効果が増す。キャンペーン 

でその手法を用いてポスターを活用したい。例 

えば、東京や大阪の地下鉄駅の通路全体を借り 

切り、一面を稚内の景観のポスターで埋めるな 

どの展示方法が効果的である。
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（２）大人の眼に耐える演出 

また、稚内市内の観光施設や案内板には、かわいらしさや親しみやすさを印 

象付けるための、 「かわいい」あるいは原色を用いたキャラクターをあしらった 

ものが目に付く。もちろん、この「かわいい」キャラクターも稚内を知っても 

らうために一役担っていることは間違いないが、一方では、落ち着きやリアリ 

ティさによって稚内を印象付ける演出も必要である。今、本物の観光地づくり 

を目指さす稚内にとっては、我が国最北端のイメージがかもし出す旅愁をアピ 

ールすることが必要である。 

また、稚内は極東最北端の国際的観光地にふさわしい演出が必要である。そ 

れは単に外国語表示を増やすという改善だけを指すのではない。海外からも訪 

れる観光客に対して、地元の子ども向けのような演出はふさわしくない。後段 

で述べる看板、サイン、案内板などの更新を機会に、「大人」の嗜好に合致した 

演出を展開していく必要がある。 

観光ロゴの例
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（３）稚内のイメージと「ゆるキャラ」出汁之介（だしのすけ）の活躍場面 

今や、出汁之介は稚内市民に親しまれているほか、各 

地での観光ＰＲの場でも活躍している、いわゆる「ゆる 

キャラ」のひとつである。各地のゆるキャラが集合する 

場面や、子どもを相手に PR する機会では大いに活躍す 

べきである。しかし、そもそもゆるキャラとは、どちら 

かというと知名度の低い観光地やイベントの話題作り 

に活用されることが多いことにも留意すべきである。 

稚内という地名は、すでに全国に知られている地名で 

ある。このため、稚内という地名を知ってもらうのでは 

なく、稚内はどのようなところなのかを知ってもらうこ 

とが重要である。出汁之介は「最北の自然と歴史」のイメージを表象化、具体 

化したものではなく、出汁之介の評判の良さと、行ってみたい観光地稚内のイ 

メージの浸透とは直接結びつかない。 

このため、大人志向の演出とは目的が異なることを考慮して活躍の場を選ん 

だ上で、観光に取組む稚内のやる気や元気を印象づける目的のために最大限活 

用する必要がある。 

４．個人旅行客・外国人観光客が重点顧客 

（１）地域経済効果の視点 

個人こそ観光行動の主体であり、したがって個人旅行客こそが地域観光振興 

においての最大の関心事であると先に述べた。それは、個人こそイメージによ 

って行動を喚起される主体であるからに他ならない。観光地づくりとは、個人 

旅行者の観光行動の場づくりを意味している。この視点がなければ、地域の観 

光振興はできないのである。では、地域の側の関心事である経済効果から見る 

と個人旅行客はどのような存在なのだろうか。 

地域経済への波及効果の視点から、団体旅行客も個人旅行客もそれぞれ効果 

があることは言うまでもない。地域での消費は、地域のおよそすべての産業に 

波及する。しかし、どちらがより地域への経済効果が期待できるかも考慮しな 

ければならない。 

（２）自由に広い範囲で消費する個人旅行客 

団体バスで決められた一定の経路を移動し、特定のドライブインでしか食事 

をしない団体旅行客と、自由に地域を移動し、観光向け施設だけでなく気まま 

に買物をする個人旅行客では、どちらが地域にとってより経済効果をもたらし 

てくれる観光客になるかは明白である。前者は特定の観光事業者でしか消費を 

行わないだけでなく、さまざま団体旅行経費は中央の旅行エージェントの収入
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となり地域には還元されない。一方、自由に地域で買物をする個人旅行客の幅 

広く多彩な消費はすべて地域の収入となる。観光商品だけでなく、コンビニエ 

ンス・ストアで買った弁当やお菓子も、ガソリンスタンドで車に入れたガソリ 

ンも、すべて地域の経済と雇用に波及し貢献する。 

個人旅行者は、訪れた町並みを歩き、旅の情緒を求める。観光向けにつくら 

れた施設だけでなく、地元らしい風情のある商店街は旅情を掻き立てるもので 

ある。観光客はそこで稚内地元との温かい交流を求めている。稚内市のアーケ 

ード街も、稚内ならでの産品やクラフト、食べ物の店の展開により、個人観光 

客の旅情に応えることができれば、あらたな観光散策路となる可能性を秘めて 

いる。市の他の事業との相乗効果により、そうした動きを積極的に進めて行く 

必要がある。 

バイク旅行者は経済効果をもたらしてくれないと見る向きがある。 ドーム堤防 

の下にテントを張っている若者を見ると、確かに地域に大金を落としてくれそ 

うもない。しかし、彼らも稚内で弁当を買い、バイクにガソリンを入れる。し 

かも、ドーム堤防でテントを張っている若者は例外中の例外である。今は大勢 

の熟年ライダーがホテルに泊まっている。 

こうした個人旅行客は地域の住民と同じか、 むしろより広い範囲で多くの消費 

を行う交流人口なのである。 

（３）圧倒的な割合を占める個人旅行客 

近年、個人観光客の割合が増えているという話を頻繁に耳にする。一体どこ 

の国の話であろうか。我が国では、はるか以前より長年にわたり観光の主流は 

個人旅行である。個人旅行と団体旅行を区別する定義はさまざまであるが、要 

点は家族やグループの中の個人が自らの意志で企画した旅行か、会社や学校の 

団体やパッケージツアーで旅行代理店など第三者が企画した旅行に参加したか 

である。日本観光協会は 3 通りの定義でデータを整理しているが、そのいずれ 

でも個人旅行の割合が圧倒的に高いのである。こうした長年の全国的な傾向の 

中で、稚内だけが団体旅行が多い特別な状態にあるわけでない。稚内でも、団 

体旅行の割合は平成 20 年度の資料ではわずかに 2 割しかないのである。
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旅行参加形態別参加状況 

資料：「平成20年度版　観光の実態と志向」（日本観光協会） 

[旅行募集団体への参加状況] 
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①団体, 

19.5% 

②グループ, 

12.6% 

③家族, 

44.6% 

④個人, 

23.2% 

稚内市における旅行形態別観光客の割合 

資料：平成 20 年度観光客動態 

では、なぜ団体旅行が多く、その中で個人旅行が増えてきたという情報が流 

されるのだろうか。 

まず、団体旅行が多いというのは、見た目の印象に過ぎない。団体のツアー 

バスは、個人の乗用車より目立つ。観光ポイントに着くやいなや、その目立つ 

バスから一度に大勢の観光客が吐き出される。ドライブインへ入ると、テーブ 

ルは団体用の席で占められている。その人数に驚くのである。その何倍もの目 

立たない個人旅行客が見落とされているに過ぎない。そして、団体旅行をさば 

いているほとんどの地域の観光事業者にとって、個人旅行者は関心の中心には 

なっていなかった。 

また、長年にわたり継続的に個人旅行客が多いという事実に反して、なぜ最 

近になって個人旅行が増加していると言われるのだろう。それは、インターネ 

ットによる個人の直接の旅行手配が急増し、旅行エージェントを通さなくなっ 

ているからである。それを旅行エージェントは個人旅行が増えていると表現す 

る。

今、こうした実態を再認識し、実際に地元地域を訪れる観光客の行動に自ら 

関心を持ち、支援する方策に目を向けなければならない。 

（４）一過性の観光ブームにとらわれない観光振興 

離島ブームは、沖縄県の八重山離島や屋久島など南へ移された。石垣島では 

観光施設の建設ラッシュである。ファッションと同様に、観光ブームは雑誌や 

テレビ等のマスメディアの効果もあって、 観光客の動向にも大きな影響を与え 

る。かつては、リゾートやテーマパークといったブームも訪れていた時代もあ 

った。しかし、それらの観光地の現状は、観光客の入込数を維持するために定
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期的な施設更新を余儀なくされ、加えて、昨今の我が国経済の停滞とも相まっ 

て、観光運営上、大きな課題を有しているところも少なくない。 

こうした観光ブームは、長期にわたって持続するケースは、少ないのが実態 

であり、ブームを持続させるためのエネルギーは膨大なものとなる。しかも、 

その一方で自ら地域観光づくりをせずにいれば、 ブームが去った後は地域観光 

全体が静かに地盤沈下していくことになる。気が付けば、最も重要な個人観光 

客の迎え入れの仕組が用意されずに残されることになる。 この意味では、 温泉、 

寺社仏閣、自然景観といったいわゆる従来型の観光地は、増減の変動はあるに 

しても、息の長い観光地を維持しているところが多いことは特筆される。 

稚内の観光資源の柱は自然景観である。 しかも全国で唯一の最北端という立 

地条件を有していることから、こうした優位性を活かし、決してブームにとら 

われない地道な観光地づくりに取り組んでいくことが重要である。 

（５）ホスピタリティはおもてなしの心ではなく利害の言葉 

訪れた人たちへのホスピタリティを勧める運動が多くの観光地で叫ばれて 

いる。しかし、ホスピタリティをおもてなしの心とする精神論は誤りである。 

ホスピタリティは利害関係の言葉である。 古代ギリシアや古代ローマの時代か 

らホスピタリティの概念が存在した。これはご利益（りやく）を得るために聖 

地へ訪れる巡礼者を沿道や聖地で迎える者たちが、 手厚く巡礼者に利便を提供 

することによって自らは巡礼をせずにご利益を得るために行ったことである。 

巡礼者と迎え入れの人々の利害が一致するところで生まれた合理的な行動な 

のである。 

ひるがえって現代では、 受入れ地域が観光客に訪れてもらうことによってさ 

まざまな利益（りえき）を期待している。一人ひとりの観光客に満足し喜んで 

もらい、利益を得なければならない。古代ヨーロッパの巡礼にまつわるのと同 

じ構造である。利益を得るためにホスピタリティを提供するのである。 

もし、利益にからむ行為であると実感が持てないとするなら、それは集団と 

しての団体旅行客をさばく目しかもたないからだ。今後、観光振興を進めてい 

くためには、個人旅行者が最も重要な観光客であると認識し、一人ひとりの観 

光客に目を向け迎え入れる認識が必要である。そうすれば、ホスピタリティな 

ど意識せずとも、 どうすれば顧客が満足してくれるかに注意が向くことになる。 

それが直接地域や事業の利益につながるのである。 

（６）外国人観光客は重要な新顧客層 

稚内にはロシア人以外の「ガイジン観光客はいない」という声を聞くことも 

あるが、アジア諸国からも多くの観光客が訪れていることは、地元観光事業者 

の間では知られている。これらを再認識し、外国人観光客をも対象とした観光 

振興を図っていかなければならない。
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停滞する稚内観光の顧客層を広げるために、今後、海外旅行客対応は欠かせ 

ない要件となるのは明らかなことである。少子化と経済の停滞が続く我が国の 

状況から、外国人観光客を対象にしなければ、地域観光の発展は望めないだろ 

う。当面は現在の団体観光客対応の構造をもって、台湾からの団体観光客を受 

け入れることも可能である。 

ただし、外国人観光客が急速に個人旅行化していることも忘れてはならない。 

香港からの観光客は既にほぼすべてが個人観光客であり、台湾からの観光客も 

半数は個人旅行化していると考えられる。国内観光客だけでなく、外国人観光 

客の受入れの観点からも、個人旅行客対応の地域観光振興が急がれている。 

こうした台湾や香港の現地におけるマーケティング調査を実施することの重 

要性は述べるまでもないが、イメージ戦略のデータ収集のため、稚内を訪れて 

くれる海外旅行客を対象にした調査を実施することも必要である。 

５．広域連携の推進 

（１）旅愁を誘う遠隔地 

稚内の特徴の一つは、発地から遠いことである。それは訪れる人々にとって 

魅力であると同時に、障害でもある。最北端は遠くにあるからこそ、旅愁を誘 

う。それは離島と通ずるものがある。しかし、東北以北三番目の大都市旭川か 

らおよそ 250 キロと、車の移動で数時間の距離がある。また、日本海側の都市 

留萌市との間はおよそ 180 キロ、オホーツク海側の都市網走との距離は約 330 
キロにもなる。遠くにあることが魅力であっても、稚内へ訪れる移動手段の中 

心である自動車を運転するなら、この長距離を一気に駆け抜けることは心理的 

な障害になる。 

（２）広域ルートの連携で移動も楽しみに 

しかし、移動の過程に立ち寄りたいポイントが飛び島のように連なっている 

なら、長時間移動の苦痛の予感を忘れることができるだろう。むしろ、それら 

のポイントは稚内へと人々を誘（いざな）う呼び水にもなるに違いない。また、 

稚内の立場からだけでなく、そのポイントを持つ地域は稚内との連携によって 

立ち寄る観光客の増加を期待することができる。観光は移動も大きな楽しみの 

一つであり、シーニックバイウェイの考え方も活かす必要がある。 

そして、いかに優れた景観を移動中に楽しめるとしても、メリハリのない長 

時間の移動は単調さによる飽きを誘うものである。景観を満喫するにも、気分 

転換が必要である。そのため、立ち寄りポイントは、長時間の移動行程におい 

て、気分のリフレッシュだけでなく、旅のリズムを創出する効果がある。 

かねてより稚内は、日本海オロロンラインとオホーツクラインの二つの広域 

観光ルートの結節点として存在している。そして両ルートとも過去に広域観光
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振興プランが策定されたが、今一度ルートの価値を見直し、ルート上の地域と 

の連携を強化する必要がある。それらのルートをたどって稚内地域に入る双方 

の玄関口的地点には、道の駅などのポータル・ポイントを定め、地域の情報を 

提供する場とすることが必要である。 

宗谷シーニックバイウェイ 

資料：シーニックバイウェイ北海道推進協議会ホームページより 

（３）道北地域一体となった連携で多様な観光の場つくり 

移動ルートを考慮した広域連携の一方、観光の場の広域連携も進めなければ 

ならない。従来からつながりの強い利尻島、礼文島地域との連携は言うまでも 

ないが、訪れる観光客にとって、地続きの範囲でどこまでが稚内市の行政区域 

であるかは意識しない。サロベツ原野が広がる稚内、豊富、そして幌延は同じ 

地域であり、猿払もオホーツク海に面した最北端の延長である。稚内地域内の 

観光の場発掘だけでなく、これら地域との連携が「宗谷岬しかない」と言われ 

る奥行きの狭い観光からの脱出の方策のひとつであり、多様な観光の場づくり 

の要となる。連携は、従来よりの誘致活動はもちろん、観光客へ対する他地域 

に関する観光内容、地域情報の提供など相互に行い、互いの協力により観光地 

域としての相乗効果を高めることを目指すものである。 

シーニックバイウエイ 

（scenic byway）とは、眺 

めの良い道という意味であ 

り、 「道」のつながりを通じ 

て、地域の活性化、地域資 

源の再発見を目指すプロジ 

ェクトのことをいう
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第Ⅲ章 訪れてよかった観光地  ­­­  受入れ態勢を整える 

１『最北の自然と歴史歩み館（仮称） 』--- 稚内地域の観光中核施設 

（１）最北の自然・歴史・リアルタイムの地域情報を紹介 

稚内には、訪れた人々に稚内の魅力ある自然と固有の歴史を詳しく紹介する 

地域観光の中核規模の施設がない。観光客は、稚内を訪れる前に知った以上の 

地域情報を知ることが難しい状態である。より多くの、そして旅心を誘う興味 

深い地域の情報を稚内に訪れてからも知ることができれば、観光客は宗谷岬を 

観るだけで帰ることなどはないだろう。そして、出発前に予定していなかった 

ポイントへも訪れるだろう。観光地を気ままに回遊することにも、観光の楽し 

みがある。また、地域の側も観光客に長時間留まってもらい、より多くのポイ 

ントを巡ってもらいたいと思っている。それが起きないのは、情報を提供して 

いないからであり、観光振興を進めるには、観光地稚内には観光情報提供の場 

が不可欠である。 

また、稚内を訪れた自家用車やレンタカーの観光客はどこをどう移動すると 

目的のポイントへどれくらいの時間で到達するのか知ることは困難である。稚 

内が観光客に訪れてもらいたいポイントは、カーナビの地図で検索できるとは 

限らない。また、稚内は観光地作りとして、これからも観光資産、活動メニュ 

ーの発掘を継続し、それらを紹介する場が求められている。 

さらに、稚内まで長時間移動してたどり着き、これからポイントに向かうに 

は日の入りの時間も知る必要があるだろう。今後振興が期待される冬季観光で 

訪れた観光客は道路状況も知りたい。 いわゆる観光地・観光施設情報ではなく、 

観光行動に必要で刻々と変わるリアルタイムな地域情報も個人旅行対応の観光 

地づくりとして提供しなければならない。 

こうした点から、稚内の観光・地域総合情報提供の場として、観光情報提供 

の中核施設を設けることが求められる。国立公園内には自然に関する情報提供 

の施設としてビジターセンターがあるが、稚内がもうける中核施設は観光振興 

の立場からより機能的に総合的で規模の大きなものが想定される。ここでは、 

その呼び名を仮に『最北の自然と歴史歩み館（仮称） 』とする。 

（２）アクセスと歴史を考慮した立地条件 

『最北の自然と歴史歩み館（仮称）』の立地条件は、利用者である観光客の利 

便性と、稚内観光のイメージの両者に適合していなければならず、その主要な 

条件を以下に列挙する。 

・自家用車、レンタカーでのアクセスが容易 

・歴史的な意味のある地区に立地
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・市の他の計画している動線上かその延長にある 

・宿泊施設など観光客の利用施設に近い 

これらの条件を満たす位置としては、北防波堤ドーム付近が最適である。交 

通アクセスとしては、国道 40 号の末端にあり、駐車場のスペース確保も容易で 

ある。また、稚内市が進めている駅前地区の再開発事業が想定する動線の延長 

上にも当たる。 

歴史的観点からは、北防波堤ドームの存在が重要となる。このドーム堤防は 

歴史的意味を持つ貴重な建造物であるが、現在は周囲にそれに気づかせる類似 

の歴史的建造物等は無く、空間的に孤立して存在しており、今は、説明の碑の 

位置も分かりにくい状況にある。かつて樺太へ渡る連絡船を利用するために 

人々がその下を歩いたドーム堤防の歴史的な意味が理解されにくい状態である。 

この付近に『最北の自然と歴史歩み館（仮称）』を設置することにより、この 

空間の持つ歴史的意味を訴えかけることが可能になり、ドーム堤防の存在が際 

立つことになる。 

（近景） （遠景） 

北防波堤ドーム 

２．訪れる人々をサポートする・ガッカリさせない 

（１）事前の観光・サポート情報提供機能の充実 

稚内観光の主役である個人旅行者に対して、「宗谷岬だけ」ではなく、今後さ 

まざまな観光行動を提唱し、行動の場を提供していかなければならない。 

・具体的な観光活動の情報発信は１年前から 

例えば、今までも犬ゾリ体験や雪上車体験は冬季観光振興事業の情報として 

提供してきたが、それは団体旅行者へ向けての情報発信が主であり、個人観光 

客には身近な情報にはなりえなかった。 

地域観光の主役は個人旅行者であり、その個人個人が観光行動できる場をつ
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くるのが地域観光振興である。そこに、地域の努力が実を結ぶ仕組を用意しな 

ければならない。 

それらの体験など観光客が参加して地域で活動する観光事業は、観光客が実 

際に訪れる１シーズン（1 年）前から、あるいは遅くても半年前から個人観光客 

を対象に発信しなければならない。早くから稚内を満喫するイメージを膨らま 

せ、訪れたいという意思へつながなければならない。シーズンが開始されてか 

ら企画が公表されても、遠方から旅行して参加しようという観光気運を高める 

にはあまりに遅すぎる。 

そして、どうすれば実際に参加できるのか、具体的に情報発信をすることが 

重要である。具体的な方法がわからなければ、実際に参加しようという具体的 

な行動へはつながらない。情報発信の場は、各地でのキャンペーンやキャラバ 

ンに加え、インターネット上でも今まで以上に積極的に発信していかなければ 

ならない。 

・個人旅行客対応の双方情報機能 

個人旅行客は、さまざまな予約をインターネットで行うのが現在主流となっ 

ている。それは今回の稚内の観光ポイントにおける観光客意識調査（アンケー 

ト）でも、宿泊予約に関して明らかになっている。 

稚内は個人旅行客を中心的対象とするために、一方的に観光情報を流すだけ 

でなく、観光情報に関する問い合わせ、上記のような観光活動メニューへの参 

加申し込み受け付け、稚内における宿泊の予約受付けなどを実施しなければな 

らない。とりわけ、オンシーズンの稚内の宿泊は、個人で予約しようとすると 

料金が高く、かつ予約が取りにくいことで有名である。これは、個人旅行客層 

をみすみす捨てていることに他ならない。 

観光振興センターの情報機能の中に、稚内地域の宿泊予約システムを構築し、 

個人旅行客が直接予約を可能にすべきである。個々の宿泊事業者は横の連携で 

協力し合うとともに、旅行エージェントに安価で大量に卸している宿泊を地域 

の予約システムへ振り向けることは、個々の事業者の収益を確実に上げること 

にもつながると考える。 

さらに、アジアからの海外旅行者の立ち上がりは、キャンペーンに応えて訪 

れるチャーター機の団体旅行者から始まると思われるが、全体に外国人旅行者 

の観光形態も個人旅行へと変化している。したがって、外国人観光客の宿泊予 

約も直接受けられるシステムの調査と、運用を検討することが必要である。
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（２）着地での観光活動情報提供の実施 

いままで、個人旅行者を主たる観光客として想定してこなかった結果、現在 

は稚内地域を訪れた観光客への情報量は不足していると思われる。観光は、い 

わば情報をグルメとする行動である。観光を振興するということは、如何に観 

光客が望む情報を提供していくかが重要であるということである。そうした状 

況で、まず最も重要な情報は、稚内で体験できる観光行動の場の具体的な情報 

でなければならない。 

・観光活動提供のネットワーク「わっか連（仮称）」 

訪れる潜在的な観光客に対して発地に向かって観光行動の場の情報を発信し 

なければならないと同時に、着地稚内においてもどんな活動や体験が「今」で 

きるのか、提供される観光行動の場の具体的な活動メニューの情報が具体的に 

利用できる形で知らされなければならない。稚内観光の主役である個人旅行の 

観光客が稚内を訪れても、どのような観光の体験や活動、ガイドが利用でき、 

それに参加するには具体的にどうすれば良いのかを知らされなければ、参加す 

ることは出来ない。フットパスができようとも、犬ゾリ体験が可能でも、雪上 

車で宗谷丘陵を踏破できても、それを知らずに訪れた人々は誰も利用できない 

のである。発地で既にそれらの情報を得てきた観光客ばかりではないのである。 

通常、観光地ではこうした情報は着地で提供されているものである。地域観光 

事業関係者の連携の輪が結ばれてこそ実現できる活動であることなので、ここ 

ではこの仕組を仮に稚内と連携の輪っかを掛けて「わっか連」と呼ぶことにす 

る。
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（３）モバイルを活用した観光ポイントでの情報提供「観光 Wi-Fi（ワイファイ） 」 

本来、観光情報の提供は人的対面によるやり取りで行われるのが理想である。 

しかし、各観光ポイントすべてに観光案内所を設置して、案内員を配置するこ 

とは現実的ではない。現在想定される現実的な配置は、新駅ビル内と、『最北の 

自然と歴史歩み館（仮称）』である。広い稚内の観光ポイントで、観光案内所の 

機能をモバイル技術で補う。これにより、観光客が自ら観光・地域情報を欲し 

い場面で自由に得られるようになる。 

・ほとんどの観光客が使えない携帯電話での情報提供 

モバイル技術を活用した観光情報提供の話題では、携帯電話の利用が即座に 

思いつくが、この方法は実用性に乏しい。最大手携帯電話会社のパケット通信 

を使用するシステムを構築しても、全携帯電話利用者の多くても２割程度にし 

かならない。 不特定多数が利用できるシステムからは程遠いのである。 しかも、 

外国人観光客は、 こうしたシステムを一切利用することが出来ない。 なぜなら、 

一時滞在の外国人への日本の携帯電話の提供が規制されているからである。も 

っとも情報を必要とする顧客層とも言える外国人観光客が、利用できないシス 

テムとなるのである。 

・稚内観光で普及している世界共通規格 Wi-Fi の活用 

最も汎用性が高く、不特定多数を対象とし、外国人も利用可能なモバイル技 

術は、無線 LAN（Wi­Fi、ワイファイ）である。無線 LAN は、一般家庭でも利 

用されているように、完成し、広く普及している世界共通の方式である。した 
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がって、安価に構築が可能である。しかも、稚内市内の宿泊業などではすでに 

無線 LAN 活用に積極的に取り組んでおり、16 軒もの施設が無料の Wi­Fi を導 

入している（FREE SPOT 協議会サイトより）。参考までに、観光地として稚内 

より入り込みの規模が遥かに大きい小樽市の場合、 導入している施設はわずか 7 
軒しかない。稚内における観光情報提供はこれからの課題ではあるが、これは 

いかに稚内の宿泊施設には観光情報提供の下地が出来ているかを表しており誇 

れる事実である。 

宿泊施設等の Wi­Fi は原則ロビーなど屋内で提供されているものだが、観光 

スポットに設置する観光 Wi­Fi は原則的に屋外での利用を目的とするものであ 

る。現在、観光客は宿泊施設においては、有線あるいは Wi­Fi でインターネッ 

ト検索がほぼ可能である。しかし、一歩外へ出るとインターネットでの情報検 

索が不可能になる。日本政府観光局 JNTO も、外国人観光客からこの点につい 

ての不満が多いことを調査から明らかにしている。台湾や香港からの観光客は、 

自国では日常的に Wi­Fi を活用している背景があるためであろう。この状態は 

地域の側から言い換えると、情報提供の場を整備しなければならない。 

・さまざまな機器で多くの人々が利用 
Wi­Fi は爆発的に普及した NetBook Pc やゲーム機、iPhone などのスマート 

フォン、各携帯電話通信会社が普及を図っている Wi­Fi 携帯など、さまざまな 

端末が利用可能であり、利用が遅れていた我が国でも追い風が吹いている。特 

定の携帯電話の利用と異なり、利用者が高額なパケット料金を負担する必要が 

ない上に、外国人を含め多くの人々が利用可能なシステムである。
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・観光振興センターの情報機能の一環として 

観光 Wi­Fi の導入に当たっては、アクセスポイントの設置だけでも観光客は 

情報検索が可能となるが、地域の側からはより積極的な情報発信のメディアと 

して活用する必要がある。すなわち、観光協会またはそれに代わる観光振興セ 

ンターが、情報センターの機能を持ち、観光・地域のデータベースを構築し、 

観光客が観光 Wi­Fiにアクセスした際にその情報を提供できる機能を整備する。 

利用者である観光客の側からは、観光スポットでアクセスすると、まず現れ 

るのがそのスポット周辺の情報や稚内の情報、および関連するリンクが載った 

ポータルサイトとなる。外国人からのアクセスがあった場合は、端末の UA（ユ 

ーザー・エージェント）などから使用言語を判別し、各国語のポータルサイト 

を表示させる。一方的で固定の情報しかない観光パンフレットと異なり、双方 

向の情報がリアルタイムで提供できる観光情報提供として理想的なメディアと 

なる。 

（４）景観・自然環境の保全 

稚内が発信し、 観光客が求めて訪れるのは、 第一に最北端のイメージであり、 

具体的には目の前で現実に展開する自然である。イメージは人の内なるもので 

ある。さまざまな稚内の情報を得ることにより、人はイメージを心の中に構造 

化する。このイメージが観光行動起こさせるもととなり、行動喚起のきっかけ 

が訪れたとき、実際に観光行動が発動される。そして実際に稚内に観光客が訪 

れ、内なるイメージと現実の目の前に展開するあり様との照合が行われるが、 

そのとき最も重要な対象がまず自然景観である。 

・自然景観を守り磨いて資産価値を高める 

自然景観という観光資源は、 人間が作り出したものではない美しさ、 雄大さ、 

あるいは繊細さを自然から借りることで、人に感動を与えるものである。まさ 

に自然は恵みであることを忘れてはならない。つまり、自然を地域観光におけ 

るもっとも重要な対象とするなら、自然が与えてくれる景観を保全し、大切に 

管理していくことが必要である。それは、単に自然保護というだけでなく、地 

域経済を考える観点からもこのことを認識しなければならない。 

店頭の果物は磨かれ、盛り付けられて商品価値が上がると考えるように、地 

域の自然景観の価値をより高めるためには、手を加えないことだけが最善とは 

限らない。 観光客が訪れることで自然が損なわれるなら、 積極的に手を加えて、 

保全・保護を行うことが必要である。 

例えば、国立公園発祥の地であるアメリカのヨセミテ公園では、自然の中に 

通路を設けるとき積極的に舗装を行う。それは、観光客が大勢歩くことで自然 

の土を踏み固め、際限なく植生を破壊することを防ぐのが目的である。日本に 

おける保護湿原の木道設置と通ずる考え方であるが、より広くその考えが適用
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されている。また、自動車が未舗装の道路を走ることで土ボコリを巻き上げ、 

植物の葉を覆い光合成を妨げ、植生に悪影響を与えるのを防ぐためである。一 

方、未舗装の部分は、たとえ悪路を走破するための自転車であるマウンテンバ 

イクでさえ走行は許されないのである。 

稚内の自然景観は素晴らしい。利尻富士の姿を堪能するには、利尻島からで 

はなく稚内からの眺めが最も素晴らしい。四季折々の姿、刻々と変わる時間と 

天候の変化の中で、いつも美しい姿を提供してくれている。こうした素晴らし 

い景観を堪能できる観光ポイントが稚内には多くある。 

しかし、観光客にその景観を心から感動してもらうためには、そこで目にし 

たり耳にしたりする周辺の景観や音などにも十分に配慮することが必要である。 

観光客に対する聴き取りでは、周辺の建物の色や形、音などに対して批判的な 

声が聞かれたことも事実である。 

このため、あらためて各観光ポイントの現状を見直し、必要に応じて改善し 

ていくことは、より本物の自然景観を提供していく上で極めて重要である。 

周辺の構造物や音などが、自然を期待して訪れた観光客に対して、自然の資 

産価値を下げてしまっている可能性もあるということは認識しなければならな 

い。バスから降り、直ぐに立ち去るだけの団体旅行客はそれには気付かないか 

もしれない。しかし、稚内の各観光ポイントを自ら選んで訪れ、余裕を持って 

見渡す個人旅行客の無意識の目には、本来の価値からはずっと低い評価しか得 

られないことにもなりかねない。 

電柱などが林立する稚内公園入り口 電線が中央を横切る利尻富士の眺望
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・野生動物に関する客観的で豊富な情報提供 

一方、観光客には、自然との接触では景観と同様に野生動物との出会いに対 

する期待も大きい。稚内は地域として、観光客と野生動物との出会いを積極的 

に支援している姿勢を示すことも必要である。それは、稚内で野生動物に出会 

えるのは当然であることを示し、それに配慮している姿は、観光客に対して地 

域としての観光行動支援の姿を印象づけるからである。 

出会える可能性のある野生動物に関して、パンフレットやホームページなど 

で示し、出会った場合の注意事項を中心に解説する。観光客は、地域での野生 

動物との出会いに関する心がけに詳しくなることに、地域を訪れた実感と喜び 

を感じるのである。 

説明の中には、多くの観光客が動物への愛着から行ってしまう餌付けは、人 

間と動物の両方にとって深刻な害を及ぼすために、決して行ってはいけないこ 

とであると強調するなど、自然との接触のルールも明確に示さなければならな 

い。なぜなら、自然を目指して訪れる観光客は、自然を守る側に立つことに喜 

びを感じているからである。 

観光客も自然を守る仲間にする ヨセミテ 1990 年の大山火事について知らせる案内板
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景観に配慮されたアメリカ・ヨセミテ国立公園内の管理施設および民間商業施設
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第Ⅳ章 育てていく観光地  ­­­  継続的な意識改革と振興計画 

１ 観光振興体制の見直し 

（１）個人旅行客対応の観光振興の中核組織 

現在、稚内の地域観光振興の中心的な役割を担っている観光協会は、少人数 

で運営されており多忙を極めている。しかし、今後、新たな観光振興を図って 

いく上では、イメージ戦略、ＰＲ・広報戦略、情報戦略、イベント企画など、 

これまで以上の役割を担っていくことが求められることになるため、組織の改 

編拡大、ないしは新たな組織が必要となる。 

このためには、地域が協力し連携しなければ一つの観光地として振興してい 

くことは出来ない。団体旅行客に対しては、情報発信、プロモーション、企画 

など、すべての分野において観光振興活動の主だった部分は旅行エージェント 

に対して重要な役割を演じていた。しかし、個人旅行を対象にするなら、それ 

らは地域が行わなければならない。地域が協力して一つの大きな観光事業体の 

役割を果たさなければならない。 

また、先進的な地元観光事業者は既に個人旅行対応を積極的に進めているが、 

地域が連携して個人旅行者対応の観光地づくりをしなければ、その努力が最大 

限に活かされない。もし、個人旅行で訪れた観光客には、地域で楽しめる活動 

メニューが提供されなければ観光客に最大限の満足を味わってもらえないこと 

になる。また、利益率が低いことに気付きながらも、団体旅行客を中心に扱う 

長年の事業環境から単独で抜け出す勇気が持てない宿泊業者も少なくないだろ 

う。こうした差し迫った地域観光構造の変革を実行するには、地域を上げて行 

うしかなく、その中核になる組織が必要なのである。 

（２）観光振興センターの役割 

稚内地域には複数の観光事業者の団体が存在し、さまざまな情報発信も行っ 

ている。しかし、こうした機能を情報発信を横断的に統括しているものはない 

ため、早急な組織体制の見直しが求められる。ここでは、新たな役割を担う観 

光協会ないしは新たな組織を仮に観光振興センターと呼ぶことにする。 

機能的には、新たな観光中核施設の運営、企画機能、観光 Wi­Fi を中心にし 

た情報収集発信機能、事業者間の具体的な連携事業機能などが加わる。 

ハードウェアとしての基盤整備は主に行政の事業となるが、 行政との連携をは 

かりながら、それら事業を実際に地域観光振興の中で活用し、稚内の観光地づ 

くりを実現していくソフトウェア的中核的役割を果たす組織として機能しなけ 

ればならない



28 

２．市民向け稚内観光の啓発の強化 

（１）地域の人々対象の観光啓発活動 

新たな稚内観光は、地域の人々の手づくりで育てていく観光となる。それに 

は、地域の人々による継続的な観光資源の見直しと、発掘が基本になる。ここ 

で言う地域の人々とは、稚内に暮らす住民、商工会、行政も含めるすべての市 

民のことであり、稚内が新たな考えで地域の観光地づくりを進めるという人々 

の意識変革が今後重要である。 

観光事業者だけでなく、そうした人々を対象にした講演会や学習会を実施す 

ることが必要である。それは、今までの稚内が持っていた団体旅行客に主眼を 

おいた従来型観光の視点からではなく、個人旅行者の大切さを理解し、観光す 

る人々の心を理解する感性を磨く内容でなければならない。 

（２）日常における観光資源の再発見 

稚内の観光資源の本格的な掘り起こしは、これからである。地元の人々にと 

っては、すべてが近所であっても、遠くから訪れる人々にとっては「最北の自 

然と歴史」の宝庫なのである。地域をありふれた近所としか見ない視点から、 

稚内の新たな地域観光に対する考え方を身につけ、身近にある宝を見つけ出す 

視点を磨いていかなければならない。 

再発見の主役は、観光振興センターが中心となって行うべきだが、本年度ワ 

ークショップとして活躍した「From Zero」のような民間のチーム、市民、また 

市の多くの部署などから広く集めることが必要となる。 

（３）継続的な観光マーケティング 

観光振興を実際に推進する観光協会またはそれに代わる推進組織である観光 

振興センターにとって、マーケティング調査は大切である。これは、常時、キ 

ャンペーンやキャラバンへのお客様対象、地元の宿泊客対象など、機会あるご 

とにデータを収集し、観光振興の方向性や具体的対策実施へのデータを蓄積す 

ることを意味している。 

なお、データの収集に当たっては、質問紙調査（アンケート）だけでなく、 

グループインタビューなどを考えることも必要である。観光の動向を判断する 

時、入込客数などの数値ばかりが対象になる傾向があるが、観光振興は、他の 

産業の振興とは根本的に異なる。団体旅行客に目を奪われるのではなく、観光 

客は一人ひとりが意思を持って行動する主体なのであるから、彼ら/彼女らの感 

想、観光地の評価、観光地への要求など的確にとらえて、観光地づくりに反映 

させていかなければ、稚内の地域観光を持続的に進展させることはできない。 

また、これからの新たな稚内の観光振興を担う人材は、観光地といわれると 

ころを実際に見て、体験して学ぶことも重要になる。
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第二部 稚内市観光振興計画 

第Ⅴ章 稚内市の観光振興の方向 

１ 稚内市観光振興計画の目標 －一人ひとりの観光客を迎え入れる稚内観光地づくり－ 

稚内における観光は、観光入込客数が減少基調にあること、宗谷岬やノシャ 

ップ岬以外の観光ポイントを訪れる観光客が少ないこと、如何にして魅力ある 

イベントを創出するか、冬季の観光客を如何にして誘致するか、札幌や旭川か 

らの時間距離の大きさをどのように解消するかなどの課題を有しているのが現 

状である。 

さらに、第一部で整理したように、稚内観光を再認識するとともに、自然景 

観や歴史文化等の観光資源の見直しをはじめ、数多く訪れている個人観光客が 

十分に稚内を堪能できる仕組みを如何に構築していくかといった課題がある。 

このため、本計画においては、住民、商工業者、行政のすべての地域住民が 

一体となって、稚内を訪れる観光客を温かく迎え、団体観光客だけでなく、個 

人観光客を含めたすべての観光客が稚内を十分に堪能できる観光地をつくって 

いくことを目標とする。 

２．稚内観光の振興の方向 

第１部にて整理した稚内観光の振興に向けた基本的考え方に基づき、今後の 

稚内観光の振興方向について整理すると以下のとおりとなる。
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稚内観光の振興の方向 

（方向１）行きたいと思う観光地としてのイメージをつくる 

（施策１）新たなイメージ・コンセプトをつくる 

稚内を訪れる観光客の多くが、稚内に対して「最北端」、「宗谷岬」をイメー 

ジしており、さらに、「寒い」、「寂しい」、「暗い」といった言葉を連想する観光 

客が少なくない。このため、本計画では、すでに稚内のイメージとして定着し 

ている「最北端」を活かし、かつ、そこに広がる自然と、その厳しい環境の中 

で人々が育ててきた地域の歴史とが織り成す奥行きをイメージしてもらうこと 

を基本コンセプトとし、新たに「最北の自然と歴史」を強調していくものとす 

る。 

1)国内観光客向けイメージ・コンセプト戦略 

「最北の自然と歴史」を基本イメージ・コンセプトとして、国内観光客向け 

イメージ戦略と外国人観光客向けイメージ戦略を構築することが必要である。 

＜稚内観光振興の目標＞ 

一人ひとりの観光客を迎え入れる 

稚内観光地づくり 

＜方向１＞ 

行きたいと思う観光地としてのイメージ 

をつくる 

＜方向２＞ 

訪れる人々に満喫してもらう観光行動の 

場をつくる 

＜方向３＞ 

稚内観光を育てていくための推進体制を 

確立する 

＜施策１＞ 

新たなイメージ・コンセプトをつくる 

＜施策２＞ 

イメージを的確に伝える 

＜施策１＞ 

稚内地域の観光中核施設を整備する 

＜施策２＞ 

稚内の観光資源を発掘し、見直す 

＜施策１＞ 

稚内観光を推進していく中核組織を明確にする 

＜施策６＞ 

広域連携を推進する 

＜施策５＞ 

観光情報基盤を整備する 

＜施策４＞ 

新たな魅力あるイベントをつくる 

＜施策３＞ 

観光周遊モデルコースをつくる 

＜施策２＞ 

稚内市民を含め地域一体となって観光を推進する 

＜施策７＞ 

ホスピタリティの向上を図る
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国内観光客向けには、基本である我が国「最北の自然と歴史」をそのままイ 

メージ・コンセプトの中心に据える。稚内が有するわが国本土最北の自然、景 

観、歴史、風土はわが国唯一のものであり、また、すでに定着している「最北」 

イメージを活かしたＰＲ、広報活動を展開することが必要である。 

2)外国人観光客向けイメージ・コンセプト戦略 

・台湾、香港等アジア向けイメージ・コンセプト 

稚内を訪れる外国人観光客の多くは、台湾、香港等のアジアからの観光客で 

あり、今後とも積極的にアジアからの観光客の誘致に取り組むことが必要であ 

る。このため、これらのアジア諸国の観光客にとって憧れである北海道の、さ 

らにその北海道の最北端であることのイメージを形成するために、「極東最北端 

の自然と文化」をイメージ・コンセプトの中心としたＰＲ、広報活動を展開す 

ることが必要である。 

・ロシア向けイメージ・コンセプト 

アジアについで多い外国人観光客は、ロシアである。ロシアからみると稚内 

は最北端のイメージではないため、ロシアとの文化の違いや商品が溢れる日本 

のイメージが強いものと考えられることから、日本食など日本の豊かな文化を 

前面に出したイメージ戦略を構築することが必要である。 

（施策２）イメージを的確に伝える 

稚内により多くの観光客に来てもらうためには、稚内の新たなイメージ・コ 

ンセプトである「最北の自然と歴史」のイメージが的確にこれから観光をしよ 

うとする人々に伝えることが重要である。このためには、国内や海外のテレビ・ 

ラジオといったマスメディアを活用したり、キャラバンやキャンペーンでその 

場の人々に集中的に訴えるポスターで伝えたり、さらにはインターネットなど、 

それぞれのメディアを適切に活用することが必要である。 

（方向２）訪れる人々に満喫してもらう観光行動の場をつくる 

稚内市の今後の観光振興にあたっては、稚内を訪れる観光客に十分に稚内観 

光を堪能してもらうために何をどのように整備していくかを検討し、整理する 

ことが必要である。 

稚内を訪れた観光客に対する意識調査では、稚内の自然や景観については、 

満足しているものの、天候しだいでは利尻富士が見れない場合もあり、その場 

合の稚内観光の楽しみ方がわからない状況が見られているほか、観光情報が乏 

しい、見所が少ないなどの意見が比較的多くなっているなど、観光客が十分に 

稚内を満喫してもらうための整備課題が多い状況が把握されている。 

このため、稚内の観光情報を集約し提供するための中核機能の整備や観光客 

の行動パターンに対応した観光メニューを整備するなど、稚内を訪れた観光客
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が稚内観光を十分に楽しめるための整備を図ることに加え、稚内までの時間距 

離の大きさが稚内に行くという行動の制約となっている部分も大きいことから、 

稚内までの移動時間の楽しみも含めた整備が必要である。 

（施策１）稚内地域の観光中核施設を整備する 

多くの観光客は、ノシャップ岬や宗谷岬は訪問するが、それ以外の観光ポイ 

ントに訪問する観光客は少なく、稚内を訪れた観光客の稚内観光に対する評価 

も自然景観に対する評価にとどまっており、その良否も天候に左右されている 

のが現状である。 

また、観光客からも立ち寄りポイントに関する情報や稚内のことをもっと知 

りたいといったニーズもあることから、そもそも稚内にはどのような歴史があ 

るのか、どこに何があり、どこに行けばいいのかといった観光客にとって知り 

たい情報が少ない状況が把握されている。 

逆に言えば、稚内の観光ポイントを回ることによって初めて稚内の歴史・文 

化の一端に触れることができるのが現状である。 

このため、稚内に訪れた観光客に、まずは稚内にどのような自然・歴史・文 

化があり、どこに行けばいいのかの情報を総合的に提供するための機能を有す 

る施設として「最北の自然と歴史歩み館（仮称）」を整備する。 

また、従来から地域住民や観光客が訪れている稚内市ノシャップ寒流水族館 

や青少年科学館といった既存の観光、文化施設は、老朽化が進んでいることか 

ら、施設更新等の対策を図る。 

（施策２）稚内の観光資源を発掘し、見直す 

稚内市の観光資源は、利尻富士の眺望、最北のイメージを形成する海岸線や 

樺太を眺望する景観、周氷河地形といった自然景観や風力発電や大規模太陽光 

発電などの景観のほかに、稚内港北防波堤ドームや、旧樺太への玄関口として 

の歴史、間宮林蔵、松浦武四郎、宮沢賢治などの歴史的人物に関わる歴史、戦 

時中の歴史など、多くの歴史・文化に関わる史跡、碑等が数多く点在している。 

こうした既存施設や歴史、文化を観光客に観てもらい、知ってもらうための 

演出を見直すことが必要であるとともに、観光客に稚内をもっと知ってもらう 

ための新たな資源の発掘に継続的に取り組むことが必要である。 

一方、稚内市では、気候的特性等を活かし、風力、太陽光、雪氷等の自然エ 

ネルギーを活用した産業振興の取組みが積極的に行われており、風力発電の規 

模や太陽光発電施設の規模等はわが国最大級のものである。 

こうした新エネルギーに対する先導的な取組みは、地域産業の振興にとどま 

らず、全国からの視察客等の誘致をもたらすなど観光振興の観点からも重要な 

取組みであり、さらなる取組みを推進することは、新たな稚内市のまちづくり 

においても重要な役割を果たすものである。
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（施策３）観光周遊モデルコースをつくる 

稚内での観光行動は、こうした利用交通機関による制約を受ける。稚内を訪 

れる個人観光客の多くは、 自宅から自家用車、 バイクを利用する場合が多いが、 

その他では、稚内空港や千歳空港、旭川空港、最寄ＪＲ駅などからレンタカー 

を利用する手段となる。 

しかし、航空機、ＪＲ、バスを利用して稚内に訪れる場合には、稚内での移 

動手段が他にないために観光行動に制約が生じることになり、個人観光客にと 

ってはこれらの交通機関を利用しづらい状況にある。 

また、自家用車等の移動手段を有している場合でも数多くの観光ポイントを 

訪れているわけではなく、ノシャップ岬や宗谷岬といった限定された行動にと 

どまっているのが現状である。 

このため、より多くの観光客に、より多くの観光ポイントに立ち寄ってもら 

うためには、稚内の観光ポイントや移動ルートに関する情報提供を図ることに 

加え、様々な行動シチュエーションを想定したモデルコースを設定し、観光客 

に提供することが効果的である。 

（施策４）新たな魅力あるイベントをつくる 

稚内市においては、稚内市や民間が主催する各種イベントが開催されている。 

道内外からの観光客が参加し、経年的に開催されている主なイベントとしては、 

冬季に開催されている南極ハイランドや全国犬ぞり稚内大会、夏季に開催され 

ているおおなご&フードフェスタ in WAKKANAI や稚内みなと南極まつりなどが開 

催されている。 

しかし、観光客の入込状況からも把握されるように参加者は減少基調にある 

のが現状である。観光客に対する意識調査では、当日稚内に来て初めてイベン 

トが開催されているのを知ったといった意見がみられているほか、南極ハイラ 

ンドで開催されている犬ぞり、馬そり、スノーモービル等の体験は稚内独自の 

魅力あるイベントと考えられるが、団体観光客に対しては、旅行代理店を通じ 

てイベントへの参加が可能となっているが、個人観光客にとっては、どこで開 

催され、どうしたら参加できるのかといった情報がほとんどないのが現状であ 

る。このように事前情報の提供が十分ではないことも課題として挙げられるが、 

観光客にとって魅力あるイベントとなっていないこともその理由として考えら 

れる。 

このため、観光客に対する情報提供の充実はもとより、観光客にとって魅力 

ある新たなイベントを創出することが必要である。 

（施策５）観光情報基盤を整備する 

稚内を訪れた観光客が稚内の見所、歴史、文化等に関する情報を得るととも
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に、地元と観光客とのコミュニケーションの場となるような「最北の自然と歴 

史歩み館（仮称）」の整備が必要であるとともに、以下にあげる各種提供ツール 

の整備、充実が不可欠である。 

1)観光 Wi-Fi（観光・地域情報）の整備 

稚内を訪れた観光客がその日の立ち寄り場所、食事場所、土産購入場所など 

を、その場で簡単に調べられるための情報提供機能を整備することが必要であ 

る。このためには、観光 Wi-Fi（観光・地域情報）の整備を推進することが必要 

である。 

観光客に対するアンケート調査結果でも明らかなように、この観光 Wi-Fi に 

対するニーズが高い状況が把握されているとともに、外国人観光客においても 

すでに無線ＬＡＮが使用可能な携帯機器を携帯し、インターネット情報が重要 

な情報源になっていることも明らかとなっている。 

2)パンフレット、サイン、案内板、看板機能の整備充実 

稚内を訪れる個人観光客の多くが自家用車、レンタカー、バイクの利用者で 

ある。観光客に対するアンケート調査において、こうした観光客からパンフレ 

ット情報や観光ポイントに設置されている案内板や看板に対する情報のわかり 

にくさが指摘されている。 

（施策６）広域連携を推進する 

札幌、旭川、網走方面から稚内までの移動客が多い反面、移動に係る時間距 

離が観光客の行動制約になっている。こうした観光客に対して稚内までの楽し 

める移動イメージをもってもらうための情報を構築し、発信することが必要で 

ある。 

このためには、「札幌からオロロンラインを通って稚内へ」、「旭川から国道 40 

号を通って稚内へ」、「網走からオホーツクラインを通って稚内へ」を誘発する 

ために、各コースを通って稚内までの移動途中の立ち寄り場所、見所等を紹介 

するなどの工夫が必要である。 

（施策７）ホスピタリティの向上を図る 

観光客に稚内観光を楽しんでもらい、満足してもらうためには、観光客が利 

用する施設、交通機関、各種サービス、さらには人との会話など、稚内で過ご 

す時間、空間すべてに配慮することが必要である。このためには、直接的に観 

光に携わる宿泊施設や飲食、土産店、交通機関のみならず、市民を含めておも 

てなしの精神を持つことが不可欠である。
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（方向３）稚内観光を育てていくための推進体制を確立する 

（施策１）稚内観光を推進していく中核組織を明確にする 

稚内において観光振興を図っていくためには、新たな観光中核施設の運営、 

観光周遊モデルコースやイベントの企画、運営機能、観光 Wi­Fi を中心にした 

情報収集発信機能、事業者間の具体的な連携事業機能など、これまでとは異な 

る新たな取組みが必要となる。 

今後、稚内観光の振興に向けた各種取組みを推進していくためには、こうし 

た役割を担い、中心となって推進していくための組織を明確にする、あるいは 

新たに構築することが必要である。 

また、稚内観光を推進していくためには、稚内市だけでなく、宗谷支庁管内 

の市町村や道北地域やオホーツク地域と連携した取組みが不可欠であることか 

ら、こうした広域的な連携を積極的に推進していくことが必要である。 

（施策２）稚内市民を含め地域一体となって観光を推進する 

稚内には地域の人々が気付いていない魅力があるにもかかわらず、地域の 

人々の認識には大きな誤解や勘違いがあるために、出口が見えない迷路に入り 

込んでいるのかもしれないことや、稚内観光の最大の課題は、個々の観光事業 

ではなく、地域観光振興に取組む地域の考え方にあることが見えてきたことは 

第１部で整理したとおりである。 

稚内において今後観光を振興していくためには、また、稚内に訪れる観光客 

を温かく迎え、稚内を十分に堪能してもらうためには、地域の人々が稚内市に 

おける観光の役割、位置づけを十分に理解し、地域が一体となって観光振興に 

取り組んでいくことが必要である。 

このためには、人々を対象にした講演会や学習会を繰り返し実施することや、 

地域住民の参加による継続的な観光資源の見直しと、発掘等を推進していくな 

ど、住民意識の醸成を図っていくことが必要である。
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第Ⅵ章 稚内市の観光振興に向けた施策 

１．方向１：行きたいと思う観光地としてのイメージをつくる 

（施策１）新たなイメージ・コンセプトをつくる 

①「最北の自然と歴史」イメージの定着に向けたコンセンサス形成 

これまでの「日本のてっぺん稚内」というイメージ・コンセプトから、「最北 

の自然と歴史・稚内」という新たなイメージ・コンセプトへの転換を考えなが 

ら、ホームページ、パンフレット等の見直しを図る。 

②国内外別の新たなイメージ・コンセプト形成 

国内向けには、「最北の自然と歴史・稚内」、台湾、香港等アジア向けには、「極 

東最北端の自然と文化」をイメージ・コンセプトとし、ロシア向けには、日本 

文化を前面に出したイメージとするなど、ターゲットごとのパンフレット等の 

見直しを図る。 

（施策２）イメージを的確に伝える 

①「最北の自然と歴史」イメージの定着促進 

国内外に対して「最北の自然と歴史」のイメージ定着に向け、テレビ、ラジ 

オ、新聞等のマスメディアを活用するとともに、Ｔシャツ、ポイントキャラク 

ター、シール、ポスターの見直しと作成を行う。 

②稚内観光に関するＰＲ、広報の推進 

海外を含む道内外での新たなイメージ・コンセプトの定着に向け、積極的に 

ＰＲ、広報活動を推進する。 

＜事業内容＞ 行きたいと思う観光地としてのイメージをつくるための事業 

（１）及び（２）の具体的事業内容は、以下のとおりである。 

実施事業 

・ イメージ・コンセプト広報改善事業（一部新規） 

新たな稚内市のイメージ・コンセプトとして 「最北の自然と歴史」 の定着を図るために、 

各種マスメディアを活用するとともに、ホームページ、パンフレット、ポスター等の見直 

しを行う。また、海外向けには、ターゲット国ごとのパンフレットの見直しを行う。 

・ 国内・国外広告宣伝推進事業（継続） 

稚内市の今までの広告宣伝実施内容の検討と役割分担及び有効な広告宣伝戦略を実施 

する。
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２．方向２：訪れる人々に満喫してもらう観光行動の場をつくる 

（施策１）稚内地域の観光中核施設を整備する 

①「最北の自然と歴史歩み館（仮称）」の整備 

稚内の観光・地域総合情報提供の場として、北防波堤ドーム付近に「最北の 

自然と歴史歩み館（仮称）」を整備する。 

この「最北の自然と歴史歩み館（仮称）」には、稚内観光に関する情報や生活 

文化、樺太（サハリン）との交易の歴史を含めた稚内の歴史等の情報が集約さ 

れる。 

1)「最北の自然と歴史歩み館（仮称）の機能 

「最北の自然と歴史歩み館（仮称）」が持つべき主な機能と内容は以下のとお 

りである。 

・稚内および周辺の自然と開拓の歴史を紹介する総合博物館的機能 

稚内観光の基本である最北の自然と開拓の歴史を単なる表面的な観光情報と 

してだけ提供するのではなく、学術的な価値や深遠な意味を紹介する博物館的 

な視点を考慮した情報提供を行う。例えば、大沼のコハクチョウの渡りの意味 

や、観光餌付けとその見直しの内容、あるいは抜海港のゴマフアザラシを単な 

るかわいいペットの延長としてではなく、生態系と地域産業との関連する課題 

なども客観的に紹介することは、より深い知識を提供するものとして歓迎され 

るものと期待される。 

自然を象徴する「木」をベースとした展示、案内板イメージ 

・稚内地域の全域の地理的情報および移動に関する情報 

稚内は一つの観光地としてはあまりに広大であり、観光ポイントが互いに距 

離をおいて散在している。訪れる人々にとってそれらのポイントの存在をここ 

で知ることができるだけでなく、各ポイントへどのようにたどっていけばよい 

のかを具体的に理解できるような地理空間的な情報を提供する。



39 

・リアルタイムな観光行動支援情報 

天候や道路状況、日の入り日の出など、観客が稚内 

において移動や観光行動を行う際に必要となる変動す 

る行動支援情報を提供する。 

リアルタイムな情報 

・自然ガイド、フットパス、トレッキング、雪上探索など観光活動案内 

観光客がどのポイントで何が楽しめるのか、そしてそれに参加するにはどう 

すればよいのかの具体的な情報を提供する。参加の予約が必要なものは、その 

場で予約を可能とする。 

・イベントなど観光客が参加できる催し物などの案内 

訪れた観光客が実際に参加できる当日や翌日のイベントはもちろん、次年度 

などのイベントも案内する。将来のイベント紹介は、継続的にイベントを開催 

して観光客の受入れを常時行っている姿を示すとともに、観光客による口コミ 

による宣伝効果および観光客本人がリピータとして訪れようという動機づけの 

ひとつにする。 

・多目的セミナー室 
20～30 人程度が収容できる小会議室的な多目的セミナー室を設ける。そこで 

は、観光マイスターや観光ガイドによる稚内の自然や開拓の歴史ついての紹介 

を行ったり、稚内ならではのクラフト作成教室、料理教室を開催して、観光客 

に屋外だけでなく室内でも知的な体験をしてもらう場とする。 

・観光案内所機能 

説明員が常駐し、上記すべての機能に関する対面での説明と、宿泊施設の紹 

介などのいわゆる一般的な観光案内所の機能を持つ。 また、 相談内容は記録し、 

どのような情報を観光客が求めているのかを把握するデータ収集とする。観光 

情報は発信するだけでなく、絶えずデータ収集も行い発信内容へ反映させると 

同時に、日常的なマーケティング活動の一環として機能させる。 

・物販機能
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稚内を訪れた記念となるさまざまな商品を販売する。ただし、他県で大量生 

産され、観光地名だけを入れたような、汎用既製品の観光土産は基本的には置 

かない。稚内に関する書籍、写真集、地元産クラフト品、地場産品、ロシア関 

連製品など、稚内を思わせる稚内の本物を扱う。生鮮水産品は競合する他の事 

業への影響を考慮して扱わない。 

自然を象徴する「木」をベースとした物販機能イメージ 

・ラウンジ機能 

観光客がゆったりくつろいで休憩をとりながら、稚内観光に思いをめぐらす 

場を提供する。喫茶機能も併設するが、喫茶店のようにお茶を注文しなければ 

利用できない施設とはしない。 

・観光 Wi­Fi 
駐車場および館内をサービスエリアとする観光・地域情報公衆無線 LAN（観 

光 Wi­Fi）機能を提供する。観光客は『最北の自然と歴史歩み館（仮称）』で知 

った事に関してさらに、興味を持って稚内に関して検索をしようとしたり、車 

で立ち寄った観光客は、 持参の NetBook PC やゲーム機、 スマートフォン、 Wi­Fi 
携帯などで、欲しい観光情報へ即座にアクセスできるようにする。 

・観光振興センター・オフィス 

観光企画、観光情報提供をつかさどる中心的組織（後述）のオフィスが、こ 

の施設の中に設置される。 

＊この項のイメージ写真は、アメリカ・ヨセミテ国立公園、およびカナダ・アルバータ州 

バッファロージャンプ博物館にて撮影。 

2)稚内観光のイメージに合致した外観デザイン
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「最北の自然と歴史歩み館（仮称）」は地域観光の中核施設であるから、稚内 

観光のイメージを代表する概観イメージをもっていなければならない。その要 

点は以下のようなものである。 

・歴史の重みに耐える概観デザイン 

・最北の地のイメージを壊さない 

・木、石、レンガなどを思わせる外壁材を用いる 

・大人の感覚を基調とする 

したがって、原色の塗装、光沢のある金属やガラス張りの外壁など無機質な 

概観は避けるべきだ。参考例として想定図を上げておく。これは、旧秋田木材 

発電所と声問中学校体育館のイメージをモチーフにしたものである。
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②既存観光施設の更新計画の策定 

稚内市には、稚内市ノシャップ寒流水族 

館（昭和 43 年開館）、青少年科学館（昭和 
49 年開館）、稚内市開基百年記念塔（昭和 
53 年竣工）等の既存施設があるが、いず 

れも施設の老朽化を迎えていることから、 

管理者における施設計画の見直しが必要 

であり、観光の視点との融合が新しいポイ 

ントとなる。 

（施策２）稚内の観光資源を発掘し、見直す 

①自然・景観資源の発掘、見直し 

・自然・景観の発掘、見直し 

稚内の既存の自然、観光ポイントにおける自然景観と看板や建物、音響等と 

の調和性や演出効果等の見直し、改善を図る。 

また、特に観光ポイント周辺の構造物に関しては、自然景観との調和性の維 

持や観光資産的価値の保全が必要であるため、時期を勘案しながら景観条例制 

定の検討を含めた対応を図る。
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一方、稚内市には、旧秋田木材発電所、旧声問中学校体育館などの稚内の歴 

史を物語るような煉瓦造りの構造物が残されており、重要な稚内の歴史的、文 

化的資源であることから、こうした歴史的構造物の保全に努める、 

旧秋田木材発電所 旧幕別送信所 

旧声問中学校体育館 

・自然資源を活用した新エネルギー村の創設 

さらに、稚内の取組みの特徴のひとつとして新エネルギーの導入があげられ 

る。宗谷丘陵に林立する風車は国内最大級のプロジェクトであり、独特の景観 

を呈しているほか、実証試験が行われている太陽光発電設備も国内最大級の規 

模となっている。このほか、雪氷エネルギーの活用、水素エネルギープロジェ 

クトなどが行われている。 こうした取組みは、 地場産業の振興を図るとともに、



44 

先導的な新エネルギー導入の取組みは、稚内市の地域特性を活かした新たな観 

光資源として期待されることから、「新エネルギー村」の創出に向けた検討を行 

う。

＜太陽光パネルを活かした「新エネルギー村」の創設＞ 

太陽光パネル電力を利用した「融雪システム（冬の排雪融解施設）」 

融解雪の水を利用 →バイオシステム（ホタテウロのバイオ処理電力） 

融解雪の水を利用 →水素エネルギー発電 

それらの電力を併用→雪氷冷熱貯蔵施設の安定利用（夏場も冷蔵可） 

「新エネルギー村」の構成イメージ 

②稚内の歴史・文化等の発掘、見直し 

・生活、文化、歴史の発掘、見直し 

稚内に訪れた観光客により多くの感動を得てもらうためには、自然や景観だ 

けでなく、さらに、稚内の気候風土等を背景とした人々の生活習慣、住宅様式 

「新エネルギー村」 

カドミウム分解施設 

融雪・水素生成施設 

太陽光発電施設 

電力 

雪貯蔵施設 

融雪水 

水素 

電力 

電気分解 

ホタテウロ等 

市内除雪・排雪 

電気分解 

水供給 

カドミウム除去・固形化 肥料化 

燃料電池施設 

雪氷冷熱施設 

夏 季の 電 

力供給 
通年利用 

農業・漁業、食品加工業 

野菜・水産加工品、肉・乳製品等 

暖房・給湯熱供給 

暖房・給湯熱供給 

宗谷支庁管内の水産廃棄物 

電力
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など、同じ北海道でも札幌とは異なる点も多い。また、「九人の乙女」の物語な 

どの時事に基づいた歴史的背景やその他のエピソード、あるいは建物、場所等 

にまつわるエピソードなど、一般に知られていない事柄も多々あるものと考え 

られる。 

こうした生活、文化、歴史を見直すことで、新たな稚内の観光資源の提供を 

図っていく。 

短歌の道 「九人の乙女」の碑 

カネクロサワ伝説 

間宮林蔵像 

・体験観光メニューの洗い出し・整理 

稚内の基幹的産業である農業や漁業を観光客に体験してもらうという、いわ 

ゆる体験型観光の可能性等について地元関連団体、事業者を含めた検討を行う。 

③食の提供 

・稚内・食の委員会の継続的活動の推進 

稚内において「わっかない料理・新メニュー」の開発を進めている「稚内・ 

食の委員会」の継続的活動を推進し、平成 21 年に販売を開始した「稚内ネオす 

り身」の普及や、旬の産物を取り扱った料理の発掘、さらには地元産物の独自 

の食べ方を伝えるなど地域性を重視しながら、本来の稚内の「本物」を食べて 

もらえるように地元飲食店や関係者と連携した「食」への取組が必要である。 

さらに、これからは、稚内の産物を使った地場スイーツ開発へ目を向けること
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も重要である。 

稚内・食の委員会は、官民一体となって取り組んでおり、食の分野だけでな 

く今後の稚内観光の振興を推進していく上で重要な取組みであることを示唆す 

るものである。 

稚内・食の委員会の活動風景 各種「稚内ネオすり身・丼」の例 

・地場産品・土産物の開発、普及 

稚内の食メニューである「たこしゃぶ」、「稚内牛乳」、「宗谷牛」、 「稚内ネオ 

すり身」「おおなご」等の特産物のＰＲを積極的に推進する。また、稚内漁組で 

は「銀杏草」、宗谷漁組は「モズク」を、平成 22 年度から売り込みを開始する 

予定であるなど、新たなブランド特産物の開発・販売に向けた活動もみられて 

きていることから、こうしたブランド化形成に向けた地場産品・土産物の開発・ 

普及を積極的に推進する。 

・ロシア料理の提供 

稚内の歴史、生活文化において樺太との交易は重要な位置を占めている。稚 

内に来た観光客がこうしたロシアとの国境の空気にふれるには、ロシアの料理 

の提供が必要であり、現在、稚内副港市場で提供されていることを、もっと強 

くＰＲしなければならない。 

稚内副港市場のロシア料理店
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（施策３）稚内観光周遊モデルコースをつくる 

より多くの観光客に、より多くの観光ポイントに立ち寄ってもらうために、 

自家用車、レンタカー、バイク利用者向けモデルコース、タクシー利用者向け 

モデルコース、徒歩による稚内散策モデルコース、乗り合いバスツアーなどの 

モデルコースを設定し、情報発信する。 

こうしたモデルコースを設定し、 Web 情報やパンフレット情報にて事前情報と 

して提供することにより、予め稚内での具体的な行動イメージを形成すること 

が可能となるとともに、稚内での滞在時間の長時間化を図ることが可能となる。 

①周遊・散策モデルコースの設定 

1)自家用車、レンタカー、バイク利用者向けモデルコース 

自家用車、レンタカー、バイク等は自由で広範囲な移動が可能であることか 

ら、基本コース、エリア別詳細コースや半日コース、１日コース、テーマ別コ 

ースなど様々なコース設定が可能である。 

■自家用車、レンタカー、バイク利用者向けモデルコースの設定の考え方 

コース設定 内 容 

基本コース 稚内の主要観光ポイントを巡るコース 

（例）こうほねの家（利尻富士の眺望）→抜海（冬季のゴマフアザラシ観察） 

→ノシャップ岬→稚内公園→北防波堤ドーム→大沼→宗谷岬→宗谷丘陵 

エリア別詳細コー 

ス 

例えば、西海岸・ノシャップ岬エリアにおいては、利尻富士の眺望をテーマ 

として各眺望ポイントを設定し、 特に眺望の映える時間帯 （夕日の時間帯等） 

などを含め、また、昆布干しなどの地域の産業・生活・文化等に触れ合える 

場を設定するなど、詳細に稚内を堪能してもらうためのコースを各エリア設 

定を含め構築する。 

時間帯別コース 稚内の主要観光地をすべて回るだけでも１日以上は有することから、観光客 

のスケジューリングに合わせた選択が可能なように、半日コース、１日コー 

スなどのコースを設定する。 

テーマ別コース 稚内の観光資源には、自然・景観、歴史・文化、新エネルギー施設など多様 

である。また、観光客のニーズも多様であることから、例えば、自然・景観 

や歴史･文化、新エネルギー体験といったテーマを設定し、それぞれのモデ 

ルコースを設定する。 

（例）自然・景観 

こうほねの家（利尻富士の眺望）→抜海（冬季のゴマフアザラシ観察）→ノ 

シャップ岬→大沼（バードハウス）→メグマ沼→宗谷岬→宗谷丘陵 

（例）歴史・文化 

西海岸（昆布干し）→青少年科学館（南極資料館）→稚内公園→北防波堤ド 

ーム→稚内副港市場→宗谷公園 

（例）新エネルギー体験 

西海岸（天塩町 28基の風車：国道 232 号）→稚内公園（風車、エコ足湯（水 

素エネルギー電力を利用した足湯施設）、燃料電池学習施設（風力エネルギ 

ーと連動した水素製造・燃料電池）→声問太陽光発電設備（国内最大級）→ 

雪氷冷熱貯蔵施設→宗谷丘陵（風力発電設備、風切音体験）
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稚内市における新エネルギーの紹介 

新エネルギーの種 

類 

概 要 

風力発電設備 

稚内市内には 74 基以上（総発電容量：76,000kW 以上）の風力発電設備（風 

車）が設置されている。特に宗谷丘陵に建設された「宗谷ウインドファーム」 

は総数 57 基（総発電容量：57,000kW）の国内最大級の風力発電施設となっ 

ている。 

また、稚内公園には、公園内に設置された風力発電設備から得られる電力を 

利用した足湯施設がある。 

太陽光発電設備 

平成 18 年から，独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の委託 

事業として「大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究」が，市内 

声問地区で行われており、国内最大級の発電規模 5,000kW となっている。 

水素エネルギー 

稚内公園に設置された風力発電設備の電力を利用して、水の電気分解による 

水素精製施設、燃料電池施設及び学習設備が公園内のゲストハウスに設置さ 

れている。 

雪氷冷熱貯蔵施設 

稚内市声問地区では，平成 17 年度から「低温凍結冷媒と雪氷による氷点下 

貯蔵庫」の利用について，民間が中心となり共同研究が進められている。こ 

こでは、水産物や野菜、生ハム等の貯蔵試験が行われている。 

左上：わが国最大級の太陽光発電施設 右上：わが国最大級の風力発電施設群 

左下：風から得られた水素エネルギー 右下：風から得られた水素エネルギー 

を利用したエコ足湯 による燃料電池設備 

稚内市で取組みが進む新エネルギー
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2)タクシー利用者向けモデルコース 

タクシー利用の場合は、タクシー業界の協力のもと時間による料金の設定と 

し、各所要時間で移動可能なモデルコースを設定することになる。さらに、タ 

クシー運転手が、稚内観光マイスターを取得し、稚内の歴史・文化や各観光ポ 

イントの由来、特産物などを進んでガイドできることが観光客により楽しんで 

もらう上で重要である。 

3)徒歩による散策モデルコース 

徒歩による散策モデルコースには大きく２つの考え方がある。 

① 特に移動手段を有していない観光客や車等の交通手段を有している観光 

客でも市内をゆっくり散策してもらうためのモデルコースの設定 

② 自家用車等の交通手段を有している観光客に対して、各観光ポイントで 

の自然探索コース等の散策モデルコースの設定 

具体的には、自然探索のほかに、食べ歩き、歴史探訪、写真ポイント紹介な 

どの散策メニューが考えられる。 

■徒歩による散策モデルコースの設定の考え方 

コース設定 内 容 

市内散策コース 稚内市内をゆっくり徒歩にて散策できるコースを設定する。具体的に 

は、稚内公園の散策や中央地区の散策があげられる。 

稚内公園では、開基百年記念塔、各記念碑、短歌の道の散策コース。中 

央地区では、北防波堤ドーム、フェリー埠頭、稚内駅、（最北の自然と歴 

史歩み館（仮称））、稚内副港市場、歴史的建造物、アーケード街、お寺、 

等の散策のほか、 飲食店食べ歩きなどを組み込んだコース設定が考えられ 

る。 

各観光ポイントでの 

散策コース 

自家用車等での移動の場合、ともすれば通過のみの場合や、展望台等の特 

定施設のみの立ち寄りに留まる場合が少なくない。しかし、例えば、宗谷 

岬においては、宗谷丘陵フットパスが整備されているなど、徒歩による散 

策を行うことによって、より充実した観光を行える箇所が少なくない。こ 

うした各観光ポイントにおける散策コースを設定することが必要である。 

宗谷丘陵フットパスコースとコース案内
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4)乗り合いバスツアー 

乗り合いバスツアーとは、特に移動手段を有していない宿泊客やＪＲ利用客、 

航空機利用客などを対象に、１台のバス（マイクロバス等）にて各宿泊施設等 

を巡回し、一定の所要時間にて稚内の主要観光ポイントをガイド付きで巡ると 

いうものである。代表的な事例としては、知床において実施されている「知床 

オプショナルツアーズ」があげられる。 

知床オプショナルツアーズの概要 

コース設定 内 容 

知床オプショナルツ 

アーズの概要 

知床の自然を自家用車で回るだけではわからない部分をガイドを通じて 

観察、探索、体験することにより、新たな知見を深め、観光客に知床の実 

態を知ってもらうためのツアーが企画、実施されている。 

具体的には、宿泊施設を通じて予め参加希望のツアーを予約し、10人乗 

りのマイクロバスにて各宿泊施設を巡回し、乗り合い方式によってツアー 

が形成されている。 

主なオプショナルツ 

アー 

・ 冬の知床一日ツアー：流氷、オジロワシ観察、スノーシューイング 

・ フレペの滝スノーシューハイキング：西洋かんじきによる半日散策 

・ オジロワシ・オオワシ観察：所要時間１時間半程度 

・ 知床五湖スノーハイキング：歩くスキーによる１日散策 

・ 夜の動物ウオッチング（夏季）：エゾシカやキタキツネなどの夜行性動 

物の観察（２時間程度） 

5)その他モデルコース 

稚内を散策するその他の形態として、自転車がある。貸し自転車等で気軽に 

散策できるモデルコースを設定する。具体的には、自転車や徒歩での散策が楽 

しめる大沼１周散策路の整備を図るほか、稚内駅～フェリー～副港市場等の市 

内動線を勘案したルートの設定とそれらの自転車道の整備を図る。 

特に大沼１周散策路の整備にあたっては、自然環境の保全という観点から、 

動植物等の生態調査を実施し、環境への影響がないよう配慮する。 

②周遊探索モデルコースの情報提供を充実させる 

稚内観光の周遊探索モデルコースを、より多くの観光客に知ってもらうこと 

が必要であることから、各種パンフレットを作成し、インターネット情報等に 

より積極的な情報発信を行う。 

また、特に市内徒歩散策コースについては、稚内まちなかマップや食べ歩き 

マップを作成し、特定の交通機関を有しない観光客やビジネス客、外国人観光 

客にも十分に楽しめるためのメニューを提供することが必要である。
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（施策４）新たな魅力あるイベントをつくる 

①主要イベントの概要 

稚内で開催されているイベントに関する事前情報の充実を図るとともに、個 

人客や外国人観光客が自由に参加できるための仕組みの見直しを図る。 

稚内における主要イベント等の概要（経年的に開催されているイベント等） 

月 イベントの名称 内 容 

１ 初日の出 inてっぺん 元旦に宗谷岬にて開催されるイベント。 花火の打ち上げや、 

かがり火、日本最北端到着証明書や記念品をプレゼント 

２ 南極ハイランド 

宗谷ふれあい公園スノーラ 

ンド 

２月から３月上旬までの長期間にわたり開催されるイベン 

ト。 

氷のすべり台の設置、チュービング・犬ぞり・馬そり・ス 

ノーモービルなどの体験メニュー 

（平成 22年度からは、 稚内港北埠頭及び道立宗谷ふれあい 

公園の 2箇所に分割） 

JAPAN CUP 全国犬ぞり稚 

内大会 

「南極物語」に出演したタロとジロが稚内市に贈られたこ 

とがきっかけで、開催されるようになったイベント。道内 

外からの参加者が集う国内最大級の犬ぞり大会。 

８ 稚内みなと南極まつり 南極観測で活躍したタロ、ジロの生まれ故郷であること、 

犬ぞりの訓練地であったことなど、南極との関わりを由来 

とした夏祭り。北海てっぺん踊り・花火大会・各種イベン 

ト開催等 

稚内観光物産まつり 稚内みなと南極まつりと同日に開催される物産展 

９ 日本海ＶＳオホーツク海グ 

ルメバトル 

日本海とオホーツク海に挟まれた稚内ならではの、カニ・ 

サケ・ホタテ・イカ・タコなどの秋の味覚を満載した、500 

人用大鍋２基による夢のバトルを開催。「炉端焼き」も併設 

され人気はうなぎ上り。 

上記のほか、稚内市開基百年記念塔内北方記念館では、間宮林蔵に関する資料も展示されてい 

る。



52 

②既存イベントの現状及び今後の対応方向 

稚内で開催されているイベントに関する事前情報の充実を図るとともに、個 

人客や外国人観光客が自由に参加できるための仕組みの見直しを図る。 

＜初日の出 in てっぺん＞ 

＜南極ハイランド＞ 

事　業　名 

事業年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 

観客数（人） 1,400 1,000 900 900 1,100 

＜現在の実施内容・状況＞ 

＜今後の方向性＞ 

初日の出インてっぺん 

・日本最北端宗谷岬の「初日の出」を楽しみに、毎年、多くの観光客が訪れており、稚内で１月最大のイベントとして定着している。 

・観光客の評価も高く、寒さに満足、日本最北端に立つことも満足で、イベント企画内容も好評。 

・積極的なＰＲ、広報活動と情報提供を図る。 

・Ｈ22　日本最北端で初日の出を見るツアー企画　８本 

・かがり火・花火・最北端到達証明書・干支キーホルダープレゼント 

・花火のあとの待ち時間に、温かい飲み物のサービスなどの企画も必要。 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

観客数（人） 26,822 27,567 22,190 16,106 16,297 

南極ハイランド 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・Ｈ20まで稚内空港公園にて開催 

・Ｈ21～宗谷ふれあい公園（観光客）、稚内港北埠頭（市民）の２場所に機能分け。 

・稚内空港公園では交通アクセスの不便さがあり、ほとんどが団体バスによる団体旅行客の観光メニューであったが、今後は、個人旅 
行客も気軽に行ける状況をつくる。 

・宗谷ふれあい公園の屋内施設を利用しながら冬の体験観光を満喫できるため、機能性と快適性が向上し、天候悪化の時もくつろぎの 
時間をつくる事ができる。 

・街中での雪公園の開設は、市民の利便性の向上とともに子供たちに活動の場を与え、今後は、北防波堤ドームを使った市民イベント 
との連携で、観光客の憩いの場を創出する。
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＜JAPAN CUP 全国犬ぞり稚内大会＞ 

＜抜海漁港ゴマフアザラシ観測＞ 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 
観客数（人） 16,400 15,700 15,000 10,000 9,000 

ＪＡＰＡＭ　ＣＵＰ　全国犬ぞり稚内大会 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・南極観測犬タロ・ジロの生誕地であり、第１回南極観測犬訓練基地でもある稚内にとって、全国に名を馳せ毎年開催している全国規 
模の大会である。 

・「わが家の犬自慢コンテスト」など市民参加も盛込んだ全市的イベント 

・稚内空港公園は平坦性に富んでいながら、なだらかな曲線形状もあり、コース設定が好評であることから今後もバラエティに富んだ 
設定を図る。 

・犬ぞりレースはめずらしく市民の関心も高いため、子供連れの観客がレースを楽しんでいる。観光客と市民一体型の冬季イベントと 
して位置づける。 

・全国各地からマッシャーが集結する愛犬者注目の大会である 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

利用客（人） 4,996 7,313 9,803 12,292 9,499 

抜海漁港ゴマフアザラシ観測 

・現地におけるアザラシの漁業被害は深刻なものであり関係者とその対策を協議している。 

・稚内で常時、唯一、野生の動物の姿を目の当たりに見ることのできる、自然観光体験の場である。 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・アザラシの頭数が増え、現在、最大700頭に上る。 

・観察ポイントまでの交通アクセス（バス）に対するニーズがある（旭川市民等）ことから、地域関係者との協議により対応方向を検討する。 

・現地住民と協働を図り、当該地域に対してプラスの観光資源となるよう、観光との共生を図る。
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＜大沼野鳥観察＞ 

＜稚内みなと南極まつり＞ 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

利用客（人） 88,244 67,476 68,551 47,921 49,675 

＜現在の実施内容・状況＞ 

大沼野鳥観察 

＜今後の方向性＞ 

・平成18年度より指定管理者で運営している 

・近年、環境や生態系の変化が問われるなか、餌付けでの飛来の可否も問われている。 

・現在、指定管理者交代を機会に餌の量の調整を図りながら白鳥の飛来状況の観察を行っているが、さらに水草の生育状況等の調査研 
究を含めた対応を検討していく。 

・大沼の白鳥は稚内観光資源の一つに位置づけられている 

事　業　名 

事業年度 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 

観客数（人） 53,272 53,949 54,044 47,226 43,083 

＜今後の方向性＞ 

＜現在の実施内容・状況＞ 

・昔の「南極踊り」の復活を望む声も多い 

・数多い検討を重ねながら平成７年に、現在の「北海てっぺん踊り」に移行したが、市民参加数がなかなか伸びない状況である。 

稚内みなと南極まつり 

・｢祭り」は本来、自らが参加し楽しむものであり、市民参加の手法を検討することと、工夫をもって「祭り」本来の意義を創出しな 
ければならない。 

・また、「祭り」は故郷を想うものであり、昔懐かしい「南極踊り」復活の声も大事であるため、その手法を模索し、市民が一体と 
なった踊りの場を創出する。 

・「南極踊り」から「北海てっぺん踊り」に移行し、明るく楽しい踊りの場となっている。



55 

事　業　名 

事業年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 

観客数（人） 3,808 6,440 13,680 

・開催内容、食の内容とも大好評であり、今後も有力な魅力あるイベントとして国内外に積極的なＰＲを行うとともに、内容のさらなる向 

上を図る。 

＜今後の方向性＞ 

稚内観光協会青年部主催の当イベントは、参加者が年々増加している。 

最北の魅力を「食」で魅せるこのイベントは、市民・観光客一体型の秋最大のイベントである。 

日本海ＶＳオホーツク海グルメバトル事業 

＜現在の実施内容・状況＞ 

＜日本海ＶＳオホーツク海グルメバトル事業＞
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③新たなイベントの創出 

1)宗谷丘陵雪上車ツアー 

宗谷丘陵は約１万年前に終った最後の氷河期で形成された独特の地形を有し 

ており、2004 年に北海道遺産に選定されている。夏季には、車や徒歩（宗谷丘 

陵フットパス）によりその雄大な眺望を堪能することができるが、冬季はその 

地形資源を活用してはいない。 

このため、北米、カナダ等で実施されている雪上車による探索ツアーを実施 

することが、稚内において冬季の観光振興において有効と考えられる。 

周氷河地形の宗谷丘陵 

出展：阪急交通社ホームページより引用 

宗谷丘陵における雪上車ツアーのイメージ 

2)大沼スノーアタック 

大沼は白鳥が飛来することで、稚内観光の重要な立ち寄りポイントのひとつ 

である。白鳥が飛来する時期は、10 月～11 月及び 3 月～5 月である。厳寒期の
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大沼は沼一面が凍結し、あたかも広大な氷の平原が広がる景観を呈する。 

大沼の大自然とのふれあいと冬季観光客の楽しみのアイテムとして、大沼氷 

上に１周約３㎞の氷上自動車トライアルコースを設置し、冬季の新たな魅力あ 

るイベントのひとつに加える。 

特に、こうした厳寒、氷雪に触れるという体験は海外からの観光客にとって 

も大きな魅力となっている。 

氷上自動車体験イメージ 

3)冬季ロングランイベントの企画 

稚内を訪れる観光客の多くは、稚内の最北の自然、景観を目的として訪れて 

いる。しかし、稚内の観光入込客数は、6 月～9 月が主で特に冬季は激減してい 

る。

このため、稚内観光の通年化を図ることを目的として、特に冬季を中心とし 

たロングランイベントを企画することが必要である。 

このような観点で平成 21 年度には、全国からイベントを公募しており、この 

全国公募した企画の実現を図る。 

４）サハリン館復活事業 

平成 12 年度～16 年度にかけて、「日ロ友好最先端都市」である稚内市からサ 

ハリンの文化・生活を発信するとともに、 国境のまちを肌で感じてもらおうと、 

稚内冬季観光振興実行委員会が主催となり企画、実行したが、冬季における魅 

力創出の場として、過去のイベントのなかでも最大の効果を奏している。 

このため、観光客にサハリン文化との交流の場を提供するという観点からも、 

あらためて稚内の地に、その事業を復活させることが有効である。 

内容は、ロシア舞踊・アンサンブルの公演・ロシア料理・飲み物販売・民芸 

品販売・宗谷物産の炭火焼等を提供する。
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過去の実績・事業効果 

年 度 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 

利用客（人） 12,421 15,861 13,880 8,401 7,425 

（効果）ロシア民族衣装をまとい奏でる演奏は、ロシア文化に触れ、異国情緒に浸るとともに「国 

境のまち」稚内の立地特性や環境を肌で感じ、理解できる事業として、観光客にも市民 

にも好評だった。 

５）（稚内自然、景観フォトラリー）（稚内歴史、文化発見フォトラリー） 

観光客が感動した稚内の自然や景観を題材とした写真展の開催、表彰制度を 

設けることにより、稚内を訪れる観光客の楽しみのメニューが増加するととも 

に、新たな観光資源の発掘への展開が期待される（稚内自然、景観フォトラリ 

ー）。 

また、自然、景観だけでなく、市民では気がつかない生活習慣や建物構造な 

どを観光客に発見してもらうという観点から、稚内の歴史、生活、文化を題材 

とした写真コンテスト等の開催も魅力あるイベントとして考えられる（稚内歴 

史、文化発見フォトラリー）。 

６）その他：最北端究極フルフルマラソン 

稚内の観光ポイントを中継地点として、「山アリ谷アリ」の稚内に地形に苦し 

みながら、利尻富士の見える壮大な海の風を感じ、オール稚内の自然体験型の 

究極の最北端マラソンを開催し、稚内の自然を満喫してもらい、最北の空気を 

味わい、稚内の地を自らの体をもって体感してもらう。 

コース）Ａ：宗谷岬「最北端の地の碑」（スタート）～宗谷丘陵～清浜～大沼 

Ｂ：Ａ⇒ミルクロード～勇知～こおほねの家 

Ｃ：Ｂ⇒抜海～坂の下～ノシャップ岬（フィニッシュ）
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（施策５）観光情報基盤を整備する 

①事前情報基盤の整備 

これから観光をしようとする人に、稚内を観光目的地として選択してもらう 

ためには、稚内の魅力が事前に伝わっていることが必要である。 

このために、受動的な情報の伝達が可能なテレビ、ラジオ、新聞等のマスメ 

ディアの活用を継続的に実施するほか、能動的に雑誌やインターネット等で情 

報を得ようとする人が、欲しい情報が得られるように情報内容の整備・充実を 

図る。 

1)マスメディアの有効活用 

テレビやラジオ等のメディアや国内全国紙、地方紙を積極的に活用し、稚内 

観光のアピールに努める。 

また、稚内の FM わっぴ～（コミュニティラジオ）を活用し、道内外の FM 
局との連携による PR 活動を推進する。 

2)雑誌の掲載内容の充実 

稚内の観光情報を掲載している各種旅行雑誌のうち、購読者数等を踏まえ、 

より宣伝効果の高い雑誌を対象に、稚内の主要観光ポイントや周遊モデルコー 

ス、年間イベントスケジュール等の観光情報や魅力をＰＲする内容等について 

検討し、掲載内容の充実を図る。 

3)観光ポータルサイトの構築と情報内容の充実 

稚内に関するサイトは、稚内市や稚内観光協会のホームページのほか、NPO 
や企業、個人のサイトなど様々である。 

観光行動の事前情報収集の際に、それらすべてのサイトにアクセスすること 

はほぼ不可能ではあるが、個人のサイトまでは無理でも、稚内の観光に関する 

情報の入り口としてのポータルサイトを構築し、稚内に関するサイトの集約化 

を図ることで、内容の充実化と、効果的な事前情報ツールとしての機能の充実 

を図る。また、このポータルサイトにより多くの飲食店や商店街等を含めた地 

元企業の参画を募り、情報内容の充実を図る。 

4)宿泊予約システム等双方向情報提供機能の構築 

夏季の観光シーズンの稚内の宿泊施設の多くは、個人旅行者にとって料金が 

高く、かつ予約が取りづらいのが現状である。しかし、一方では稚内を訪れる 

個人旅行客の多くは、稚内の宿泊施設の予約をインターネットで行っているこ 

とから、各宿泊施設相互の連携を強化することにより、個人客の直接予約が可 

能とする宿泊予約システムの構築を図る。 

また、宿泊予約システムだけでなく、事前の観光施設の利用やイベントへの 

参加予約等に関する問い合わせへの円滑な対応を図る仕組みを構築する。 

さらに、外国人観光客の誘致活動に伴う旅行者の増加に対応した、外国人観 

光客の宿泊予約システムの構築に向けたニーズ調査と、運用に関する検討を進 

める。
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5) 稚内観光に関するＰＲ、広報の推進 

稚内観光を道内外にこれまで以上にＰＲ、広報を強力に進めていくために、 

官民による「稚内観光誘致宣伝事業推進協議会」を設立し、これまでの、宣伝 

広告の手法と内容、効果について検証し、効果的な宣伝手法について検討する 

とともに、以下の活動を実施していく。 

・道内広告宣伝活動の強化 

北海道や札幌市、旭川市等の行政機関やマスコミ、住民等を対象にキャラバ 

ン隊を派遣し、 稚内観光のＰＲを実施するとともに、 修学旅行の誘致に努める。 

・道外広告宣伝活動の強化 

稚内との直行便が就航する東京、名古屋、関西を中心に観光キャラバン隊を 

派遣し、稚内観光のＰＲを実施するとともに、修学旅行の誘致に努める。 

・海外広告宣伝活動の強化 

台湾や香港等のアジア諸国を対象にこれまで実施してきた現地プロモーショ 

ンを継続的に実施する。 

また、ロシアからの観光客誘致に向け、サハリン航路の積極的ＰＲを実施す 

る。 

・事業・イベント事前情報の提供 

観光関連事業の実施、イベントの開催にあたっては、事前にマスコミ、イン 

ターネット等の情報ツールを活用し、事前情報を提供するとともに、開催後の 

結果報告を随時行う。 

②着地観光・サポート情報提供機能の改善 

稚内を訪れた観光客に対する意識調査においては、稚内の見所に関する情報 

の少なさや、観光案内板や看板の情報内容に対する不満が指摘されている。こ 

のため、稚内に訪れた観光客が稚内の見所、歴史、文化等に関する情報を得る 

ことができ、かつ、地元と観光客とのコミュニケーションの場となるような「最 

北の自然と歴史歩み館（仮称）」の整備を図るとともに、以下にあげる各種提供 

ツールの整備、充実を図る。 

1) 観光 Wi-Fi（観光・地域情報）の整備 

稚内を訪れた観光客がその日の立ち寄り場所、食事場所、土産購入場所など 

を、その場で簡単に調べられるための情報提供機能を整備することが必要であ 

ることから、観光 Wi-Fi（観光・地域情報）の整備を図る。 

観光客に対するアンケート調査結果でも明らかなように、この観光 Wi-Fi に 

対するニーズが高い状況が把握されているとともに、外国人観光客においても 

すでに無線ＬＡＮが使用可能な携帯機器を携帯し、インターネット情報が重要 

な情報源になっていることも明らかとなっている。 

2)稚内観光ポータルサイトの構築（再掲） 

稚内を訪れた観光客の欲しい情報がより的確に提供可能とするために、稚内
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の観光関連サイトや飲食店、商店街等の企業関連サイトを集約させたポータル 

サイトを構築するとともに、より充実した内容とするために地元企業への参画 

促進に努める。 

3)地元コミュニティ雑誌の発行の検討 
Wi­Fi を活用するためのモバイル通信機器をもたない観光客が、 地元情報を入 

手可能とするために、観光関連情報やイベント情報、グルメ情報を掲載した地 

元コミュニティ雑誌の発行についての検討を進める。 

4)観光パンフレットの充実 

観光パンフレットは、稚内を訪れた観光客の観光行動の重要な情報ツールの 

ひとつである。しかし、観光客からの聴き取りにおいては、比較的評価は高か 

ったが、パンフレットに記載されているイラストマップでは行きたい所がわか 

り辛いとの指摘が比較的多かったことや、特産品や見所情報の少なさ等の指摘 

も散見されたことから、現在発行されているパンフレットの見直しを図るとと 

もに、観光客のニーズに沿った内容への改善を図る。 

また、外国人観光客にも同様の情報を提供していくことが必要であることか 

ら外国人観光客向けパンフレットの充実を図る。 

「誘致型」「着地型」の内容を精査し、「誘致型」については稚内の魅力を伝 

え、「着地型」についてはマップに重点を置き、来た人々が情報を得ながら自分 

の足で「観光」できるパンフレットにする。 

5) 案内板、看板機能の整備充実 

稚内を訪れる個人観光客の多くが自家用車、レンタカー、バイクの利用者で 

ある。観光客に対するアンケート調査において、こうした観光客から観光ポイ 

ントに設置されている看板に対する情報のわかりにくさや案内板の少なさが指 

摘されている。 

また、観光ポイントに設置されている情報内容が古い情報のままのものも見 

られている。 

このため、道路案内板の適正配置や観光案内看板の情報内容の改善を図るこ 

とが必要である。 

特に、市内幹線道路（国道・道道・主市道）からの誘導案内板については、 

官が一体となった取組が重要になる。 

古い情報等によりわかりずらい看板例
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正確でわかりやすい看板例 

正確でわかりやすい看板例 

周辺景観にマッチした看板例 

（施策６）広域連携の推進を図る 

①道北地域一体となった多様な観光の場をつくる 

稚内の観光を推進していくためには、稚内観光の魅力の向上を図ることはも 

とより、利尻島・礼文島地域との連携、サロベツ原野が広がる豊富町、幌延町、 

オホーツク海に面した猿払町との連携を図り、道内外での広報・宣伝活動やパ 

ンフレット等を活用したＰＲを実施する。 

また、各地域で個別に展開されているフットパス事業等の広域的な共同イベ 

ント化を図るなども効果的である。このように、有機的な広域連携を図ること 

により、多様な観光の場づくりに努める。 

②長距離移動の楽しみを増やす 

札幌、旭川、網走方面から稚内までの移動客が多い反面、移動に係る時間距 

離が観光客の行動制約ともなっている。こうした観光客に対して稚内までの楽 

しめる移動イメージをもってもらうための情報を構築し、発信する。 

このためには、「札幌からオロロンラインを通って稚内へ」、「旭川から国道 40 

号を通って稚内へ」、「網走からオホーツクラインを通って稚内へ」を誘発する 

ために、各コースを通って稚内までの移動途中の立ち寄り場所、見所等を紹介 

するなどの工夫を図る。
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（施策７）ホスピタリティの向上を図る 

①市民レベルでの観光を推進する 

各種の観光関連事業を円滑に推進していくためには、広く市民のコンセンサ 

スを得ることが不可欠である。また、こうした市民の理解のもと市民レベルで 

温かく観光客を迎えるという体制を構築することが重要となる。このためには、 

市民を対象とした稚内観光役割や意義等についての普及啓発を図ることが必要 

であることから、広報誌による周知をはじめ市民セミナー等を継続的に開催す 

ることが必要である。 

②接客サービスの向上と観光マイスター制度の推進 

観光客を温かく迎えるためには、観光客が気持ちよく宿泊できるよう宿泊施 

設の更新を推進するほか、観光客が利用する宿泊施設や飲食店、土産店、タク 

シーなどでのきめ細かな応対とサービスが不可欠である。 

また、観光案内窓口以外のこうした利用施設等において観光客が稚内の観光 

情報やグルメ情報などの問い合わせをする場面も少なくない。 

このように場面で適切な情報を提供できることが、サービスの向上に繋がる 

とともに、観光客の満足度をより高めることとなる。 

このため、こうしたホスピタリティの向上に向けた観光関連事業者を対象と 

した講習会を開催するほか、観光マイスターの取得を幅広く推進していく。 

③稚内観光案内専門ガイドの育成 

観光客に稚内をより知ってもらうためには、稚内の植物や動物の名称や地形 

特性等の自然情報、釣り場情報、体験農業・体験漁業における体験内容などを 

適切に伝えるためのガイドの育成を図ることが必要であることから、ガイドの 

役割、育成手法等についての検討を進める。 

④外国人に対する接客サービスの向上 

稚内には台湾、香港、ロシア等の海外からの観光客が毎年 6,000 人～7,000 人 

訪れる。こうした外国人観光客に対する接客における言葉の障害を軽減するた 

めに外国人指先会話集の使用講習会などを継続的に開催し、接客サービスの向 

上を図ることが必要である。
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＜事業内容＞ 訪れる人々に満喫してもらう観光行動の場をつくるための事業 

（１）～（７）の具体的事業内容は、以下のとおりである。 

・ 「最北の自然と歴史歩み館」整備事業（新規） 

稚内観光の中核施設として、稚内の観光情報や自然、景観、生活、文化、歴史等に関 

する情報提供機能を有するとともに、樺太（サハリン）や東アジアとの歴史を知ること 

のできる情報施設を整備する。 

・ 既存観光施設の更新計画の策定（新規） 

既存施設があるが、施設の老朽化が進む既存施設の更新計画を策定する。 

・ 観光資源の見直し、発掘事業（新規） 

既存観光ポイントの周辺景観等の見直しを行うとともに、 市民からの公募等により稚 

内の新たな自然、景観、歴史、文化資源の発掘を行う。 

・ 歴史的建造物再建ビジョン策定（新規） 

稚内に残る歴史的建造物の管理・活用・再建について今後のビジョンをまとめる。 

・ 太陽光発電を活用した「新エネルギー村」創出事業（新規） 
NEDO の実証試験設備として設置されているわが国最大級の太陽光発電施設の実証 

試験終了後の有効活用方策として、現在、別途試験が進められている水素生成技術に太 

陽光発電施設で得られる電力を利用することで地場産業の振興を図るとともに、 こうし 

た先導的な取組みは、 稚内市の地域特性を活かした新たな観光資源として期待されるこ 

とから、「新エネルギー村」の創出に向けた検討を行う。 

・ 「わっかない料理」開発、掘り起こし促進事業（継続） 

「稚内・食の委員会」の継続的活動を推進することで市民サークルにおける「食」の 

研究や、地元独自の食べ方や料理等の紹介、さらなる「新メニュー」の発掘を進める。 

・ 地場産品・特産品の開発・普及促進事業（新規） 

稚内の食メニューである「たこしゃぶ」、「稚内牛乳」、「宗谷牛」、「稚内ネオすり身」 

「おおなご」のほか、稚内漁組の「銀杏草」、宗谷漁組の「モズク」等の地場産品・土 

産物の開発・普及を積極的に推進する。 

・ 稚内観光周遊モデルコース策定事業（新規） 

より多くの観光客に、 より多くの観光ポイントに立ち寄ってもらうために、 自家用車、 

レンタカー、バイク利用者向けモデルコース、タクシー利用者向けモデルコース、徒歩 

による稚内散策モデルコース、乗り合いバスツアーなどのモデルコースを策定する。 

・ 稚内まちなかマップ製作事業（新規） 

稚内へ来て気ままなまち歩きや個人体験観光など一人旅を満喫できるフリーマップ 

を作成する。 

自然探索体験マップ（稚内の自然を満喫マップ） 

食べ歩きマップ（最北の食の満足マップ） 

歴史探訪マップ（有名人の歩いた足跡紹介） 

ビューポイントフォトマップ（利尻山景観等絶好のビューポイント紹介）
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・ 大沼１周散策路整備事業（宗谷ふれいあい公園との連携促進）（新規） 

動植物等の自然環境に配慮し、広大な沼面の水辺散策と野鳥観察を目的に自然を満喫 

できる憩いの場を創出するとともに、近接する宗谷ふれあい公園との一体的整備を行 

い、冬季イベントを含めた観光客の通年利用を図る。 

・ 既存イベント見直し、点検事業（新規） 

既存イベントのＰＲのあり方、観光客の参加システムのあり方などの見直し、点検を 

行う。 

・ 宗谷丘陵雪上車探検事業（新規） 

新たな冬季イベントとして、 広大な冬の宗谷丘陵を周氷河地形を堪能しながら隣国サ 

ハリンと秀峰利尻富士を観光するイベントを企画、実施する。 

・ 大沼スノーアタック事業（新規） 

大沼が凍結する厳寒期に自動車による氷上走行トライアルを体験できるコースを設 

置する。 

・ 冬季ロングランイベントの企画策定事業（継続） 

平成 21 年度に全国から公募したイベントを実施していく。さらに、公募案件を中心 

に冬季の観光振興策として新たな冬季のロングランイベントについて企画検討を行う。 

・ サハリン館復活事業（新規） 

過去に開催され、市民及び観光客から人気を博した「サハリン館」の復活を検討し、 

現在の副港市場を利用した「国境のまち」を創出する。 

・ ＦＭコミュニティラジオの全国ネットワーク連携事業（新規） 

情報媒体に地域コミュニティラジオを利用することで地域に密着した稚内観光をＰ 

Ｒする。 

・ ＷｉＦｉシステム構築事業（新規） 

ＷｉＦｉシステムを構築し各観光ポイントでの情報収集システムを構築する。 

・ 稚内情報発信基地整備事業（新規） 

稚内地域情報センターを設置しポータルサイトで各情報を集約・発信するシステムを 

構築する。 

・ 宿泊施設受入情報基盤整備事業（新規） 

宿泊情報ネット基盤及び受入施設の情報基盤を整備する。 

・ 外国人稚内観光誘致システム（インターネット）構築事業 

外国人がインターネットを利用し地域情報を得れやすい環境を構築する。 

・ 国内・国外広告宣伝推進事業（継続、再掲） 

稚内市の今までの広告宣伝実施内容の検討と役割分担及び有効な広告宣伝戦略を実 

施する。 

・ 稚内観光誘致宣伝事業推進協議会の設立（新規） 

稚内観光を道内外にこれまで以上にＰＲ、広報を強力に進めていくために、官民によ 

る稚内観光誘致宣伝事業推進協議会を設立する。
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・ 年間行事カレンダー作成事業（稚内市すべての行事） （新規） 

行政関連事業だけではなく民間行事も全て組み入れた稚内市全体の行事カレンダー 

を作成する。 

・ 道外飲食店ふるさと大使創出事業（新規） 

稚内出身の道外飲食店経営者を「稚内ふるさと大使」に任命し、観光振興を図る。 

・ 地元コミュニティ雑誌の発行の検討（新規） 

地元情報や観光関連情報、イベント情報、グルメ情報を掲載した地元コミュニティ雑 

誌の発行についての検討を進める。 

・ 稚内観光パンフレット・ガイドブックの見直し（新規） 

稚内観光パンフレット・ガイドブックの見直しと製作 

・ 観光案内板・説明板整備事業（一部継続） 

市内幹線道路（市道、道道、国道）からの観光ポイントまでの円滑な誘導を図るため 

に、わかりやすい案内板、看板のあり方について検討し、設置する。 

・ 体験マップ・パンフレット作成事業（日本人・外国人） （新規） 

各種イベントや農漁業等の稚内で体験できるメニューを掲載した体験マップを作成 

する。 

・ 稚内市内フットパス整備及びロングトレイル基盤整備事業（新規） 

今一番の観光スポットとなっている宗谷丘陵フットパス整備に取り組むとともに、 市 

内の散在するフットパスの連携及び、 周辺町との連携によるロングトレイル受入基盤を 

構築する。 

・ オロロンライン再構築事業（新規） 

観光客や外国人ドライブコースとなる札幌⇔オロロンライン⇔稚内間のオロロンラ 

インや、 旭川～士別～名寄～幌延～稚内間のルートを楽しみながらドライブができるよ 

う再構築を図る。 

・ 宿泊施設整備支援事業（新規） 

観光客に気持ちよく滞在してもらうための宿泊施設の「地上デジタル化」への対応等 

の設備更新や個人客室の改築等を推進するために融資制度等による支援を図る。 

・ 普及啓発事業 

市民を対象とした稚内観光役割や意義等についての普及啓発を図る。 

・ 観光専門ガイド育成事業（新規） 

稚内観光マイスター制度で上級を取得したメンバーにより観光専門ガイド組織を確 

立するとともに、宿泊施設従事者、土産・飲食関係者、タクシー運転等を含め、幅広い 

層での取得促進を図る。
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３．方向３：稚内観光を育てていくための推進体制を確立する 

（施策１）稚内観光を推進する中核組織を確立する 

①観光振興センター機能の確立 

観光振興センターとは、本計画を推進していく上での中核的役割を担う組織 

である。観光関連施設の整備等は行政の事業となるが、こうした行政や事業者 

間の連携を図りながら、観光中核施設の運営、企画機能、観光 Wi-Fi を中心と 

した情報収集発信機能等を担い、稚内の観光地づくりを実現していくためのソ 

フトウェア的中核機能の役割を果たしていくことが求められる。 

特に、これまで稚内観光の企画、運営において中心的役割を担ってきた稚内 

観光協会が、こうした役割を担っていくことが求められることから、地域と一 

体となった観光振興を進めていくための独立法人化のあり方等を含めた体制強 

化に関する検討が必要である。 

こうした稚内観光協会の機能拡充を含め、新たな観光振興センターとしての 

役割を担う組織化を図るための行政、既存関連団体、関連事業者等による検討 

を進める。 

なお、観光振興センターの主な役割は以下の通りである。 

・ 観光振興・PR 方針の企画 

・ 観光マーケティング調査 

・ 稚内観光のイメージ・コンセプトの検証 

・ 観光・地域データベースの作成管理 

・ 稚内観光ホームページ、ポータルページの運営管理 

・ 観光 Wi­Fi の運営管理 

・ 観光プロモーション、キャラバンの実施 

・ 地域観光活動メニュー事業ネットワークの運営 

・ 地域観光イベントの企画運営 

・ 景観・観光ポイントの定期的チェック 

・ 「最北の自然と歴史歩み館（仮称）」の運営 

・ 観光案内所の運営 

・ 地域への観光振興啓発活動 

・ 広域観光連携推進事業 

②わっか連（仮称）の構築 

わっか連（仮称）とは、各種の情報提供や、宿泊施設や飲食店等の観光関連 

施設各種イベント主催者等における様々なサービス提供を行っていく上での各 

事業者間の連携であり、観光振興センターに位置づけられる。いわば、観光振 

興センターの運営活動における中心的ネットワークとなるものである。 

このため、稚内観光の振興していく上での各種情報機能の充実、サービス機
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能の充実を図るためのネットワーク組織であるわっか連 （仮称） の構築を図る。 

・ 「わっか連」の具体的な活動方法 

観光客に提供する活動メニュー情報は観光協会、またはそれに代わる観光振 

興センターが集約し、提携している宿泊施設および観光客の立ち寄りポイント 

で情報を提供する。宿泊施設では、現在参加可能な活動メニューに関するパン 

フレットを置くと同時に、リアルタイムで宿泊客の目に付く位置に掲示する。 

パンフレットでは参加活動の詳細な内容を説明し、掲示は現在の実施中である 

ことを印象付けるため両者が必要である。 

参加申し込みが必要な活動の場合は宿泊施設で受付けられ、観光振興センタ 

ーを通して活動メニュー事業の実施者へ伝えられる仕組となる。参加場所への 

移動手段の提供を希望する参加者に対しては、現地までの送迎を無料あるいは 

格安で提供する。こうした仕組みは、観光協会と各宿泊施設とがネットワーク 

的な連携で実施される。 

現在、稚内では宗谷丘陵でのフットパスをうたっているが、このような仕組 

がない。早急に「わっか連（仮称）」を構築し、フットパスや宗谷ふれあい公園 

での活動、また宗谷丘陵雪上車踏破などさまざま活動に対して実施すべきであ 

る。 

観光振興センターの役割と「わっか連」の位置づけ（再掲） 
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（施策２）市民参加型の観光振興を図る 

稚内観光の振興を図っていくためには、地域一体となった取組みが不可欠で 

あり、市民自らが手づくりで育てていくことが重要である。 

このため、稚内の観光資源の見直しや新たな観光資源の発掘など市民が参加 

する形で推進していくものとし、さらに、市民を対象にした講演会や学習会を 

繰り返し実施することで個人旅行者の大切さを理解するとともに、観光の心理 

を理解する感性の醸成を図る。 

（施策３）広域連携体制の確立 

稚内観光の振興を図るためには、稚内市を含む道北地域の市町村や稚内観光 

協会、宗谷観光連盟、宗谷シーニックバイウェイ、稚内利尻礼文サロベツ観光 

振興協議会、あさひかわ観光誘致宣伝協議会との連携を図っていくことが必要 

である。 

宗谷支庁管内の政治、経済、文化の中心である稚内が、宗谷の観光のリーダ 

ーとしての役割を担い、稚内観光を振興することで、相乗的な効果を周辺町に 

もたらすという意義に加え、札幌や旭川、網走・北見と稚内間の観光客の移動 

における楽しみを広域連携によって提供するという意義、さらには、これまで 

取り組んできているように旭川・上川に訪れる外国人観光客の誘致促進などの 

意義がある。 

このため、こうした広域連携の役割を踏まえ、具体的な広域連携事業を創出 

するなどの有機的な取組みを検討し、実施していく。 

（施策４）交通基盤整備の推進 

稚内は、道外からは東京、関西、名古屋と直行便が就航しているほか、道内 

はで札幌から約 320km、 網走から約 320km、 旭川から約 250km の位置にあり、 

さらにサハリンのコルサコフ間がフェリーで結ばれている。 

稚内空港までの直行便で直接稚内に来る観光客以外は、札幌、旭川、網走等 

を経由して稚内に来ることになるが、その場合には、札幌、網走からは 5 時間 

から 6 時間、旭川からでも 4 時間から 5 時間を要することになる。
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稚内までの主要交通機関 

主要都市 稚内間の交通機関 所要時間 

サハリン フェリー（稚内－コルサコフ） 約 5時間 30分 

東京 航空機（羽田－稚内） 約 1時間 55分 

名古屋 航空機（中部国際空港－稚内） 約 2時間 

大阪 航空機（関西国際空港－稚内） 約 2時間 

札幌 

航空機（新千歳-稚内） 約 50分 

鉄道（札幌-稚内） 約 5時間 

長距離バス（札幌-稚内） 約 6時間 

自家用車（オロロンライン） 約 315km（約 6時間） 

自家用車（深川－留萌経由） 約 330km（約 5時間 30分） 

旭川 

鉄道 約 3時間 35分 

長距離バス（旭川－稚内） 約４時間 40分 

自家用車（国道 40号） 約 250km（約 4時間 50分） 

網走 自家用車 約 320km（約 5時間 45分） 

稚内までの交通アクセス 

稚内市 

網走市 

旭川市 

札幌市 

留萌市 

紋別市 
国道 40 号 

深川留萌道 

道央自動車 

国道 232号 

国道 238号 

JR 函館本線 

JR 宗谷本線 

士別市 

名寄市 

サハリン 

（コルサコフ） 

航空機 

羽田－稚内：（通年運航） 

中部国際－稚内：6～8 月まで日 1 便 

関西国際－稚内 6～9 月まで日 1 便 

新千歳－稚内： （通年運航） 

ﾌｪﾘｰ
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稚内観光の振興に向けた各交通機関別の整備方向は以下のとおりである。 

①航空 

稚内までの交通アクセスのうち航空機に関しては、冬季の欠航率の低減に向 

け 2000ｍから 2200ｍまで滑走路延長事業を実施し、平成 21 年 11 月に供用を 

開始している。 

東京直行便は通年で、関西便は 6 月～9 月、名古屋便は 6 月～8 月の期間のみ 

直行便が運行しているが、いずれも航空機利用者の増減が就航を維持していく 

上で不可欠である。特に、通年運行路線である東京便は 6 月から 8 月には、毎 

月 8 千人から 10 千人の利用者があるものの、 冬季には 1 千人台にまで落ち込ん 

でいることから、冬季における魅力あるロングランイベントの開催など、最北 

の魅力向上に向けた取組みはもとより、それぞれの圏域における観光ＰＲ等を 

積極的に実施することが重要である。 

一方、東アジアやロシアからの観光入込客数の拡大を目指す上では、海外か 

らのチャーター便の就航の増加を図ることが効果的であることから、このため 

の誘致活動を推進するとともに、搭乗口の確保に向けた空港の拡張等の国際空 

港機能の充実に向けた対応を図る。 

稚内空港における航路別利用者数の推移 

資料：稚内市統計書 

②道路 

道路は、札幌、旭川、網走の各方面から稚内にアクセスするための最も重要 

な交通基盤であるが、移動に要する時間距離の長さが大きな課題となっている。 

道央自動車道は、現在、士別剣淵ＩＣまで開通しており、名寄までの区間は、 

計画路線となっている。しかし、名寄－稚内の区間は予定路線のままであり、 

調査、工事等の見通しはたっていない。 
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しかし、この高速道路と平行して一般国道の自動車専用道路として国道 40 号 

のバイパス整備が進んでいる。このバイパス道路は、時間短縮効果をもたらす 

ことから、さらなる高速ネットワーク化に向けた広域連携の取組みを推進する。 

一方、長時間の自動車による移動をより楽しみながら走行できるようオロロ 

ンラインやオホーツクライン及び国道 40 号の動線上の道路標識、道の駅の整備 

を図る。 

一方、稚内観光において道路交通は重要なアクセス手段であるが、航空機や 

ＪＲ等を利用した観光客は、その行動範囲の制約を受けているのが現状である。 

このため、空港から主要観光地へのアクセスや宿泊施設間での乗り合いバスの 

運行、さらには、タクシーの活用など、多様な手段を講じる必要があることか 

ら、こうした検討を関係機関の協力のもと進めていく。 

士別－稚内間の高速道路の供用状況 

区 間 状 況 

士別剣淵－名寄 高速自動車道：基本計画路線 

名寄－稚内 高速自動車道：予定路線 

一般国道 40号名寄バイパス 16km（名寄－智恵文）供用 

一般国道 40号名寄バイパス 3km（美深－智恵文）平成 21年度供用開始 

一般国道 40号幌富バイパス 11km（幌延－豊富サロベツ）平成 21 年度供用開始 

一般国道 40号豊富バイパス 16km（豊富サロベツ－豊富北）平成 16年供用 

一般国道40号音威子府バイパス 19km（音威子府－中川町）建設中開通未定 

③鉄道 

利尻・礼文観光を行う観光客にとっては、利尻・礼文から稚内に戻った場合 

も、稚内から利尻・礼文に向かう場合も、いずれも、フェリーの発着時間と札 

幌や旭川方面のＪＲの発着時間との調整がなされていないため、ＪＲを利用し 

ての利尻礼文観光がしづらい状況にある。 

このため、鉄道とフェリー、さらには航空機のタイムスケジュールの調整に 

向けた検討を各関係機関の協力の下行う。 

④フェリー 

稚内を発着するフェリー航路は、利尻・礼文航路とサハリン航路である。 

稚内観光における利尻・礼文観光はこれまでも重要な観光ルートのひとつで 

あり、今後とも一体となった観光振興を図る必要がある。 

一方、サハリン航路に関しては、日本人の利用者数が平成 17 年度以降減少基 

調にあることに対して、ロシア人利用者数は平成 19 年度で便数が減少したため 

に減少に転じたものの平成 19 年度までは一貫した増加基調にある。しかし、利
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用者数の拡大が本航路の維持持続にとって重要であることから、今後とも、国 

内外に対するサハリン航路のＰＲを積極的に実施し、利用者の確保に向けた取 

組みに努める。 

利尻・礼文航路運賃体系 

サハリン航路運賃体系 

（旅客運賃：片道（円）） 

等級 稚内～利尻島（鴛泊） 稚内～礼文島（香深） 
利尻島(鴛泊・沓形)～ 

礼文島（香深） 

1等ラウンジ(座席指定) 3,980 4,400 1,520 

1等和室・椅子席 3,460 3,880 1,310 

2等 1,980 2,200    780 

（車両運賃：片道（円）） 

車輌の長さ 稚内～ 稚内～ 利尻島(鴛泊・沓形) 

(幅2.5mまで) 利尻島（鴛泊） 礼文島（香深） ～礼文島（香深） 

3m未満 9,990 11,350 3,980 

4m未満 13,030 14,820 4,940 

5m未満 16,500 18,700 5,990 
6m未満 20,500 23,220 7,460 

7m未満 24,480 27,740 8,940 

8m未満 28,470 32,260 10,410 

9m未満 32,470 36,780 11,880 

10m未満 36,460 41,290 13,350 
11m未満 40,460 45,810 14,820 

12m未満 44,450 50,330 16,290 

12m以上は1m増すごとに 3,990 4,520 1,470 

（旅客運賃：（円）） 

往復 片道 
1等ラウンジ 49,600 34,800 
（座席指定） (24,800) (17,400) 

44,600 29,800 
(22,300) (14,900) 

39,600 24,800 
(19,800) (12,400) 

（車両運賃：（円）） 

往復 片道 
4m未満 37,000 28,000 
6m未満 45,000 34,000 

等級 
稚内～コルサコフ 

1等和室 

2　　　　等 

全長 
稚内～コルサコフ
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サハリン航路フェリー主要国籍別利用者数 

単位：人・便 

資料：稚内市中心市街地活性化基本計画（平成 21 年）より 

⑤その他公共交通機関 

その他の交通機関としてバスがあるが、個人観光客の利用交通機関としては、 

利用は多くはないが、航空機利用者の稚内市内までのアクセス機関として重要 

な役割を担っている。 

しかし、空港からのバスは、稚内駅もしくは稚内フェリーターミナル間の運 

航であり、そこから稚内の観光ポイントまでのアクセス機関がほとんどないの 

が現状である。このため、観光客の円滑な行動を支援する機能として、空港か 

ら宗谷岬あるいはノシャップ岬までのシャトルバスの運行可能性の検討を進め 

る必要がある。 

＜事業内容＞ 稚内観光を育てていくための事業 

（１）～（４）の具体的事業内容は以下のとおりである。 

・ 稚内観光推進中核組織の確立（新規） 

行政や事業者間の連携を図りながら、観光中核施設の運営、企画機能、観光 Wi­Fi を中 

心とした情報収集発信機能等を担い、稚内の観光地づくりを実現していくための中核機能 

の役割を果たしていく組織として、稚内観光協会の機能拡充を含め、新たな観光振興セン 

ターとしての役割を担う組織を確立する。 

・ わっか連構築事業（新規） 

稚内観光を振興していく上での各種情報機能の充実、サービス機能の充実を図るための 

ネットワークを構築する。 

・ 普及啓発事業（新規、再掲） 

市民を対象とした稚内観光の役割や意義等についての普及啓発を図る。
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・ 広域連携促進事業（継続） 

広報・宣伝活動や、外国人観光客の誘致、観光客の長距離移動に対するサポート体制の 

整備など、宗谷観光連盟、宗谷シーニックバイウェイ、稚内利尻礼文サロベツ観光振興協 

議会、あさひかわ観光誘致宣伝協議会との連携による取組みのあり方について見直すとと 

もに、効果的な事業については積極的に実施する。 

・ 稚内空港の外国人対応機能拡充（新規） 

搭乗口の確保等、国際空港機能の充実に向けた対応を図る。 

・ 外国人観光客誘致促進事業（継続） 

チャーター便誘致に向けた海外キャラバン隊の派遣等のＰＲ活動を積極的に行う。 

・ 対東京便の通年運行化推進事業（新規） 

冬季における魅力あるロングランイベントの開催など、最北の魅力向上に向けた取組み 

と観光客誘致のための効果的なＰＲの実施 

・ オロロンライン再構築事業（新規、再掲） 

観光客や外国人ドライブコースとなる札幌⇔オロロンライン⇔稚内間のオロロンライン 

や、旭川～士別～名寄～幌延～稚内間のルートを楽しみながらドライブができるよう再構 

築を図る。 

・ 交通アクセス体系検討事業（新規） 

鉄道とフェリーのタイムスケジュールの調整に向けた検討を関係機関の協力の下行う。 

・ サハリン航路有効利用・ＰＲ促進事業 

サハリン航路の利用促進に向けたパンフレット作成ほか、積極的なＰＲを行う。（関連事 

業：国内・国外広告宣伝推進事業（継続）、稚内観光パンフレット・ガイドブックの見直し 

（新規）） 

・ 観光ポイント間循環交通アクセス整備事業（新規） 

空港から宗谷岬あるいはノシャップ岬までのシャトルバスの運行可能性の検討を進める
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第Ⅶ章 観光振興計画の体系 

１．稚内観光振興の体系と年次計画 

（１）稚内観光振興体系 

稚内観光振興計画の振興方向及び施策、事業内容を体系的に整理すると以下 

のとおりとなる。 

＜方向１＞ 

行きたいと思う観光地とし 

てのイメージをつくる 

＜方向２＞ 

訪れる人々に満喫してもら 

う観光行動の場をつくる 

施策１：新たなイメージ・コンセプトをつくる 

施策２：イメージを的確に伝える 

施策１：稚内地域の観光中核施設を整備する 

施策２：稚内の観光資源を発掘し、見直す 

施策６：広域連携を推進する 

施策５：観光情報基盤を整備する 

施策４：新たな魅力あるイベントをつくる 

施策３：観光周遊モデルコースをつくる 

・ イメージ・コンセプト広報改善事業（一部新規）（ソフト整備事業） 

・ 国内・国外広告宣伝推進事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ テレビ番組企画の誘致 

・ 最北の自然と歩み館整備事業（新規）（ハード整備事業） 

・ 既存観光施設の更新計画の策定（新規）（ハード整備事業） 

・ 観光資源の見直し、発掘事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 体験観光の見直し、発掘事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 歴史的建造物再建ビジョン策定（新規）（ソフト整備事業及びハード整備事業） 

・ 太陽光発電を活用した「新エネルギー村」の創設（ハード整備事業） 

・ 「わっかない料理」の開発、掘り起こし促進事業（継続）（ソフト整備事業） 

・ 地場産品・特産品の開発・普及促進事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 稚内観光周遊モデルコース策定事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 稚内まちなかマップ製作事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 大沼１周散策路整備事業（稚内ふれあい公園との連携促進） （新規）（ハード整備事業） 

・ 既存イベント見直し、点検事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 宗谷丘陵雪上車探検事業（新規）（ソフト整備事業及びハード整備事業） 

・ 大沼スノーアタック事業（稚内ふれいあい公園との連携促進）（新規） （ハード整備事業） 

・ 冬季のロングランイベントの企画策定事業（継続）（ソフト整備事業） 

・ サハリン館復活整備事業（新規）（ハード整備事業） 

・ ＦＭコミュニティラジオの全国ネットワーク連携事業（新規） （ソフト整備事業） 

・ ＷｉＦｉシステム構築事業（新規）（ソフト整備事業及びハード整備事業） 

・ 稚内情報発信基地整備事業（新規）（ソフト整備事業及びハード整備事業） 

・ 宿泊施設受入情報基盤整備事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 外国人稚内観光誘致システム（インターネット）構築事業（ソフト整備事業） 

・ 国内・国外広告宣伝推進事業（新規、再掲）（ソフト整備事業） 

・ 稚内観光誘致宣伝事業推進協議会の設立（新規）（ソフト整備事業） 

・ 修学旅行誘致事業（継続）（ソフト整備事業） 

・ 年間行事カレンダー作成事業（稚内市すべての行事） （新規）（ソフト整備事業） 

・ 道外飲食店ふるさと大使創出事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 地元コミュニティ雑誌の発行の検討（新規） 

・ 稚内観光パンフレット・ガイドブックの見直し（新規）（ソフト整備事業） 

・ 観光案内板・説明板整備事業（一部継続）（ハード整備事業） 

・ 体験マップ・パンフレット作成事業（日本人・外国人） （新規）（ソフト整備事業） 

・ 稚内市内フットパス整備事業（ロングトレイルの基盤構築） （新規）（ソフト整備事業） 

・ オロロンライン再構築事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 

施策７：ホスピタリティの向上を図る 

・ 宿泊施設整備支援事業 

・ 普及啓発事業（ソフト整備事業） 

・ 観光専門ガイド育成事業 

・ 

事
業

 
事
業

 
事
業

 
事
業

 
事

 
業

 
事

 
業

 
事

 
業

 
事

 
業

 
事
業
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＜方向３＞ 

稚内観光を育てていくた 

めの推進体制を確立する 

施策１：稚内観光を推進する中核組織を確立する 

施策２：市民参加型の観光振興を図る 

施策４：交通基盤整備の推進 

施策３：広域連携体制の確立 

・ 稚内観光推進中核組織の確立（新規）（ソフト整備事業） 

・ わっか連構築事業（新規）（ソフト整備事業） 

・ 普及啓発事業（新規、再掲）（ソフト整備事業） 

・ 広域連携促進事業（継続） （ソフト整備事業） 

（航空） 

・ 稚内空港の外国人対応機能拡充（新規） 

・ 外国人観光客誘致促進事業（継続） （ソフト整備事業） 

・ 冬季観光推進事業（新規・継続） （ソフト整備事業） 

（道路） 

・ オロロンライン再構築事業（新規、再掲）（ソフト及びハード整備事業） 

（フェリー） 

・ サハリン航路有効活用・ＰＲ促進事業（ソフト整備事業） 

（航空、鉄道、フェリー） 

・ 交通アクセス体系検討事業（新規） （ソフト整備事業） 

（その他） 

・ 観光ポイント間循環交通アクセス整備事業（新規）（ソフト整備事業） 
事
業
 

事
 

業
 

事
業
 

事
業
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施策 
2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

基本計画整理 実施設計策定 建設着工 

関連組織 

更新計画策定 

関連組織 

観光資源見直し方 

針の検討 

見直し・改善方策 

策定 
見直し・点検 

観光資源発掘方針 

の検討 
発掘・提案 

関連組織 

既存体験観光の見 

直しと、新規発掘 

及び実施 

関連組織 稚内市、稚内観光協会、関連業界団体 

歴史的建造物再建 

ビジョン検討 

歴史的建造物の管 

理・活用・再建ビ 

ジョンの構築 

ビジョンに基づく再 

建事業 

関連組織 

基本ビジョン策定 
ＦＳ調査・事業化計 

画策定 
事業実施 

関連組織 

食の委員会による 

継続的取組み 

関連組織 

開発・販売・普及 

関連組織 

モデルコースの策 

定 

モデルコースの見 

直し 

パンフレット、イン 

ターネット等情報提 

供 

関連組織 

・地場産品・特産物の開発・普及促進事 

業 

稚内市・稚内観光協会・漁協・農協 

施策３：観 

光周遊モ 

デルコース 

をつくる 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

施策２：稚 

内の観光 

資源を発掘 

し、見直す 

稚内市・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

施策１：稚 

内地域の 

観光中核 

施設を整備 

する 

稚内市、各種検討委員会 

・ 太陽光発電を活用した「新エネルギー 

村」の創設 

稚内市・稚内観光協会・食の委員会 

稚内市・稚内観光協会・稚内歴史まち研究会 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

・ 最北の自然と歴史歩み館（仮称）整備 

事業 

・ 既存観光施設の更新計画の策定 

・ 観光資源の見直し、発掘事業 

・ 歴史的建造物再建ビジョン策定 

事業 

・ 体験観光の見直し、発掘 

稚内市、関係機関 

・ 「わっかない料理」の開発、掘り起こし 

促進事業 

・ 稚内観光周遊モデルコース策定事業 

（２）観光振興年次計画 
2010 年度（平成 22 年度）を初年度として 2014 年度（平成 26 年度）までの 

５年間における各事業の年次別行動計画は、以下のとおりである。 

＜方向１：行きたいと思う観光地としてのイメージをつくる＞ 

＜方向２：訪れる人々に満喫してもらう観光行動の場をつくる＞ 

施策 
2010年度 

（平成22年度） 
2011年度 

（平成23年度） 
2012年度 

（平成24年度） 
2013年度 

（平成25年度） 
2014年度 

（平成26年度） 

コンセンサス形 
成（広報誌、イン 
ターネット） 

パンフレット掲載 

国内・海外向け 
ポスターの作成 

関連組織 稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

効果的なＰＲ・宣 
伝手法の企画検 
討 

ＰＲ・宣伝活動 

関連組織 

テレビ番組企画 
の検討・提案 

関連組織 

事業 

稚内市・稚内観光協会・広告宣伝専門会社 

・ イメージ・コンセプト広報改善事業 

・ 国内・国外広告宣伝推進事業 

・ テレビ番組企画の誘致 

施策１：新 
たなイメー 
ジ・コンセ 
プトをつく 
る 

施策２：イ 
メージを 
的確に伝 
える 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・広告宣伝専門会社・テレビ局
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＜方向２：訪れる人々に満喫してもらう観光行動の場をつくる（つづき）＞ 

施策 
2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

各種マップ企画 マップ製作・配布 

関連組織 

事業設計企画 

基礎調査 

関連組織 

改善方策の検討 改善策の実施 

関連組織 

運営体制確立 

実施計画策定 

関連組織 

事業計画・実施 

関連組織 

平成21年度に採択 

されたイベントの実 

施 

イベント企画に関す 

る継続的検討・実 

施 

関連組織 

実施計画策定・事 

業実施 

関連組織 

戦略地域ＦＭラジ 

オの選定 

番組企画の調整な 

らびに放送 

関連組織 

システム設計 

各観光ポイントに 

ＷｉＦｉシステム受信 

版設置・供用開始 

関連組織 

基本計画策定 
稚内観光ポータル 

サイト構築 

システム設計 情報集約・提供 

関連組織 

システム構築・一 

部運用 

国内宿泊予約シス 

テム・外国人予約 

システムの確立・ 

運用 

関連組織 

ホームページの構 

築・運用 

観光協会ホーム 

ページ・宿泊予約 

実施 

関連組織 

ＰＲ・宣伝手法の企 

画検討 
ＰＲ・宣伝活動 

関連組織 

設立・戦略策定 

関連組織 

学校へのプロモー 

ション・サハリン旅 

行の紹介・エージェ 

ントへプロモーショ 

ン 

関連組織 

各種行事整理、広 

報宣伝・ホーム 
ページ掲載 

関連組織 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・関係機関 

事業 

・ ＦＭコミュニティラジオの全国ネットワー 

ク連携事業 

・ 稚内情報発信基地整備事業 

・ 宿泊施設受入情報基盤整備事業 

・ 外国人稚内観光誘致システム 

・ 国内・国外広告宣伝推進事業 

稚内市・稚内観光協会・稚内北星学園大学・民間企業 

稚内観光協会、北宗谷広域観光推進協議会 

企画検討 

・ 既存イベント見直し、点検事業 

サハリン館実行委員会・稚内観光協会 

施策４：新 

たな魅力あ 

るイベントを 

つくる 

・ 大沼１周散策路整備事業 実施設計・実施 

・ ＷｉＦｉシステム構築事業 

・ 宗谷丘陵雪上車探検事業 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

稚内観光協会 

・ 大沼スノーアタック事業 

・ 冬季のロングランイベントの企画策定 

事業 

・ サハリン館復活整備事業 

稚内市・稚内観光協会 

稚内市・稚内観光協会 

稚内市・稚内観光協会・広告宣伝専門会社 

観光関連団体等 

稚内市 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・各イベント主催者 

事業実施 

・ 年間行事カレンダー作成事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

・ 稚内観光誘致宣伝事業推進協議会の 

設立（既広告宣伝内容の検証・戦略策 

定・実施） 

ホームページの検 

討 

情報センターの試 

験実施 

・ 修学旅行誘致事業 

施策５：観 

光情報基 

盤を整備す 

る 

・ 稚内まちなかマップ製作事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 施策３：観 

光周遊モ 

デルコース 

をつくる（続 

き） 

稚内観光協会・稚内ＦＭラジオ 

稚内市・稚内観光協会・稚内北星学園大学・民間企業・関係機関
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＜方向２：訪れる人々に満喫してもらう観光行動の場をつくる（つづき）＞ 

施策 
2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

稚内出身の道外飲 
食店経営者を「稚 
内ふるさと大使」に 

任命 

飲食店情報の稚内 
市（協会）ホーム 

ページで紹介 

パンフレットポス 

ター配布 

関連組織 

企画検討 作成・発行 

関連組織 

改善方針の検討 
（着地型・誘致型） 

パンフレット・ガイド 
ブック企画・発行 

関連組織 

関連機関との協議 

案内板・説明板ガ 

イドラインの作成・ 
デザイン企画 

関連組織 

体験メニューの洗 
い出し・作成 

関連組織 

宗谷丘陵フットパ 
スの利用促進整備 

計画 

実施 

市内フットパス整 
備方策の検討 

普及啓発シンポジ 

ウムの開催 

広域ロングトレイル 

企画 
ロングトレイル開催 

関連組織 

オロロンライン再構 
築検討組織の設立 
準備 

オロロンライン再構 

築検討組織の設立 

オロロンライン再構 

築方策策定 
事業実施 

関連組織 

関連組織 稚内市・関連機関 

観光振興計画の広 
報による周知 

市民セミナー、講 
演会の開催 

関連組織 

稚内観光マイス 
ター上級取得メン 

バーによる専門ガ 
イド組織化 

ＮＰＯ設立の研究 

ガイド免許取得 
花ガイド・釣りガイ 

ド・体験ガイド（フッ 
トパス）育成 

観光マイスター取 
得促進に向けた啓 
発（広報、インター 

ネット等） 

観光関連事業者を 
対象としたセミナー 

開催 

関連組織 

・ 稚内観光パンフレット・ガイドブックの見 
直し 

・ 観光案内板・説明板整備事業 各種標識等の設置 

稚内市・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・広告関連会社 

稚内市・稚内観光協会・関連機関 

施策５：観 
光情報基 

盤を整備す 
る（続き） 

・ 道外飲食店ふるさと大使創出事業 

・ 地元コミュニティ雑誌の発行の検討 

施策６：広 
域連携を推 

進する 

フットパス標識・案内板・駐車場・休憩所・トイレ・手すり・その他整備 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

稚内観光協会 

稚内市・稚内観光協会・宗谷シーニックバイウエイ 

・ 稚内市内フットパス整備及びロングトレ 
イル基盤整備事業 

検討委員会設立・市町村連携 

稚内観光協会 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・関係機関 

・　宿泊施設整備支援事業 融資制度の検討・立案 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

・ 観光専門ガイド育成事業（観光マイス 
ター制度の推進） 

・ 普及啓発事業 

・ オロロンライン再構築事業 

・ 体験マップ・パンフレット作成事業 

ロングトレイル補助員の育成と体制構 
築・関係団体との連携 

事業 

施策７：ホ 
スピタリ 

ティの向上 

を図る
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施策 
2010年度 

（平成22年度） 
2011年度 

（平成23年度） 
2012年度 

（平成24年度） 
2013年度 

（平成25年度） 
2014年度 

（平成26年度） 

観光振興センター 
機能の役割の整理 

観光協会の役割、 
機能拡充等に関す 
る検討 

関連組織 

関連組織 

観光振興計画の広 
報による周知 

市民セミナー、講 
演会の開催 

関連組織 

継続的ＰＲ活動の 
実施 

役割分担等効果的 
な活動方針の検 
討・実施 

関連組織 

稚内空港の外国人 
受け入れ体制の検 
討

関係機関との調整 

関連組織 

継続的誘致活動の 
実施 

あさひかわ観光誘 
致宣伝協議会との 
連携 

関連組織 

魅力ある観光企画 
づくり 

関連組織 

関連組織 

関係機関による可 
能性検討 

関連組織 

関係機関との連携 
による有効利用方 
策の検討 

各種ＰＲ方法（修学 
旅行の誘致等）の 
検討・実施 

関連組織 

実証実験の実施及 
び結果後の関係機 
関による可能性検 
討 

実施計画の策定・ 
運用 

関連組織 

・ サハリン航路有効利用・ＰＲ促進事業 

・ 観光ポイント間循環交通アクセス整備 
事業 

事業 

・ 稚内空港の外国人対応機能拡充 

・ 外国人観光客誘致促進事業 

・ 冬季観光推進事業 

・ オロロンライン再構築事業 

・ わっか連構築事業 

・ 普及啓発事業（再掲） 

・ 広域連携促進事業 

施策２：市 
民参加型 
の観光振 
興を図る 

施策４：交 
通基盤整 
備の推進 

稚内市・関係機関 

稚内市・稚内観光協会・稚内観光誘致宣伝事業推進協議会 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

（再掲） 

施策３：広 
域連携体 
制の確立 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・観光関連団体 

施策１：稚 
内観光を推 
進する中核 
組織を確立 
する 

わっか連の組織化（各業界内の連携体 
制の構築） 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

稚内市・稚内観光協会・稚内観光誘致宣伝事業推進協議会・関係機関 

・ 交通アクセス体系検討事業 

稚内観光協会・北宗谷広域観光推進協議会、広域観光アドバイザー 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・観光関連団体 

中核組織の基本プ 
ラン 

運　　営 ・ 稚内観光推進中核組織の確立 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

中核組織の実施プ 
ラン 

組織構築 

＜方向３：稚内観光を育てていくための推進体制を確立する＞
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２．稚内観光振興事業の実施体系と年次計画 

（１） 「稚内観光振興体系」に基づく「稚内市観光振興事業の実施体系」 

本計画では、新たな稚内観光振興の考え方とその振興方向を示してきた。 

これらを具体的に実践するための施策を事業体系図として再整理すると以下 

のとおりとなる。 

＜実施体系図（１）体系の構成＞ 

観光振興事業 

観光地としての基盤整備 

ハード事業 

ソフト事業 

交通インフラ 

観光施設整備 

観光関連施設・個人旅行客受 

入体制の確立 

情報システムの構築 

観光資源の整備・創出 

情報ソフト環境機能整備 

食の提供 

ホスピタリティの向上 

観光イベントの見直し 

誘致宣伝事業 

誘致宣伝組織の新設 

誘致事業 

広告宣伝事業 

案内板等の整備
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＜実施体系図（２）観光地としての基盤整備に関する事業体系＞ 

観光地としての 

基盤整備 

ハード事業 

ソフト事業 

交通インフラ 

空港アクセス 

道路アクセス 

海路アクセス 

ＪＲアクセス 

観光施設整備 

稚内空港の外国人対応機能拡充 

オロロンライン再構築事業 

交通アクセス体系検討事業 

サハリン航路有効利用・ＰＲ促進事業 

観光ポイント間循環交通アクセス整備 

事業 

最北の自然と歴史歩み館（仮称）整備事業 

既存観光施設の更新計画の策定 

観光資源の見直し、発掘事業 

歴史的建造物再建ビジョン策定 

「わっかない料理」の開発、掘り起こし促進事業 

サハリン館復活整備事業 

稚内観光周遊モデルコース策定事業 

大沼１周散策路整備事業 

既存イベント見直し、点検事業 

宗谷丘陵雪上車探検事業 

大沼スノーアタック事業 

冬季のロングランイベントの企画策定事業 

ＷｉＦｉシステム構築事業 

稚内情報発信基地整備事業 

宿泊施設受入情報基盤整備事業 

外国人稚内観光誘致システム 

観光案内板・説明板整備事業 

稚内市内フットパス整備及びロングトレイル基盤整備事業 

普及啓発事業 

観光専門ガイド育成事業 

観光関連施設・個人旅 

行客受入体制の確立 

情報システムの構築 

太陽光発電を活用した「新エネルギー村」の創設 

観光資源の整備・創出 

情報ソフト環境機能整 

備 

稚内情報発信基地整備事業（再掲） 

食の提供 

ホスピタリティの向上 

観光イベントの見直し 

案内板等の整備 

観光推進組織の確立 
稚内観光推進中核組織の確立 

わっか連構築事業 

体験観光の見直し、発掘事業 

宿泊施設整備支援事業 ホスピタリティの向上
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＜実施体系図（３）誘致宣伝事業に関する事業体系＞ 

誘致宣伝事業 冬季観光推進事業 

稚内まちなかマップ製作事業 

国内・国外広告宣伝推進事業 

稚内観光誘致宣伝事業推進協議会の設立 

（既広告宣伝内容の検証・戦略策定・実施） 

修学旅行誘致事業 

年間行事カレンダー作成事業 

道外飲食店ふるさと大使創出事業 

地元コミュニティ雑誌の発行の検討 

稚内観光パンフレット・ガイドブックの見直し 

体験マップ・パンフレット作成事業 

広域連携促進事業 

外国人観光客誘致促進事業 

テレビ番組企画の誘致 

ＦＭコミュニティラジオの全国ネットワーク連携事業 

誘致事業 

広告宣伝事業 

誘致宣伝組織の新設 

サハリン航路有効利用・ＰＲ促進事業（再掲） 

イメージ・コンセプト広報改善事業
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ハード・ソ 

フト区分 
分野 

2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

稚内空港の外国人 
受け入れ体制の検 

討

関係機関との調整 

関連組織 

オロロンライン再構 
築検討組織の設立 

準備 

オロロンライン再構 

築検討組織の設立 

オロロンライン再構 

築方策策定 
事業実施 

関連組織 

実証実験の実施及 

び結果後の関係機 
関による可能性検 

討 

実施計画の策定・ 
運用 

関連組織 

関係機関との連携 
による有効利用方 

策の検討 

各種ＰＲ方法（修学 
旅行の誘致等）の 

検討・実施 

関連組織 

関係機関による可 
能性検討 

関連組織 

基本計画整理 実施設計策定 建設着工 

関連組織 

更新計画策定 

関連組織 

歴史的建造物再建 

ビジョン検討 

歴史的建造物の管 

理・活用・再建ビ 

ジョンの構築 

ビジョンに基づく再 

建事業 

関連組織 

基本ビジョン策定 
ＦＳ調査・事業化計 
画策定 

事業実施 

関連組織 

事業設計企画 

基礎調査 

関連組織 

システム構築・一 

部運用 

国内宿泊予約シス 

テム・外国人予約 

システムの確立・ 

運用 

関連組織 

システム設計 
各観光ポイントに 
ＷｉＦｉシステム受信 

版設置・供用開始 

関連組織 

システム設計 
稚内観光ポータル 

サイト構築 

基本計画策定 情報集約・提供 

関連組織 

事業 

・ 歴史的建造物再建ビジョン策定 

稚内市・稚内観光協会・稚内歴史まち研究会 

・ 太陽光発電を活用した「新エネルギー 
村」の創設 

稚内市、関係機関 

・ 最北の自然と歴史歩み館（仮称）整備 

事業 

稚内市・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

・ 既存観光施設の更新計画の策定 

稚内市、各種検討委員会 

・ 大沼１周散策路整備事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・関係機関 

・ 宿泊施設受入基盤構築事業 

稚内観光協会、北宗谷広域観光推進協議会 

・ 稚内空港の外国人対応機能拡充 

・ オロロンライン再構築事業 

検討委員会設立・市町村連携 

実施設計・実施 

稚内市・関係機関 

・ 観光ポイント間循環交通アクセス整備 
事業 

・ 稚内情報発信基地整備事業 
情報センターの仮 

設置 

稚内市・稚内観光協会・稚内北星学園大学・民間企業 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

・ サハリン航路有効利用・ＰＲ促進事業 

（再掲） 

稚内市・稚内観光協会・稚内観光誘致宣伝事業推進協議会・関係機関 

・ ＷｉＦｉシステム構築事業 

稚内市・稚内観光協会・稚内北星学園大学・民間企業・関係機関 

・ 交通アクセス体系検討事業 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

観光関連 

施設・個 
人旅行客 

受入体制 

の確立 

情報シス 

テムの構 

築 

ハード 
事　業 

交通インフ 

ラ 

観光施設 
整備 

（２） 「稚内市観光振興事業の実施体系」における年次計画 

（３）の事業体系に基づく、2010 年度（平成 22 年度）から 2014 年度（平成 
26 年度）までの５年間における年次別行動計画は、以下のとおりである。 

＜観光地としての基盤整備事業の年次計画＞
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＜観光地としての基盤整備事業の年次計画（つづき）＞ 

ハード・ソ 

フト区分 
分野 

2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

関連機関との協議 

案内板・説明板ガ 
イドラインの作成・ 

デザイン企画 

関連組織 

関連組織 稚内市・関連機関 

ソフト 
事　業 

観光振興センター 
機能の役割の整理 

観光協会の役割、 

機能拡充等に関す 

る検討 

関連組織 

関連組織 

観光振興計画の広 

報による周知 

市民セミナー、講 

演会の開催 

関連組織 

稚内観光マイス 
ター上級取得メン 

バーによる専門ガ 

イド組織化 

ＮＰＯ設立の研究 

ガイド免許取得 

花ガイド・釣りガイ 

ド・体験ガイド（フッ 
トパス）育成 

観光マイスター取 

得促進に向けた啓 

発（広報、インター 

ネット等） 

観光関連事業者を 
対象としたセミナー 
開催 

関連組織 

観光資源見直し方 

針の検討 

見直し・改善方策 

策定 
見直し・点検 

観光資源発掘方針 

の検討 
発掘・提案 

関連組織 

既存体験観光の見 

直しと、新規発掘 

及び実施 

関連組織 稚内市、稚内観光協会、関連業界団体 

モデルコースの策 

定 

モデルコースの見 

直し 

パンフレット、イン 
ターネット等情報提 

供 

関連組織 

宗谷丘陵フットパ 

スの利用促進整備 

計画 

実施 

市内フットパス整 
備方策の検討 

普及啓発シンポジ 
ウムの開催 

広域ロングトレイル 
企画 

ロングトレイル開催 

関連組織 

観光推進 

組織の確 

立 

案内板等 
整備 

事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・観光関連団体 

・ 体験観光の見直し、発掘 

・ 稚内観光推進中核組織の確立 

・ 観光案内板・説明板整備事業 各種標識等の設置 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・観光関連団体 

・ わっか連構築事業 
わっか連の組織化（各業界内の連携体 

制の構築） 

中核組織の基本プ 

ラン 

中核組織の実施プ 

ラン 
組織構築 

・ 普及啓発事業 

稚内観光協会 

・ 観光専門ガイド育成事業（観光マイス 

ター制度の推進） 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

稚内市・稚内観光協会・関連機関 

・ 稚内観光周遊モデルコース策定事業 

・ 稚内市内フットパス整備及びロングトレ 

イル基盤整備事業 

フットパス標識・案内板・駐車場・休憩所・トイレ・手すり・その他整備 

ロングトレイル補助員の育成と体制構 
築・関係団体との連携 

稚内市・稚内観光協会・宗谷シーニックバイウエイ 

運　　営 

ホスピタリ 
ティの向 

上

観光資源 
の整備・ 

創出 

・ 観光資源の見直し、発掘事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

融資制度の検討・立案 

ハード 
事　業 

ホスピタリ 

ティの向 

上 

・　宿泊施設整備支援事業
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ハード・ソ 

フト区分 
分野 

2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

システム設計 
稚内観光ポータル 
サイト構築 

基本計画策定 情報集約・提供 

関連組織 

ホームページの構 
築・運用 

協会ホームペー 

ジ・宿泊予約 

関連組織 

食の委員会による 

継続的取組み 

関連組織 

開発・販売・普及 

関連組織 

改善方策の検討 改善策の実施 

関連組織 

運営体制確立 

実施計画策定 

関連組織 

事業計画・実施 

関連組織 

平成21年度に採択 

されたイベントの実 
施 

イベント企画に関す 

る継続的検討・実 
施 

関連組織 

実施計画策定・事 

業実施 

関連組織 

食の提供 

情報ソフト 

環境機能 
整備 

事業 

・ 稚内情報発信基地整備事業（再掲） 
情報センターの仮 

設置 

稚内市・稚内観光協会・稚内北星学園大学・民間企業 

観光イベ 

ントの見 

直し 

稚内市・稚内観光協会・食の委員会 

稚内市・稚内観光協会 

稚内観光協会 

・ 冬季のロングランイベントの企画策定 

事業 

稚内市・稚内観光協会 

・ サハリン館復活整備事業 

サハリン館実行委員会・稚内観光協会 

ホームページの検 

討 

企画検討 事業実施 

・ 大沼スノーアタック事業 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

・ 既存イベント見直し、点検事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・各イベント主催者 

・ 宗谷丘陵雪上車探検事業 

・ 「わっかない料理」の開発、掘り起こし 

促進事業 

ソフト 

事　業 

・ 外国人稚内観光誘致システム 

・地場産品・特産物の開発・普及促進事 
業 

稚内市・稚内観光協会・漁協・農協 

ハード・ソ 

フト区分 
分野 

2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

設立・活動内容の 
検討 

関連組織 

効果的なＰＲ・宣伝 

手法の企画検討 
ＰＲ・宣伝活動 

関連組織 

継続的誘致活動の 

実施 

あさひかわ観光誘 

致宣伝協議会との 

連携 

関連組織 

学校へのプロモー 

ション・サハリン旅 

行の紹介・エージェ 
ントへプロモーショ 

ン 

関連組織 

誘致宣伝 

組織の新 

設 

ソフト 
事　業 

事業 

誘致事業 

稚内市 

・ 稚内観光誘致宣伝事業推進協議会の 

設立（既広告宣伝内容の検証・戦略策 

定・実施） 

・ 外国人観光客誘致促進事業 

稚内市・稚内観光協会・稚内観光誘致宣伝事業推進協議会 

観光関連団体等 

・ 修学旅行誘致事業 

・ 国内・国外広告宣伝推進事業 

稚内市・稚内観光協会・広告宣伝専門会社 

＜観光地としての基盤整備事業の年次計画（つづき）＞ 

＜誘致宣伝事業の年次計画＞
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ハード・ソ 

フト区分 
分野 

2010年度 

（平成22年度） 

2011年度 

（平成23年度） 

2012年度 

（平成24年度） 

2013年度 

（平成25年度） 

2014年度 

（平成26年度） 

継続的ＰＲ活動の 

実施 

役割分担等効果的 

な活動方針の検 

討・実施 

関連組織 

魅力ある観光企画 

づくり 

関連組織 

関係機関との連携 

による有効利用方 

策の検討 

各種ＰＲ方法（修学 

旅行の誘致等）の 

検討・実施 

関連組織 

コンセンサス形成 

（広報誌、インター 
ネット） 

パンフレット掲載 

国内・海外向けポ 

スターの作成 

関連組織 稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

テレビ番組企画の 

検討・提案 

関連組織 

戦略地域ＦＭラジ 
オの選定 

番組企画の調整な 

らびに放送 

関連組織 

各種行事整理・広 

報宣伝・ホーム 

ページ 

関連組織 

稚内出身の道外飲 

食店経営者を「稚 

内ふるさと大使」に 

任命 

飲食店情報の稚内 

市（協会）ホーム 
ページで紹介 

パンフレットポス 
ター配布 

関連組織 

各種マップ企画 マップ製作・配布 

関連組織 

企画検討 作成・発行 

関連組織 

改善方針の検討 

パンフレット・ガイド 

ブック企画・発行 

関連組織 

体験メニューの洗 

い出し・作成 

関連組織 

・ イメージ・コンセプト広報改善事業 

ソフト 

事　業 

誘致事業 

（続き） 

広報宣伝 

事業 

・ 稚内まちなかマップ製作事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

・ 稚内観光パンフレット・ガイドブックの見 

直し 

・ テレビ番組企画の誘致 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・広告宣伝専門会社・テレビ局 

・ 年間行事カレンダー作成事業 

稚内観光協会・稚内ＦＭラジオ 

稚内観光協会・北宗谷広域観光推進協議会、広域観光アドバイザー 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

・ ＦＭコミュニティラジオの全国ネットワー 

ク連携事業 

・ 冬季観光推進事業 

・ 広域連携促進事業 

・ 道外飲食店ふるさと大使創出事業 

稚内観光協会 

・ 地元コミュニティ雑誌の発行の検討 

稚内市・稚内観光協会・関係機関 

・ サハリン航路有効利用・ＰＲ促進事業 

（再掲） 

稚内市・稚内観光協会・稚内観光誘致宣伝事業推進協議会・関係機関 

・ 体験マップ・パンフレット作成事業 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ 

稚内市・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・広告関連会社 

稚内市・稚内観光協会・ＦｒｏｍＺｅｒｏ・関係機関 

事業 

＜誘致宣伝事業の年次計画（つづき）＞
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第Ⅷ章 稚内観光の現状と課題 

１ 道内外における観光を取り巻く環境の動静 

（１）わが国の観光を取り巻く動静 

国民の国内宿泊観光旅行の回数及び宿泊数の推移をみると、平成 3 年度をピ 

ークに回数及び宿泊数ともに、わが国経済の停滞基調の影響等により、減少基 

調にある。 近年では、 平成 17 年度に回復の兆しをみせたものの、 平成 18 年度、 
19 年度と 2 年連続で低下している。ただし、20 年度には、やや増加に転じてい 

る。

このように、近年総じて国内観光行動が低迷している要因として、観光白書 

では経済的理由による 20歳代の若年層や家族層の行動の低下が原因のひとつと 

している。 

国内宿泊観光旅行の回数及び宿泊数の推移 

資料：21 年版観光白書



92 

20 歳代の国内観光旅行行動 

家族層の国内観光旅行行動 

資料：21 年版観光白書 

（２）北海道における観光を取り巻く情勢 

観光白書によると、北海道の平成 19 年度の述べ宿泊者数は、東京都に次い 

で２位となっており、全国でも有数の観光地となっていることが明らかである。
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都道府県別延べ宿泊者数（平成 19 年度） 

北海道における観光入込客数の推移をみると、 近年では、 平成 11 年度の 5,149 
万人をピークとして、低迷する経済情勢等の影響を受け減少基調となっている。 

平成 18 年度及び平成 19 年度では旭山動物園の人気や海外からの観光客数の 

増加等により 2 年連続で増加していたが、平成 20 年度にはガソリン価格の高騰 

や世界的な景気の後退などの影響を受け減少に転じている。 

宿泊率及び道外客率の推移をみると、 宿泊率は概ね 30％前後で推移しており、 

道外客率はやや増加基調にある。 

このように、北海道の観光は全国的にも人気があり、入込数も多いが、経済 

情勢に影響を受けやすく、近年は減少基調にあるのが実情である。 

一方、外国人観光客の入込数を宿泊数からみると平成 20 年度で若干減少した 

ものの、一貫して増加基調にある。月別にみると 7 月が最も多く、次いで 8 月、 
12 月の順となっており、夏季と冬季に２分されている状況となっている。国別 

にみると平成 20 年度では、 台湾が最も多く、 ついで香港、 韓国、 シンガポール、 

中国、豪州の順となっており、アジアからの観光客が 9 割近くを占めている。



94 

北海道の観光入込客数の推移（実人数） 

北海道の観光入込みにおける宿泊客率及び道外客率の推移 

北海道における外国人観光客宿泊数（延べ数）の推移 
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平成 20 年度の北海道における月別外国人観光客宿泊者数（延べ数） 

平成 20 年度の北海道における国別、外国人観光客宿泊者数構成 

米国, 51,935人 , 
2.5% 

その他, 64,743人 , 
3.1% ヨーロッパ, 63,499 

人 , 3.0% 

豪州, 121,918人 , 
5.8% 

その他アジア, 
82,437人 , 3.9% 

中国, 123,328人 , 
5.9% 

シンガポール, 
164,491人 , 7.9% 

韓国, 275,006人 , 

13.2% 
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20.5% 

台湾, 711,828人 , 

34.1% 
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２ 稚内市における観光客の入込状況 

（１）観光入込客数の推移 

稚内市における観光入込客数の推移をみると、平成 14 年度までは、微増基調 

にあったが、平成 14 年度の 818 千人をピークとして以降は、一貫して減少基調 

に転じており、平成 20 年度には 569.2 千人となっている。 

観光客数の推移を道北各地域と比較すると、平成 15 年度以降は旭川市のみが 

増加しており、旭川市を除く道北地域及び宗谷支庁管内、利尻礼文ともほぼ同 

様に減少基調にあるなど稚内市のみが減少基調にあるわけではなく、旭川市を 

除く道北地域全体が減少している状況にある。 

稚内市における観光入込客数の推移（延べ数） 

道北各地域における観光入込客数の推移比較 
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また、稚内市の観光客入込数の対宗谷支庁管内シェア、対旭川市を除く道北 

地域シェア及び対北海道シェアについてみると、対宗谷支庁管内シェアは、平 

成 20 年度でやや低下したものの、 平成 16 年度以降は増加基調にある。 しかし、 

対道北（旭川を除く）シェア及び対北海道シェアは、低下基調にあることから、 

北海道や道北地域全体が低下基調にあるものの、稚内市の入込数の低下率は、 

それらの地域を上回る形で低下している状況が伺える。 

稚内市の観光客入込数の宗谷支庁管内、旭川市を除く道北地域及び北海道との比較 

（２）道外客率及び宿泊客率 

稚内市の観光特性を道外客率及び宿泊客率でみると、稚内市の道外客率は、 

増加基調にあり、平成 20 年度は 62.4％に達し、利尻礼文を抜いて道北地域では 

最も高くなっている。 

また、 宿泊客率も毎年コンスタントに 50％以上となっており、 平成 18 年度以 

降さらに増加基調にある。 

このように、稚内市の観光客は、道北地域の中でも最も道外客率が高く、か 

つ、宿泊客率も高いことに特徴がある。 

稚内市の道外客率の推移と他地域との比較 
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稚内市の宿泊客率の推移と他地域との比較 

北海道で平成 16 年 9 月から平成 19 年 3 月にかけて実施された Web 観光動態調査の結果で 

も、稚内市で宿泊した道外客数は、札幌、函館、富良野に次いで多いという結果となっている。 
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Web 観光動態調査における道内外客の宿泊地 

資料：ＷＥＢ観光客動態調査結果（北海道、経済部観光のくにづくり推進局） 

函館 34 5.8% 195 6.7% 229 6.5% 
大沼公園 7 1.2% 13 0.4% 20 0.6% 
江差 5 0.8% 9 0.3% 14 0.4% 
札幌 32 5.4% 435 14.9% 467 13.3% 
定山渓 23 3.9% 48 1.6% 71 2.0% 
支笏湖 7 1.2% 24 0.8% 31 0.9% 
中山峠 1 0.2% 3 0.1% 4 0.1% 
小樽 18 3.1% 127 4.4% 145 4.1% 
ニセコ 25 4.2% 53 1.8% 78 2.2% 
ルスツ 4 0.7% 14 0.5% 18 0.5% 
夕張 4 0.7% 15 0.5% 19 0.5% 
登別 17 2.9% 90 3.1% 107 3.1% 
室蘭 6 1.0% 12 0.4% 18 0.5% 
苫小牧 3 0.5% 39 1.3% 42 1.2% 
白老 3 0.5% 5 0.2% 8 0.2% 
洞爺 23 3.9% 53 1.8% 76 2.2% 
昭和新山 0 0.0% 6 0.2% 6 0.2% 
えりも 7 1.2% 15 0.5% 22 0.6% 
キロロ 3 0.5% 11 0.4% 14 0.4% 
その他の道央地方 28 4.8% 65 2.2% 93 2.7% 
その他の道南地方 17 2.9% 27 0.9% 44 1.3% 
旭川 16 2.7% 116 4.0% 132 3.8% 
富良野 14 2.4% 169 5.8% 183 5.2% 
美瑛 7 1.2% 65 2.2% 72 2.1% 
トマム 7 1.2% 16 0.5% 23 0.7% 
層雲峡 16 2.7% 97 3.3% 113 3.2% 
留萌 11 1.9% 29 1.0% 40 1.1% 
稚内 18 3.1% 130 4.5% 148 4.2% 
利尻・礼文 11 1.9% 46 1.6% 57 1.6% 
その他の道北地方 19 3.2% 40 1.4% 59 1.7% 
網走 20 3.4% 101 3.5% 121 3.5% 
紋別 12 2.0% 32 1.1% 44 1.3% 
美幌峠 1 0.2% 10 0.3% 11 0.3% 
温根湯 8 1.4% 17 0.6% 25 0.7% 
サロマ湖 7 1.2% 24 0.8% 31 0.9% 
小清水原生花園 1 0.2% 5 0.2% 6 0.2% 
知床（ウトロ） 13 2.2% 130 4.5% 143 4.1% 
その他のオホーツク地方 15 2.5% 19 0.7% 34 1.0% 
帯広 28 4.8% 89 3.1% 117 3.3% 
十勝川温泉 10 1.7% 45 1.5% 55 1.6% 
サホロ 1 0.2% 6 0.2% 7 0.2% 
知床（ラウス） 8 1.4% 37 1.3% 45 1.3% 
その他の十勝地方 11 1.9% 26 0.9% 37 1.1% 
釧路 21 3.6% 119 4.1% 140 4.0% 
摩周湖・川湯 12 2.0% 93 3.2% 105 3.0% 
阿寒 11 1.9% 83 2.8% 94 2.7% 
根室 4 0.7% 31 1.1% 35 1.0% 
野付半島 5 0.8% 17 0.6% 22 0.6% 
その他の道東地方 12 2.0% 51 1.7% 63 1.8% 
その他 3 0.5% 15 0.5% 18 0.5% 

合計 589 100.0% 2917 100.0% 3506 100.0% 

道内客 道外客 全体
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（３）月別観光客入込状況 

①道内客、道外客別 

平成 20 年度の稚内市の観光客の入込状況を月別にみると、8 月がピークとな 

っており、109.6 千人となっている。次いで、7 月、6 月、9 月、5 月の順となっ 

ている。逆に 12 月以降の冬季間は、11 千人から 16 千人程度となっており、大 

きく低下している。 

道内外客別にみると、 4 月及び 5 月では、 道内客の方が多くなっている以外は、 

道外客の方が多い。道外客率を他地域と比較した場合、4 月から 6 月にかけての 

春季を除いていずれも稚内の道外客率が高くなっている。特に利尻礼文との対 

比でみると、利尻礼文が 11 月から 3 月にかけて急激に道外客率が低下している 

ことに対し、稚内は高い水準を維持しており、稚内が独自の観光市場を形成し 

ている状況が伺える。 

観光客の入込状況をピークであった平成 14 年度と比較する。 

平成 20 年度の入込数を平成 14 年度と比較すると、各月とも減少している状 

況となっているが、 特に 5月から 10月にかけての時期で大きな差が生じている。 

さらに道内外客別に比較してみると、道外客では 8 月での減少が大きくなっ 

ているものの、 特に減少幅が大きいのは、 道内客数であることが明らかである。 

道内客では、通年通して減少にあり、特に春から秋にかけての時期と、2,3 月で 

の落ち込みが大きい。 

稚内市における道内客、道外客別月別観光客入込状況（平成 20 年度） 
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稚内市の月別道外客率の特性（平成 20 年度） 

平成 20 年度の稚内市における月別観光客入込状況の平成 14 年度との比較 

（総数） 

（道外客数） （道内客数） 

②宿泊客 

稚内市の観光客入込数の月別変動を宿泊、日帰り客別にみると、8 月のみが日 

帰り客数が宿泊客数を上回っており、それ以外の月は宿泊客数の方が多くなっ 

ている。 

宿泊客数は、1 月から上昇し、7 月にピークとなり、以降減少する傾向となっ 

ている。 
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この状況を北海道及び道北他地域と比較すると、宿泊客率が際立って高いこ 

とが特徴的となっている。特に入込数が低下する 10 月から 3 月にかけての時期 

の宿泊客率は 80％から 90％以上となっている。 

平成 20 年度の宿泊客や日帰り客の入込状況を平成 14 年度と比較すると、宿 

泊客数及び日帰り客数とも通年通して平成 14 年度実績より減少している。 

稚内市における宿泊、日帰り客別月別観光客入込状況（平成 20 年度） 

稚内市の月別宿泊客率の特性（平成 20 年度） 

平成 20 年度の稚内市における月別観光客入込状況の平成 14 年度との比較 

（宿泊客数） （日帰り客数） 
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（４）外国人観光客の入込状況 

稚内市を訪れる外国人観光客の入込状況を延べ宿泊客数からみると、年 

度による増減はみられるものの、増加基調にあり、平成 20 年度は 6,561 人とな 

っている。宗谷支庁全体と比較すると、稚内市が相当の割合を示しているもの 

に、近年では豊富町や枝幸町の入込数が伸びており、稚内市のウエイトはやや 

低下している。 

月別にみると、７月が最も多く 1,423 人となっており、ついで 8 月、6 月、9 
月の順となっているなど、夏季に集中している。この月別入込数の状況を近隣 

支庁と比較すると、近隣支庁で最も入込数が多いのは上川支庁で、ついで網走 

支庁となっている。特に上川支庁、網走支庁では冬季の入込数も比較的多くな 

っている。 

周辺市町村では、層雲峡温泉を有する上川町が夏季、冬季とも最も多く、つ 

いでリゾート、スキー場で知名度の高い富良野市となっており、冬季では流氷 

の網走市等も多いなど、知名度や特徴を有するところでの入込数が多くなって 

いる。 

稚内市を訪れる外国人観光客を国別でみると、 台湾が最も多く、 ついで香港、 

ロシア、その他アジア、その他ヨーロッパに順となっており、ロシア人の割合 

が高いのが特徴となっている。 

稚内市における外国人観光客宿泊数（延べ数）の推移 
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稚内市における月別外国人観光客宿泊数（延べ数） 

宗谷支庁及び近隣支庁における月別外国人観光客宿泊数（延べ数） 

外国人観光客数の入込数の多い周辺市町村（平成 20 年度） 
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市町村名 
延べ宿泊者数 

（人） 
市町村名 

延べ宿泊者数 
（人） 

１位 上川町 15376 上川町 11613 
２位 富良野市 9130 富良野市 6615 
３位 旭川市 6646 網走市 3456 
４位 占冠村 5847 旭川市 3029 
５位 美瑛町 3532 占冠村 2904 
６位 北見市 3521 東川町 1788 
７位 網走市 2760 北見市 1197 
８位 斜里町 2735 斜里町 919 
９位 稚内市 1423 紋別市 440 

１０位 上富良野町 1286 稚内市 244 

７月 １月
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平成 20 年度の稚内市における国別、外国人観光客宿泊者数構成 

台湾, 1,611人 , 

24.6% 

香港, 1,384人 , 
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３ 上位計画及び関連計画 

（１）新北海道総合計画 

新北海道総合計画（平成 20 年度～概ね 10 年間）において以下のとおり道北 

地域の観光に関してとして以下のとおり計画されている。 

道北地域、大雪山系、天塩山系などの山岳、石狩川や天塩川、サロベツ・ク 

ッチャロ湖などの湿原や湖沼、利尻・礼文、天売・焼尻といった離島など、雄 

大な自然や優れた観光資源に恵まれているが、近年の観光入込客数は、旭山動 

物園人気などにより、上川地域においては増加傾向であるが、留萌、宗谷地域 

は、減少傾向で推移している。 

このため、様々な観光資源と体験メニューを組み合わせたツアーの創出など、 

地域が連携した通年型・滞在型観光への転換が求められている。 

こうしたことから、地域の特色を生かした新たな観光資源の発掘や体験型・ 

滞在型観光メニューの充実を図るとともに、地域の広域的な連携による観光ル 

ートの開発など、道北地域の観光の魅力アップに取り組み、観光客の長期滞 

在や再訪を促進する。 

新北海道総合計画（平成 20 年度～概ね 10 年間）における施策展開 

道北観光の魅力発見プロジェクト 

広域観光ルートの開発、体験・滞在型観光地づくり 

離島観光の推進 

「食」の魅力を生かす連携促進、受入体制の整備 

情報の発信
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新北海道総合計画（平成 20 年度～概ね 10 年間）における主な取組み 

主な取組み 主な取組実施主体 

広域観光ルートの開 

発、体験・滞在型観光 

地づくり 

○広域観光ルートの開発、情報発信 

・ 広域観光ルートの検討 

・ シーニックバイウエイ活動団体と連携した取組 

の促進（大雪・富良野ルート、宗谷ルート、萌 

える天北オロロンルート） 

・ 東アジア地域等からの誘客促進 

国、道、市町村、 

民間 

○体験・滞在型観光地づくり 

・ アウトドア、農業、漁業体験等メニューの充実 

・ 温泉や森林、食や花等を生かしたヘルスツーリ 

ズムの促進 

・ イベントやスポーツを通じた冬季体験観光の促 

進 

・ 名水、名滝など新たな観光資源の発掘 

・ 地域連携による誘客促進やメニュー開発 

・ ウォーキングコースの設定及び整備促進 

道、市町村、民間 

離島観光の推進 ○ 離島観光の推進 

・ 離島を活用したツアーの企画促進 

・ 海藻押し葉など地域資源を生かした文化体験の 

促進 

・ 自然や食、海鳥などを生かした離島の魅力向上 

・ 展望台や遊歩道などの整備促進 

道、市町村、民間 

「食」の魅力を生かす 

連携促進、受入体制の 

整備 

○ 「食」の魅力を生かす生産者、観光事業者、ホ 

テル・飲食店等の連携促進 

・ ホテルや飲食店での地産地消促進に向けた検討 

・ 地元食材を活用したメニュー開発・提供 

道、市町村、民間 

○ 受入体制の整備 

・ 外国人観光客受入体制の整備促進（外国人向け 

観光ガイドブックの作成、外国人対応スタッフ 

の充実等） 

・ ホスピタリティ向上のための接遇研修等の実施 

・ 地域観光を支える人材の育成（ガイド等養成、 

地域学活用、食の応援団等） 

道、市町村、民間 

情報の発信 ○ 情報の発信 

・ 観光プロモーション事業等の促進 

・ ＨＰ等による情報発信、ＰＲ事業の展開 

道、市町村、民間
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■関連する主な基盤整備〔＊：道州制北海道地域連携モデル事業を含む施策〕 

○高規格幹線道路の整備 

○安心で快適な旅ができる交通ネットワークの整備＊ 

・地域高規格道路の整備促進 

・観光拠点へのアクセス道路の整備促進 

・外国語標記の道路標識の整備促進 

○安全で安心な道路交通環境の整備 

・安全な道路の整備促進 

・歩道の整備促進 

○地方空港の機能向上に向けた施設の整備 

・空港の整備促進 

○国内海上輸送拠点の整備 

・重要港湾の機能強化のための整備促進 

・港湾の整備促進 

○自然公園における利用施設の整備など自然とのふれあいの場づくり 

・自然公園の整備促進



109 

（２）第４次稚内市総合計画 

①稚内市の将来像 

第４次稚内市総合計画（平成 21 年度～30 年度）では、将来の稚内市の将来像 

として、「人が行き交う環境都市わっかない」が示されており、その目指すべき 

姿として５つのまちづくりが示されている。 

第４次稚内市総合計画における稚内市の目指す姿 

これらのまちづくりは、いずれも直接間接的に観光振興にかかわりをもって 

いる。そのうち、特に関連性の強いまちづくりである「人と物が行き交うにぎ 

わいのあるまち」では、稚内市は、サハリンへの玄関口、我が国有数の漁業基 

地として、港を中心に人・物・文化などの交流が活発に行われ、発展してきた 

ことから、この地理的な特性、港湾・空港・ＪＲ駅などの交通結節点、豊かな 

自然など、本市が持つ可能性を最大限に活用して観光や貿易の振興を図り、活 

力ある産業が躍動し、国内外から多くの人や物が行き交う交流拠点を目指すと 

されている。 

②第４次稚内市総合計画の基本構想 

第４次稚内市総合計画（平成 21 年度～30 年度）の基本構想は、経営計画と５ 

分野の部門別計画から構成されている。 

このうち、特に観光にかかる記載が強調されている分野は、分野４「都市基 

盤」と分野６「産業振興」である。 

分野４「都市基盤」においては、政策４－１「公共交通を充実させたまちづ 

くり」において、観光客の交通基盤の整備を進めることが、分野５「産業振興」 

では、食のブランド化や観光を核とした産業振興、サハリンとの経済交流の推 

進があげられている。 

稚内市の将来像 

人が行き交う環境都市わっかない 

人と地球環境にやさしいまち 

安全な食料供給基地・新たな産業の姿を目指すまち 

人と物が行き交うにぎわいのあるまち 

宗谷地域を牽引するまち 

市民が主役の地域自治を進めるまち
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・分野４「都市基盤」公共交通を充実させたまちづくり 

・分野５「産業振興」食のブランド化 

１）総合的な交通戦略の推進 

路線バスをはじめとする移動手段について、市民や観光客へのアンケート調査を行い、実態を 

把握し、徒歩、自転車、自動車、公共交通の適正な分担を市民・関係事業者とともに検討します。 

２）公共交通の利便性の向上 

路線バスについて、交通事業者と連携を図りながら、利用者の利便性の向上と生活路線の確保 

に努めます。また、少人数の多様なニーズに応えるディマンド型輸送など、新たな交通手段の導 

入について検討します。 

３）モビリティ・マネジメントの推進 

公共交通、歩行者、自転車交通などの多様な交通機関の利便性の向上を図るとともに、環境保 

全の側面からも、可能な限り公共交通による移動を心がける意識を市民生活に定着させるための 

意識改革と、利用促進のためのソフト事業を推進します。 

また、未来の交通の利用者であり、まちづくりの担い手である子どもたちに、学校での総合的 

な学習の時間を活用して、公共交通からまちづくりを考えてもらう機会をつくります。 

１）食品製造業の振興 

生産団体などとの連携により、原料の安定確保を図るほか、未利用資源などの利用開発を促進 

し、加工原料の安定確保を図ります。また、衛生管理対策の充実を図るため、ＨＡＣＣＰ＊（ハ 

サップ）の導入を促進するとともに、食の安全など消費者ニーズに対応した技術開発と製品の付 

加価値化を支援します。 

２）「稚内ブランド」製品の確立 

中小企業者と農漁業者が互いの技術やノウハウを活用して新たな加工食品の開発を進めるな 

ど、農商工等連携＊を推進します。また、より高品質な製品については、基準を設けブランド食 

品として認証するための仕組みづくりを、関係機関と連携して進めます。 

３）安全・安心な農水産物づくり 

食づくりの基礎である一次産業の国内外との競争力を強化するため、トレーサビリティシステ 

ムの普及やクリーン農業＊、有機農業＊の拡大、安全な水産物の栽培技術の確立に努めるととも 

に、本市の安全で良質な農水産物について、パッケージやロゴマーク＊などによりイメージの統 

一化を図り、産地としての地域ブランドの確立に努めます。 

４）地産地消の推進 

直売イベントや料理講習会などを通じ、地元で作られた食材・食品への理解と愛着を深め、家 

庭や学校給食における地産地消を推進するとともに、宿泊施設や飲食店との連携によるイベント 

の開催やメニューの開発などを促進し、地元での消費拡大を図ります。 

５）販路拡大・効果的ＰＲ 

本市や道内外で開催される物産展においてＰＲの強化に努めます。また、アジア地域やサハリ 

ンなど海外市場への販路拡大のため、見本市や商談会などへの参加を促進します。
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分野５「産業振興」商業の振興（関連部分の抜粋） 

・分野５「産業振興」観光を核とした産業振興 

１）観光資源の充実と情報の発信 

グリーンツーリズム＊や農業・漁業体験等のメニューの充実、エコツーリズム＊など、体験・ 

滞在型の観光地づくりを進めるとともに、シーニックバイウェイ＊の活動団体と連携した広域観 

光ルートの開発など、観光地としての魅力向上のための取組を進めます。 

また、本市の最北という地理的特性や風土・文化・産業・歴史に根付いた特色ある地域資源を発 

掘し、来訪者に「感動」を与えられるように効果的に魅力を伝え、発信していきます。 

２）受入体制の強化とホスピタリティの充実 

観光産業の従業者はもちろん、市民一人ひとりが、観光ガイドの意識を持ち、市民ぐるみで来 

訪者を温かく迎えるホスピタリティ向上のための取組を行います。また、外国人観光客を受け入 

れるために必要な知識の普及や観光パンフレットの充実を図るなど、受入体制の充実と整備に努 

めます。 

３）観光客誘致活動の推進 

稚内の魅力を売り込むために、自然体験型観光、個人、小グループ観光や外国人向けの目的に 

合った効果的なＰＲ活動を推進し、魅力の増す各種イベントを創出することにより、観光客誘致 

活動を促進します。また、団塊の世代や、サハリン・台湾・中国など旅行需要が期待される対象 

にターゲットをしぼり、ニーズに合った誘致宣伝活動を推進します。 

４）合宿・コンベンション＊の誘致 

スポーツ合宿やコンベンションの開催に向け、受け入れ施設に関する情報提供や誘致活動を進 

めるとともに、開催について支援を行います。 

１）中小小売業等への支援 

関係機関と連携を図りながら、中小小売業の魅力ある店づくりや中小卸売業者の流通構造、産 

業構造の変化に対応した業態の見直し、協同化・共同化による経営の効率化などの取組を支援す 

るとともに、経営の安定化に向けた制度の充実を図ります。 

２）商店街・商店会の活性化 

活性化を図るためには、まず、それぞれの個店の魅力を高めることが不可欠であり、そのため 

に必要な個店の経営診断の活用を促進します。また、空き店舗に関する情報収集・情報提供の充 

実に努めるとともに、地域と連携したイベントの開催を促進するなど、にぎわいのある空間の創 

出に努めます。また、地域の特性を活かした魅力ある商店街・商店会づくりのための計画策定を 

支援して、活性化を促進します。 

３）サハリンからの購買力の流入促進 

サハリン州 52 万人の購買力を本市に向けるため、 買い物ツアーの企画促進や観光ＰＲに努める 

とともに、語学研修の開催や日本文化の体験メニューの創出など受入のための基盤整備を、関係 

機関と連携して進めます。
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・分野５「産業振興」サハリンとの経済交流の推進 

５）「稚内ならではの食」の創出 

観光関連企業などで組織される「稚内・食の委員会」など、「食」の魅力を活かす生産者や観 

光事業者、宿泊・飲食店等の取り組みを支援し、地域の食材を活用した料理や特産品の開発を促 

進します。最北の自然の中にある新鮮な素材を活かした独創性ある「稚内の食」を創出し、新た 

な観光資源として人を呼び込むことができる「食づくり」を進めます。 

６）産業間の連携強化 

観光産業において、材料や資源の地域内調達率の向上を図るため、地元の食材など地場産品の 

活用を推進するとともに、生産者と宿泊施設などとの連携によるイベントの開催を促進します。 

また、一次・二次産業の資源を活用して、産業体験メニューの創出や景観づくりなど観光資源 

の開発を進めるため、産業間の交流の機会を増やすなど、相互理解を深める取組を通じ、産業間 

の連携強化を促進します。 

１）人的交流の促進 

本市における様々な友好交流事業や研修事業の実施などにより、 本市とサハリン州各都市との 

相互理解をより深めるとともに、市民相互の国際感覚をはぐくみ、経済界で活躍できる人材の育 

成に努めます。 

２）経済活動の促進 

行政や民間企業による対話をより活発化させ、 サハリンプロジェクトやインフラ整備に関連す 

る企業の稚内港の利用促進、 さらには稚内港を拠点とした物資の輸出入促進に向けた稚内企業見 

本市の開催など、様々な取組を展開します。また、サハリンからの買物ツアーなど旅行客の誘致 

に向けた受け入れ体制の強化など環境の充実に取組んでいきます。 

３）定期航路の充実 

フェリーによる定期航路の安定的な運行と充実を図るための取組を支援するとともに、 航空機 

による定期航路の開設実現に向けた活動を展開します。 

４）情報収集と発信の強化 

サハリン事務所を拠点とした情報収集と発信の強化を図ります。 

５）ＦＴＺ構想の実現に向けた取組の推進 

国内では、沖縄のみが指定を受けている「自由貿易地域」指定に向けて、特区制度などを活用 

して関係機関と連携を図りながら段階的に取り組むことにより、 稚内港を基地とした貿易の促進 

に努めます。
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第Ⅸ章 ワークショップ From Zeroの活動 

～ 稚内市観光振興計画を策定するにあたっての考え方 ～ 

初めて稚内を訪れた人は、「まだこんなところが有ったのか」と感嘆するだろう。それは日本本 

土最北端の自然を目の当たりにし、こみ上げてくる感動と、自然を対象にした現在の観光振興の 

主流とはおよそかけ離れた古い発想の観光地のありさまへの失望の入り混じった複雑な思いから 

に違いない。 

その稚内観光が停滞している。聴き取りによると、そもそも稚内には観光は無いと言い切る市 

民も少なくないという。本当にそうだろうか。本書の後段で詳細に述べられる、今年度観光協会 

の事業の一環として実施された稚内観光客への意識調査（アンケート）では、稚内の観光ポイン 

トを訪れた理由を「稚内という土地に来たかったから」と答えている回答者が 52.9％もいる。こ 

れは 6 通り上げられた選択肢の中で突出して多い回答である。「稚内以外の観光地へのついでだっ 

たから」へは、12.8%しかない。 

稚内には訪れる人々にとって大きな魅力があるにもかかわらず、地域の人々の認識には大きな 

誤解や勘違いがあるために、出口が見えない迷路に入り込んでいるのかもしれない。稚内観光の 

最大の課題は、 個々の観光事業ではなく、 地域観光振興に取組む考え方にあることが見えてきた。 

通常、地域の観光振興提案書や計画書では、データによる数からの地域の観光の現状と課題の 

指摘から始まり、その後に大小の夢のような事業が盛り込まれている。しかし、本書の構成はそ 

うした一般的な形とはおよそ異なったものとなっている。つまり、それらの項目の前に、まず稚 

内がこれから観光振興を行うに当たっての観光に対する根本的な考え方、取り組み方について詳 

しく示している。稚内という素晴らしい観光素材と壮大な事業計画があっても、考え方が間違っ 

ていたなら観光振興には結びつくことはないからである。 

観光振興には、現実を直視する客観的な目と、地域をどのような観光地にしていくか、ひいて 

は地域そのものをどのようにしていくのかという価値観にもとづく主観的な考え方が必要なので 

ある。 

本計画策定にあたって、今後の稚内観光の担い手となるであろう若手の方々で構成されるワー 

クショップ （ゼロから稚内観光を見なおそうという意味から From Zero と命名） に参加し、 また、 

多くの観光ポイントを実際に自ら訪れてみた。 さらに市の観光交流課の担当の方とも議論を重ね、 

その結果、稚内観光の振興にあたって何が課題になっているかを私なりに整理し、意見を述べさ 

せていただいた。 

より多くの市民の皆さんや関係の方々に本書を読んでいただき、地域が力を合わせて新しい稚 

内観光をつくっていってもらいたいと強く願うものです。 

ワークショップ From Zero 座長 

北海商科大学商学部准教授 細野 昌和
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１．活動概要 

稚内市観光振興計画の策定作業にあたり、稚内市主導の計画づくりではなく、 

市民自らが、稚内観光の役割、位置づけを認識し、自らが主体となって観光振 

興を図っていくことが重要である。 

このため、本計画づくりにあたっては、稚内観光のこれからの担い手である 

若手の方々を中心に、観光関連の方々だけでなく、商店街の方々等に参加して 

もらい、今、これから稚内観光をつくっていくという考え方のもと、「ワークシ 

ョップ From Zero」と命名し、取り組んできた。 

具体的には、From Zero のメンバー自らで、新たな稚内観光の掘り起こし作業 

に携わってもらい、実際に市内を探索してもらったり、稚内の歴史・文化の掘 

り起こし作業に携わってもらいながら、今後の稚内観光のあり方を検討してき 

た。

また、本計画策定にあたっては、北海商科大学細野昌和准教授のご指導、ア 

ドバイスをいただきながら取り組んできた。 

ワークショップ活動状況
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ＫＪ法により意見 

集約・体系化作業 

（細野、ビズ総研） 

現状：利尻・礼文観光の 

「ついでに立ち寄り」 
「稚内へ行きたい」 

・ 観光客にとって稚内は通過する所 

・ 経済効果・社会効果が限定 

・ 市民も観光地とは思っていない 

・ 不統一で中途半端な取り組み 

・ 観光資源の浪費、荒廃の危険 

・ 観光客にとって稚内が観光目的地 

・ 宿泊し１～2 日かけて稚内の自然・歴史を満喫 

・ 市民に観光地としての認識と意欲 

・ 統合された質の高い観光振興への志向 

・ 持続可能な観光地 

STEP 2（9～10 月）：歴史と意味の掘り起こし 

・ 歴史と意味の奥行きの新たな認識 ・ ステップ 1 が持つ歴史、意味を掘り起こし 

・ 人々に感動を与える本土最北端の歩み ・ 自然と歴史・意味をつむぎ、稚内観光の姿へ 

市民と行政の協力のもと稚内を観光目的地化へ 

ワークショップ“From Zero” 

From Zero の目的： 稚内を観光目的地に変える 

STEP 1（～9月）：稚内の自然・景観の掘り起こし／個人観光客の意識調査 

・ 目前に広がる稚内の空間的な新たな認識 ・ From Zero の視点で価値の見直し、掘り起こし 

・ 日本唯一の財産最北端の自然・景観 ・ 現状の個人観光客の意識把握 

STEP 3（10～11 月）：稚内を観光目的地にするための From Zero の主体的意見 

可能な限り多くの多元的意見をカード化 

・ 自然と歴史を提供するために必要なモノ・コト 

・ ゆっくりと見て、体験し、感動してもらう工夫 

・ 振興を推進するための市民の役割、行政の役割 

・ 現状の課題、改善点 等々 

独自の魅力 

中期的観光振興策作成
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ワークショップ From Zero メンバー表 

ワークショップメンバー表 

氏 名 所 属 

座 長 細野 昌和 北海商科大学商学部准教授 

副座長 佐賀 孝博 稚内北星学園大学情報メディア学科教授 
From Zero 相原 春樹 稚内空港ビル株式会社 

〃 秋元 哲哉 ㈱うろこ市 

〃 池野 恵介 ホテル喜登 

〃 尾崎 篤志 ペットショップ カナリヤ 

〃 梶 隆一 稚内グランドホテル 

〃 菅野 貴広 北都観光株式会社 

〃 木村 正志 稚内観光協会 

〃 杉本 廷 ハートランドフェリー㈱ 

〃 出村 賢志 ㈱カメラセンター稚内中央写真館 

〃 平間 英光 ㈱稚内副港サービス 

〃 武藤 尚 ㈱武藤はくぜん 

〃 村上 由夏 ホテル 御園 

〃 安田 智美 ホテル メグマ 

〃 米谷 裕人 ㈱トヨタレンタリース旭川 

〃 稚内市建設産業部観光交流課 

とりまとめ 三上 知也 (有)ビズ総合研究所
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２．ワークショップの考え 

ワークショップの意見及び今後の観光振興の方向性 

項 目 具体的意見 

（代表意見もしくは意見の集約） 

今後の方向性 

稚内の現 

状につい 

て 

稚内のイメー 

ジについて 

・ 何もない 

・ 遠い、運賃が高い 

・ 寒い、暗い、風が強い、 

・ 新たなイメージづくり 

稚内観光の課 

題について 

・ 個人客が行動できる場がない 

・ 看板、案内が機能していない 

・ 楽しめる場をつくる 

・ 看板等の見直し 

交通につ 

いて 

稚内までの交 

通アクセスに 

ついて 

・ 航空運賃が高い。低価格化 

・ 欠航対策が必用 

・ ＪＲリゾート列車の運行 

・ 時間距離対策 

・ アクセス交通対策 

・ 移動時間を楽しむ 

稚内での交通 

について 

・ 観光タクシーの運行 

・ 巡回バスの運行 

・ 空港からホテルまでのシャトル 

バス、タクシー、レンタカー利 

用体制の整備 

・ 徒歩客が楽しめるサポート体 

制 

今後の改 

善、整備 

について 

施設整備につ 

いて 

・ 観光拠点施設の整備 

・ 通年利用可能な全天候施設 

・ 温泉施設 

・ 道の駅の整備 （オロロンライン、 

オホーツクライン、国道 40 号） 

・ 稚内の歴史・文化の提供機能の 

整備 

・ 楽しめる場をつくる 

観光資源の見 

直し 

・ 海、利尻富士 

・ 電柱等の配慮 

・ 旧稚内駅（北防波堤ドーム） 

・ 歴史・伝説の絵本の作成 

・ 歴史・文化探索コース 

・ 楽しめる場をつくる 

独自観光メニ 

ューの創出 

・ 待ち歩き・散策コース 

・ グルメ、土産品の創出 

・ 新たなイベント企画 

・ 体験観光メニュー（農業、漁業） 

観光情報発信 

機能 

・ 看板の見直し（道順などわかり 

やすく、 英語標記等外国語対応、 

地元情報の充実） 

・ 情報システム（無線ＬＡＮの整 

備、ホームページの充実（ロー 

ドマップ、企業情報等の充実） 

・ 観光情報の整備と発信機能の 

整備 

広告・ＰＲ ・ マスコミの活用 

・ 有名人の活用 

・ 観光情報の発信
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・ 雑誌への掲載 

宿泊施設 ・ 個人、家族向け、女性向け等 

・ 価格の見直し 

・ ホスピタリティの向上 

・ コンベンション機能の活用 

・ 観光客の行動サポート機能の 

整備 

・ 楽しめる場をつくる 

ホスピタリテ 

ィの向上 

・ 市民、企業の地元意識の醸成 

・ タクシー運転手の意識醸成 

・ 観光・サポート情報提供機能の 

充実 

観光マイスタ 

ー制度の活用 

・ 観光関連企業での普及 

・ タクシー業界への普及 

推進体制 

について 

観光推進主体 ・ 観光協会、市役所等の役割分担 ・ 稚内観光振興中核組織の明確 

化 

継続的活動 ・ From Zero の継続 

・ 業界等における勉強会 

・ 学校、市民向け稚内観光教育、 

啓発 

・ 観光推進体制の確立 

広域連携 ・ オロロンラインの見直し、連携 

強化 

・オホーツクラインの見直し、連 

携強化 

・ 広域連携の推進
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ワークショップの考え方の総括 

観光振興の方向 

・ 新たな観光資源の発掘とイメージ 

づくり 

・ 稚内時間を楽しむ場つくり 

・ 観光情報の整備と発信 

・ 現状受入れ体制見直しと新たな整 

備 

地元受け入れ体制の整備 

観光資源の見直し 

観光推進体制の整備 

観光情報発信機能の整備 

中核施設の整備 

宿泊施設 

・ 個人、家族向け、女性向け等 

・ 価格の見直し 

・ ホスピタリティの向上 

・ コンベンション機能の活用 

稚内までの交通アクセスの整備 

・ 航空運賃の低価格化 

・ 欠航対策 

・ ＪＲリゾート列車の運行 

・ 時間距離対策 

稚内での交通 

・ 観光タクシーの運行 

・ 巡回バスの運行 

・ 空港からホテルまでのシャトルバ 

ス、タクシー、レンタカー利用 

稚内のイメージ 

・ 遠い、運賃が高い 

・ 寒い、暗い、風が強い 

・ なにもない 

ホスピタリティ 

・ 市民、企業の地元意識の醸成 

・ タクシー運転手の意識醸成 

情報システム 

・ 無線ＬＡＮの整備 

・ ホームページの充実（ロード 

マップ、企業情報等の充実） 

看板の見直し 

・ 道順などわかりやすく 

・ 英語標記等外国語対応 

・ 地元情報の充実 

独自観光メニュー、ツアー企画 

・ 待ち歩き・散策コース 

・ グルメ、土産品 

・ イベント企画 

・ 体験観光メニュー（農業、漁業） 

施設整備 

・ 観光拠点施設の整備 

・ 通年利用可能な全天候施設 

・ 温泉施設 

観光推進主体 

・ 観光協会、 市役所等の役割 

分担 

広告・ＰＲ 

・ マスコミの活用 

・ 有名人の活用 

・ 雑誌への掲載 

歴史 

・ 旧稚内駅（北防波堤ドーム） 

・ 歴史・伝説の絵本 

・ 歴史・文化探索コース 

景観 

・ 海、利尻富士 

・ 電柱等の配慮 

継続的活動 

・ From Zero の継続 

・ 業界等における勉強会 

・ 学校、市民向け稚内観光教 

育、啓発 

現状認識 

・ 受け入れ体制の整備が必要 

・ 観光客は稚内目的で来ている 

・ ただし、来ても何もない 

・ 個人客が行動できる場がない 

・ 看板、 案内が機能していない （自 

動車利用客への対応が急務） 

広域連携 

・ オロロンライン 

・ オホーツクライン 

観光マイスター制度の推進 

・ 観光関連企業での普及 

・ タクシー業界への普及 

道の駅の整備 

・ オロロンライン 

・ オホーツクライン 

・ 国道 40 号
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資料１．平成 21年稚内観光客アンケート調査 

（１）調査の目的等 

（２）調査の概要 

稚内市を訪れる観光客を対象に満足度に関するアンケート調査を実施した。 

調査の実施方法は、以下のとおりである。 

ａ）調査の実施時期：平成 21 年８月１日（土）～２日（日） 

ｂ）調査の実施方法：稚内観光の主要観光ポイントである宗谷岬、ノシャッ 

プ岬、稚内公園にて、調査員を配置し、ヒアリング形式によるアンケー 

ト調査を実施している。 

ｃ）調査の対象：ツアー観光客を除く個人客 

（３）調査結果 

本調査では、稚内市を訪れる観光客を対象に稚内市の観光に関するアンケー 

ト調査を実施した。アンケート調査の実施にあたっては、稚内を訪れる目的や 

ニーズがより明確な個人客（ここでは、ツアー観光客以外を意味する）を対象 

とした。また、個人客の行動やニーズを踏まえた観光振興を推進することは、 

パッケージツアー客の増加に繋がることにもなる。 

なお、アンケート調査は、宗谷岬、ノシャップ岬、稚内公園を訪れた観光客 

に対して、ヒアリング形式で行っている。 

①アンケート調査の項目について 

アンケート調査の項目は、以下のとおりである。 

NO． 項目 設定の視点 

１ 稚内を訪れたきっかけ 稚内を目的をもって訪れたかどうか （他の 

観光地に行くついでに寄ったかどうか） の 

確認 

２ 主な利用交通機関 稚内までの利用交通機関と稚内での利用 

交通機関の把握 

３ 滞在・宿泊数 稚内での滞在日数及び稚内での宿泊数の 

把握 

４ 本日の出発地と最終訪問地 （宿泊地） 稚内の主要観光地を訪れる際の行動把握 

５ 宿泊予約の方法 個人客の主たる宿泊予約の方法を把握 

６ 自然景観の感想 稚内の主要観光地の自然景観についての 

評価を把握 

７ 周辺の観光開発・施設・店舗等に対 

する評価 

稚内の主要観光地の周辺施設、 演出等が当 

該自然景観と調和しているかどうかの評
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価把握 

８ 今回の訪問観光ポイント 稚内で訪れた観光ポイントの把握 

９ 稚内、道北でイメージされるもの 稚内に対してどのようなイメージ、 印象を 

もっているかを把握 

１０ 稚内の観光パンフレットについて 稚内で発行されているパンフレットが観 

光客にとって役立っているかどうかの把 

握 

１１ 役立ったパンフレットの名称 役立ったパンフレットが稚内で作成され 

たものかどうかを把握するとともに、 どの 

ようなパンフレットが役立ったと思って 

いるのかを把握 

１２ 無線 LAN を使用できる機器の携帯 

状況 

本設問は、 今後の稚内の観光振興において 

情報ツールの整備方法として公共無線 
LAN が重要と位置づけていることから、 

本システムに対する観光客の意向を把握 

するために設定。 

１３ 無線 LAN が使用できる環境が整備 

された場合の利用意向 

１４ 今回の旅行行程における稚内市内で 

の観光消費額 

稚内市内でどのようなサービス、「もの」 

に対して消費が発生しているかの把握 

１５ 属性 回答者の性別、年齢、出発地等の属性把握 

１６ 稚内観光に対する感想、意見 稚内の観光に対する観光客の率直な意見 

を把握 

１７ 立ち寄り観光ポイント 設問８と同様であるが、設問８では、メイ 

ンとして考えられている観光ポイントが 

把握されることに対し、本設問では、立ち 

寄ったポイントをより多く把握すること 

が目的 

②アンケート調査回収結果 

本調査は、平成 21 年 8 月 1 日（土）～2 日（日）にかけて実施し、514 票の 

回答を得ている。 

③アンケート調査の結果 

1)回答者の属性について 

・性別、年齢 

本調査の回答者は、 約 7 割が男性で、 3 割が女性であった。 また、 年齢構成は、 
30 歳代が最も多いが、概ね 20 歳代から 50 歳代まで２割程度であった。
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アンケート回答者の性別及び年齢構成 

・居住地 

回答者の居住地構成は、道外居住者が約 6 割、道内居住者が 4 割となってい 

る。

このうち、道内居住者では、石狩支庁管内居住者が最も多く、ついで、上川 

支庁、網走支庁、空知支庁の順となっており、札幌市を含む石狩支庁管内居住 

者以外では、近隣支庁居住者が多くなっている。 

一方、道外居住者は、東京都が最も多く、ついで、神奈川県、埼玉県、大阪 

府、愛知県、兵庫県、千葉県の順となっており、夏季に限定就航している中部 

空港便及び関西空港便の影響により愛知県や関西からの訪問客が比較的多い。 

回答者の居住地構成 道外居住者の県別構成 

男性 
68.1% 

女性 
31.9% 

２０代 

17.1% 

１０代 

4.5% 

３０代 

23.3% 

４０代 

19.5% 

５０代 

22.2% 

６０代 

11.1% 

７０代以 

上 

2.3% 

上川 

8.2% 

空知 

2.1% 

桧山 

0.0% 
後志 

0.4% 

留萌 

0.4% 

宗谷 

0.4% 

網走 
2.3% 

胆振 

1.4% 日高 

1.0% 

十勝 

1.4% 
釧路 

0.8% 

根室 

0.2% 

道外 
59.3% 

石狩 

21.8% 

渡島 

0.4% 

千葉県 
4.4% 

広島県 
3.5% 

茨城県 
2.9% 

宮城県 
2.9% 

兵庫県 
5.1% 

静岡県 
2.9% 

愛知県 
6.7% 

その他 
24.1% 

大阪府 
8.6% 

埼玉県 
9.5% 

神奈川県 
13.0% 

東京都 
16.5%
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・同行者 

同行者をみると一人が最も多く 32.1％となっており、ついで、夫婦、友人・ 

同僚、家族の順となっている。 

同行者の構成 

・訪問回数 

稚内への訪問回数についてみると、半数以上が、初めてとしているが、２回 

以上のリピーターの割合も多い。 

道外、 道内客別にみると、 道外客では初めての割合が 6 割以上となっている。 

道内客は、逆に２回以上の割合が 6 割近くとなっている。 

稚内への訪問回数 

３回以上 

39.2% 
初めて 

40.7% 

２回目 

20.1% 

その他 

1.9% 

一人 
32.1% 

家族 
20.2% 

友人・同 
僚 

20.8% 

夫婦 

24.9% 

２回目 

14.4% 

初めて 

54.5% 

３回以上 

31.1% 

（全体：n=504） 

３回以上 

25.6% 

初めて 

63.9% 

２回目 

10.5% 

（道外客：n=305） （道内客：n=209）
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2)稚内市を訪れたきっかけ 

稚内を訪れたきかっけについてみると、「稚内という土地に来たかったから」 

が最も多く、「稚内以外の観光地へのついで」や「仕事のついで」、「どらいぶが 

てら」といった回答割合が低いことからも、稚内を明確に目的地として訪れて 

いる状況が把握された。 

道外、道内客別にみると、道外客の方が「稚内という土地に来たかったから」、 

「特に訪れたい場所が稚内にあったから」、「稚内に食べたい物・買いたい物が 

あったから」のいずれの回答率とも高くなっており、稚内を目的地とする意識 

が高い状況となっている。 

「特に訪れたい場所が稚内にあったから」との回答の具体的場所についてみ 

ると、宗谷岬が最も多く、ついでノシャップ岬、宗谷丘陵の順となっているが、 

圧倒的に宗谷岬が多くなっている。 

「稚内に食べたい物・買いたい物があったから」の具体的内容をみると、ウ 

ニ・ウニ丼が多い。また、「稚内以外の観光地へのついで」とする回答の具体的 

場所は、ほとんどが利尻・礼文となっている。 

稚内を訪れた理由が「その他」の回答の具体的内容としては、「北海道一周、 

日本縦断等」が最も多くなっている。 

稚内を訪れたきっかけ 

（全体：複数回答、514 人に対する回答者率） 

52.9% 

19.3% 

10.1% 

12.8% 

4.5% 

14.6% 

12.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 

稚内という土地に来たかったから 

特に訪れたい場所が稚内にあったから 

稚内に食べたい物・買いたい物があったから 

稚内以外の観光地へのついでだったから 

仕事のついでだったから 

ドライブがてらに立ち寄った 

その他
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（道外客：複数回答、305 人に対する回答者率） 

（道内客：複数回答、209 人に対する回答者率） 

58.7% 

23.6% 

11.1% 

11.8% 

2.6% 

12.5% 

11.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 

稚内という土地に来たかったから 

特に訪れたい場所が稚内にあったから 

稚内に食べたい物・買いたい物があったから 

稚内以外の観光地へのついでだったから 

仕事のついでだったから 

ドライブがてらに立ち寄った 

その他 

44.5% 

12.9% 

8.6% 

14.4% 

7.2% 

17.7% 

14.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 

稚内という土地に来たかったから 

特に訪れたい場所が稚内にあったから 

稚内に食べたい物・買いたい物があったから 

稚内以外の観光地へのついでだったから 

仕事のついでだったから 

ドライブがてらに立ち寄った 

その他
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「稚内で特に訪れたい場所」の内容 

「稚内で特に食べたい物、買いたい物」の内容 

「稚内以外の観光地へのついで」の場合の主たる観光目的地 

場所 人数 
宗谷岬 47 
ノシャップ岬 13 
宗谷丘陵 4 
稚内公園 3 
ゴルフ場 3 
稚内森林公園 1 
大沼 1 
稚内駅 1 
稚内空港付近の国道 1 
旅人村 1 
バイクステーション稚内 1 
ライダーハウス漁師の店 1 

小計 77 
無回答 22 

合計 99 

食べたい物・買いたい物 人数 
ウニ、ウニ丼 21 
イクラ、イクラ丼 3 
海鮮物 3 
カニ 4 
鮭 1 
キャンプ食材 1 
じゃがぽっくる 1 
タコカレー 1 
食べ処さるぼぼ 1 

小計 36 
無回答 16 

合計 52 

稚内以外の観光地 人数 
利尻、礼文 34 
オロロンライン 1 
浜頓別町 1 
函館市 1 
登別市 1 
小計 38 
無回答 28 
合計 66
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「その他」の理由の内容 

3)主な利用交通機関 

稚内までの利用交通機関についてみると、全体では、自家用車が最も多く、 
43.6％を占める。ついで、バイク、航空機、鉄道、レンタカーとなっており、道 

路交通の利用者が約 8 割を占める（77.9％）。 

道外、道内客別にみると、道外客では、バイクが最も多く 32.2％となってお 

り、ついで、自家用車、航空機、レンタカーの順、道内客では、自家用車が 67.3 
を占め、ついで、バイク、鉄道、航空機の順となっている。 

このように、道外客も自宅からバイクや自家用車を利用して訪れる観光客が 

多くなっている。 

また、観光ポイントまでの利用交通機関についてみると、稚内までの利用交 

通機関を反映して、自家用車、バイクが多くなっているほか、稚内まで航空機 

や鉄道を利用してきた観光客のレンタカーが加わり、レンタカー利用者も多く 

なっている。 

その他の理由 人数 
道内一周、日本縦断などの途中で立ち寄り（※１） 11 
友人の見送り 9 
利尻山登山、利尻・礼文観光の拠点（※２） 6 
大学見学 4 
稚内みなとな南極まつり 3 
友人がいる 3 
帰省 3 
わっかない観光物産まつり 1 
約５０年前に当地で働いていた 1 
父が単身赴任 1 
取材 1 
サハリンを見たくて 1 
昨年来たが雨だったので再訪 1 
最北端を目指したから 1 
ゴルフ 1 
急に行くことを思い立った 1 
家族旅行 1 
思い出づくり 1 
訪れたことがないから 1 
お寺参りのついて 1 

小計 52 
無回答 14 

合計 66 
※１　道内一周、日本縦断のスタート地点、日本一周、ツーリングをまとめた。 
※２　利尻山登山、利尻・礼文観光をまとめた。
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稚内までの利用交通機関 

（全体：n= 479（不明を除く）） 

（道外客：n=283（不明を除く）） （道内客：n=196（不明を除く）） 

航空機, 

15.4% 

鉄道, 5.8% 

バス, 0.2% 

自家用車, 

43.6% 

レンタカー, 

5.8% 

バイク, 

26.5% 

その他, 

0.8% 
自転車, 

1.7% 

鉄道, 4.9% 

バス, 0.4% 

レンタカー, 

8.1% 

その他, 

1.4% 

自家用車, 

27.2% 

バイク, 

32.2% 

航空機, 

23.0% 

自転車, 

2.8% 

航空機, 

4.6% 

バイク, 

18.4% 

レンタカー, 

2.6% 

鉄道, 7.1% 

自家用車, 

67.3% 

自家用車, 

45.0% 

レンタカー, 

20.0% 

タクシー, 

1.3% 

バス, 4.9% 

バイク, 

25.1% 

徒歩, 1.3% その他, 

0.2% 
自転車, 

2.3% 

観光ポイントまでの利用交通機関（n=471（不明を除く））
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4)旅行日数 

稚内を訪れた観光客の北海道での旅行日数についてみると、全体では４泊以 

上が最も多く、ついで２泊３日、３泊４日の順となっている。道外、道内客別 

にみると、道外客では４泊以上の割合が７割を超え、３泊４日を含めると９割 

近い割合となっている。道内客では、１泊２日の旅行が最も多く、ついで２泊 

３日となっている。 

こうした旅行行程において稚内での滞在日数についてみると、日帰りもしく 

は立寄り客の割合が４割以上で最も多くなっているが、逆に稚内で宿泊する観 

光客の割合が５割以上となっている。 

道外、道内客別にみると、ほぼ同様の傾向がみられるが、稚内で複数泊する 

割合は同外客の方が高くなっている。 

北海道での滞在日数 

（全体：n=404（不明を除く）） 

０泊１日, 

2.7% 

３泊４日, 

15.3% 

２泊３日, 

17.1% ４泊以上, 

53.5% 

１泊２日, 

11.4% 

２泊３日, 

11.9% 

３泊４日, 

14.5% 

４泊以上, 

71.0% 

１泊２日, 

2.6% 

０泊１日, 

8.1% 

４泊以上, 
18.5% 

３泊４日, 

17.0% 

２泊３日, 

27.4% 

１泊２日, 

28.9% 

（道外客：n=269（不明を除く）） （道内客：n=135 （不明を除く））
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稚内市での滞在日数 

（全体:n=510（不明を除く）） 

5)当日の出発地と当日の最終目的地 

調査当日の観光客の出発地についてみると、稚内発とする観光客の割合が最 

も高く、36.0％を占めている。ついで、石狩支庁管内、宗谷支庁管内、上川支庁 

管内、道外の順となっている。また、当日稚内発とする観光客の当日の目的地 

についてみると、その日も稚内泊とする観光客の割合が 30％と最も多く、つい 

で上川支庁管内、網走支庁管内、石狩支庁管内、道外の順となっている。 

一方、当日の目的地についてみると、稚内とする割合が 34.6％と最も多く、 

ついで、上川支庁管内、宗谷支庁管内、石狩支庁管内、網走支庁管内の順とな 

っている。当日、稚内で宿泊する観光客のその日の出発地についてみると、石 

狩支庁管内、道外が多く、ついで網走支庁管内となっている。 

このように、先の稚内での滞在日数でも把握されたように、稚内で宿泊する 

観光客の割合が高い状況となっていることに加え、観光客の居住地構成から稚 

内を訪れる観光客は、道外客であれば直接稚内に入る、あるいは札幌等の石狩 

支庁管内を経由して稚内に入るパターン、道内客であれば居住地から直接稚内 

１泊２日, 

39.4% 

０泊１日, 
42.9% 

４泊以上, 

2.2% 
３泊４日, 

2.5% 

２泊３日, 
12.9% 

１泊２日, 
36.6% 

０泊１日, 
43.2% 

２泊３日, 
15.8% 

３泊４日, 
1.7% 

４泊以上, 

2.6% 

１泊２日, 

43.5% 

０泊１日, 

42.5% 

２泊３日, 
8.7% 

３泊４日, 
3.9% 

４泊以上, 

1.4% 

（道外客：n=303（不明を除く）） （道内客：n=207（不明を除く））
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に入るパターンが多く、その後、道外客では、上川、網走方面に移動するパタ 

ーン、道内客では帰宅するというパターンが多い状況となっている。 

当日の出発地 

注：n=480（不明を除く） 

当日の目的地（宿泊地） 

注：n=445（不明を除く） 

留萌, 6.0% 

宗谷, 10.2% 

稚内市, 36.0% 

石狩, 16.5% 

道外, 8.8% 
根室, 0.0% 

網走, 5.0% 

胆振,2.7% 

釧路, 0.8% 

日高, 0.0% 

渡島, 0.6% 

上川, 8.5% 

空知,0.8% 

後志, 0.2% 
桧山, 2.9% 

十勝, 0.8% 

空知 

3.1% 

留萌 

2.0% 

宗谷 

4.1% 

稚内市 

30.6% 

石狩 

11.2% 上川 

21.4% 

網走 

12.2% 

道外 

9.2% 胆振 

2.0% 

日高 

1.0% 

釧路 

2.0% 
十勝 

1.0% 

留萌, 5.2% 

稚内市, 34.8% 

桧山, 0.2% 

渡島, 0.9% 

後志, 0.0% 

石狩, 11.0% 

宗谷, 13.3% 

網走, 8.8% 

道外, 4.3% 

胆振, 2.5% 

十勝, 0.7% 

根室, 0.0% 

日高, 0.2% 

釧路, 1.3% 

上川, 13.9% 

空知, 2.9% 渡島 

1.1% 

日高 

4.3% 

上川 

8.7% 

稚内市 

32.6% 

石狩 

27.2% 

留萌 

4.3% 

宗谷 
2.2% 

網走 

5.4% 

胆振 

1.1% 

十勝 

3.3% 
道外 

8.7% 

釧路 

1.1% 

当日稚内発の観光客のその 

日の目的地（宿泊地） 

当日稚内泊の観光客のその 

日の出発地
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6)宿泊予約の方法 

稚内市内の宿泊施設を利用した観光客の予約方法についてみると、インター 

ネットによる予約が最も多く、ついで電話等による直接予約となっており、個 

人客の多くが旅行代理店を通さず、本人が直接予約する方法をとっている状況 

となっている。 

道外、道内客別にみると、インターネットによる予約は道内客の方が多く、 

道外客はインターネットによる方法が多いものの、道内客と比較して直接予約 

あるいは旅行代理店を通しての予約の割合が高くなっている。 

7)自然景観の感想 

本調査では、アンケート調査を実施したノシャップ岬、稚内公園、宗谷岬の 

各観光ポイントにおける自然景観に対する感想を自由回答方式で回答してもら 

っている。 

調査を実施した 8 月 1 日～2 日にかけては、天候は曇一時霧雨（1 日）、曇り 

一時雨（2 日）（気象庁）で、平均気温も 1 日が 17.6℃、2 日が 15.6℃となって 

おり、肌寒い気候であったことや、利尻富士も時間帯によっては見えない状態 

であったことなどから、「寒い」といった天候に対する不満感からマイナス評価 

直接 

26.2% 

インターネッ 

ト 

44.6% 

その他 

15.7% 

旅行代理店 

13.4% 

旅行代理店 

17.4% 
その他 

12.8% 

インターネッ 

ト 

39.0% 

直接 

30.7% 

旅行代理店 

6.4% 

その他 

20.8% 

インターネッ 

ト 

54.4% 

直接 

18.4% 

宿泊予約の方法 

（全体 n=343（宿泊しないを除く）） 

（道内客：n=125（宿泊しないを除く）） （道外客：n=218（宿泊しないを除く））
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をしている回答も比較的多くみられている。 しかし、 自然景観に対する評価は、 

総じてプラスの評価が多い。 

記載内容からキーワードを抜き出し、そのキーワードから大きく評価の対象、 

景観の印象、体感の印象、その他に分類して集計した結果から、各調査ポイン 

ト別の評価をみると、ノシャップ岬では、評価の対象としては「海・海岸線・ 

岬」や「利尻富士」があげられており、景観の印象としては、「きれい・素晴ら 

しい」、「広い・雄大」といった印象の回答が比較的多かった。 

宗谷岬は、評価の対象としては「最北端・最果て」、「丘陵・氷河地形・草原」 

があげられており、景観の印象としては、「きれい・素晴らしい」、「広い・雄大」、 

「手つかずの自然」といった印象の回答が多かった。 

稚内公園は、評価の対象としては「海・海岸線・岬」、「施設」があげられて 

おり、高台からの海の眺望や公園内のオブジェなどが印象に残っている様子が 

うかがえる。 

観光ポイントの自然景観に対する評価 

観光ポイントの自然景観に対する評価（キーワード集計） 

プ
ラ
ス 

マ
イ
ナ
ス 

そ
の
他 

385 87 3 66 
81.1% 18.3% 0.6% 13.9% 

114 26 0 36 
81.4% 18.6% 0.0% 25.7% 

203 58 3 48 
76.9% 22.0% 1.1% 18.2% 

68 3 0 25 
95.8% 4.2% 0.0% 35.2% 

当
日
の
天
候
へ
の
不
満 

合計 

ノシャップ岬 

回
答
数 

475 

140 

印象 
[好感度] 

宗谷岬 

稚内公園 

264

71 

海
・
海
岸
線
・
岬 

丘
陵
・
氷
河
地
形
・ 

草
原 

緑
・
花 

最
北
端
・
最
果
て 

利
尻
富
士
・
利
尻
島 

サ
ハ
リ
ン 

サ
ロ
ベ
ツ
原
野 

施
設 

食
べ
物 

広
い
・
雄
大 

き
れ
い
・
素
晴
ら
し 

い 手
つ
か
ず
の
自
然 

北
海
道
ら
し
い
・
他 

と
の
違
い
・
日
本
離 

れ 寂
し
い
・
荒
涼
感
・ 

何
も
な
い 

寒
い 

暖
か
い 

爽
や
か 

強
い
風
・
冷
た
い
風 

ゆ っ
 

た
り 

ド
ラ
イ
ブ
・
道
路 

沿
道
景
観 

開
放
的
・
明
る
い 

イ
メ ー

 

ジ
と
の 

ギ ャ
ッ
 

プ 

静
か 

空
気
が
い
い 

26 15 7 27 14 5 5 11 5 36 121 27 11 8 74 2 6 30 2 5 2 2 5 4 2 
5.5% 3.2% 1.5% 5.7% 2.9% 1.1% 1.1% 2.3% 1.1% 7.6% 25.5% 5.7% 2.3% 1.7% 15.6% 0.4% 1.3% 6.3% 0.4% 1.1% 0.4% 0.4% 1.1% 0.8% 0.4% 

15 0 7 5 12 2 5 3 3 18 36 10 3 0 21 2 2 7 2 2 2 0 2 2 0 
10.7% 0.0% 5.0% 3.6% 8.6% 1.4% 3.6% 2.1% 2.1% 12.9% 25.7% 7.1% 2.1% 0.0% 15.0% 1.4% 1.4% 5.0% 1.4% 1.4% 1.4% 0.0% 1.4% 1.4% 0.0% 

3 13 0 20 2 3 0 3 2 15 59 15 8 8 51 0 2 18 0 3 0 2 3 0 0 
1.1% 4.9% 0.0% 7.6% 0.8% 1.1% 0.0% 1.1% 0.8% 5.7% 22.3% 5.7% 3.0% 3.0% 19.3% 0.0% 0.8% 6.8% 0.0% 1.1% 0.0% 0.8% 1.1% 0.0% 0.0% 

8 2 0 2 0 0 0 5 0 3 26 2 0 0 2 0 2 5 0 0 0 0 0 2 2 
11.3% 2.8% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 0.0% 4.2% 36.6% 2.8% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 2.8% 7.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 2.8% 

合計 

ノシャップ岬 

宗谷岬 

稚内公園 

対象の特定 景観印象 体感印象 その他 
key word
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主な感想 

ノシャップ岬 宗谷岬 
海の景色が素晴らしい。晴れていればもっと違って見えたはず。 ３０年前と変わらない自然の稚内でした。 
海鮮料理が市内共におししくなかった。 ６回目。宗谷丘陵を見るべき。 
風が強い。海は美しい。 いい所。 
風が強く寒い。 美しい。ずっと大事にして欲しい。 
きれいです。 海が広くて良かった。晴れの時を見てみたかった。 
曇りだがきれい。 音楽はいらない。宗谷丘陵は天気が良ければ北海道で一番好き。 
曇りで景色は少し残念。天気のよいときにまた来たい。 風が強い。 
曇りで残念。次は天気を期待してまた来たい。 風が強くて自転車がこげなかった。 
曇りで残念。晴れている日に来たかった。 風は強いがそれが逆に最北という感じがする。 
曇りで少し残念。雄大な海が素敵。 感激。 
曇りなりに楽しい。高知と比して湿度、温度低く最高。来年１月再訪予 木がなく草原が広がっていて良い。 
曇りのためもうひとつ。 来た価値があった。 
景色が良い。寒い。 北の風が大変気持ち良い。 
原野と利尻島が美しかった。最北端まで来たことを実感した。 来てしまった！最北端。 
さいはて感があり、宗谷岬、利尻島より良い。 今日は霧で残念ですが、宗谷丘陵は日本離れした雄大な風景だを思 
寂しい感じがする。 今日は天気が悪いが晴れだと素晴らしいでしょう。 
寂しい感じがする所だが、海沿いのドライブなどは気持ちがよさそう。 きれいだと思います。 
サロベツ（原野）、こおほねの家素敵でした。 きれいですが曇って残念。 
静かで良い。 きれいな所です。寒い。 
自然、景色、北の岬、海岸線 曇っていて残念。 
自然が多い。 くもり空で視界が悪かった。晴れていたらきれいだと思う。 
自然がきれい。晴れていないのが残念。 曇りで残念。 
自然が残っていて素晴らしい。 曇りでしたが晴れた時の景色を見たかったです。 
素晴らしい。 景観が大変良い。 
高台にあると思っていたノシャップ岬が公園内にあり少しがっかりし 景色が良い。風が強い。 
他地域は雨模様だった。当地は初めて来たが暖かくて良かった。 景色が良い。天気がよければなお良かった。 
手つかずの自然が素晴らしい。 荒涼としている。 
天候が思わしくなく残念。 今年は寒く雨が多いです。 
とにかく寒い。海の食べ物はうまそうだ。 最高に良い所です。 
とにかく広い。 最高の景色です。 
波が静か。利尻富士が見えず残念。 最北端に来れて感動した。 
晴れていたら素晴らしいだろうに…。 殺風景な気がする。寒い。 
広くて気持ちが良い。晴れてたらもっと良かった。 サハリンを見れず残念。寒さにびっくり。 
北海道らしい。寒い。天気が悪かった。 寒い。風は強いが最北端な感じで良い。 
緑が鮮やかできれい。 自然があって良い。天気が良ければもっと良かった。 
緑が多い。天候が思わしくなくサハリンが見えず残念。また来たい。 自然に溢れとても癒される。とても寒い。 

緑がきれい。モヤで何も見れず残念。 
周氷河地形が見たかったが大岬旧海軍望楼からははっきり認識でき 
なかった。 

もう少し風がなく晴れた日に利尻山を見たかった。 好きです。 
夕暮れ（夕焼け？）が見れなく残念。 ずっと残すこと。 
雄大です。天気次第かもしれない。 壮大だと思った。 
ゆったりとした気分になれる。 宗谷丘陵が最高。 
利尻島が見えなかった。 宗谷丘陵の景色が良かった。晴れてサハリンが見えたらもっと良かっ 
利尻富士がきれいに見えるのが良い。風が冷たい。 宗谷丘陵は見ごたえがあった。 

宗谷岬は北海道らしくて良い。島が見えず残念。 
稚内公園 大自然を感じられて素晴らしい。 

海がきれいに見える。 でっかいどうを感じられて良いです。 
風が強い。 天気が良いと景色が素晴らしいのですが今年は…。 
きれい。木がない。風が気持ち良い。 特にない。風が強く夏にしては寒かった。 
空気が良い。 何もないところが良く、何度か来ています。 

曇りでいま一つ。 
日本最北端ではなく北海道最北端に変えて欲しい。北方領土が一番 
北。根室市が怒る。 

ゴミがなくとてもきれい。景観もよく街と海が一望できて素晴らしい。 初めてでうれしい。 
サイコーです。 走りやすい。 
寒い。風が強い。 パノラマが素晴らしい。 
散歩中にごみ拾いをしている人を見かけ感動した。 晴れたら素晴らしくきれい。感動的。曇りの日は寂しい感じ。 

素晴らしいパノラマ。 
晴れれば良い景色だと思いますが、モヤが多く見渡せる日が少ない 
のが残念です。 

天気が悪く残念。 人が多すぎる。 
天候が思わしくないが景色はとても良い。 人の力、手の及んでいない風景が素晴らしい。 
ドームが素晴らしい。 風車が見れて良かった。 

百年記念塔横の庭園がきれいだった。 
北端の地へ来た実感がある。現在海外在住のため日本の良さがある 
素晴らしい所だと思う。 

広々としている。 もっとさびしい所だと想像したが、開放的で明るい感じ。お魚楽しみ。 

広々としてとても気持ちが良い。天候が良ければと悔やまれる。 
もっと自然が残っていると思っていた。開発され尽くされているようで残 
念。がその反面道路は良かった。 

見晴らしが良い。 
雄大な自然の中を走ってきて感激です。最北端の地…一度来てみた 
かったので満足です。 

良い。素晴らしい。時間があればタワーに上りたい。 予想どおりの最北端。風を楽しみました。 
良かった。 林蔵かっこいい。
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8)観光地周辺の観光開発・施設・店舗等に対する評価 

・自然や景色の演出効果について 

「自然や景色のイメージを壊さない演出がされている」と感じるかどうかに 

ついて調査ポイント別にみると、「すごく感じる」及び「多少感じる」の割合は 

いずれのポイントも評価は高くなっているものの、「あまり感じない」あるいは 

「全く感じない」といった否定評価は、宗谷岬で比較的高くなっている。 

自然や景色の演出に対する評価 

設問：「自然や景色のイメージを壊さない演出がされている」と感じるかどうか 

（ノシャップ岬） （宗谷岬） （稚内公園） 

・植物や自然物の名称や説明について 

「植物や自然物の名前や説明が丁寧に紹介されている」と感じたかどうかに 

ついての評価をみると、稚内公園では「すごく感じる」との回答が４割と高い 

ものの、ノシャップ岬では低くなっており、「あまり感じない」あるいは「全く 

感じない」といった否定評価もノシャップ岬や宗谷岬で比較的高くなっている。 

これは、稚内公園では花や樹木を植栽し公園を演出していることに対し、岬か 

らの景観が観光資源となっているノシャップ岬や宗谷岬との違いがでているも 

のと考えられる。 

植物や自然物の名称や説明に対する評価 

設問：「植物や自然物の名前や説明が丁寧に紹介されている」と感じたかどうか 

（ノシャップ岬） （宗谷岬） （稚内公園） 

すごく 
感じる 
35.3% 

多少 
感じる 
43.9% 

あまり 
感じない 

16.2% 

全く 
感じない 

4.6% 

すごく 
感じる 
42.8% 

多少 
感じる 
32.6% 

あまり 
感じない 

18.2% 

全く 
感じない 

6.4% 

全く 
感じない 

0.0% 

あまり 
感じない 

18.8% 

多少 
感じる 
36.2% 

すごく 
感じる 
44.9% 

多少 
感じる 
55.6% 

すごく 
感じる 
17.8% 

あまり 
感じない 

23.7% 

全く 
感じない 

3.0% 

多少 
感じる 
40.1% 

すごく 
感じる 
31.0% 

あまり 
感じない 

26.3% 

全く 
感じない 

2.6% 

多少 
感じる 
36.2% 

すごく 
感じる 
40.6% 

あまり 
感じない 

23.2% 

全く 
感じない 

0.0%
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・地域が良い観光を提供しようとしている配慮について 

「地域が良い観光を提供しようとしている配慮が感じ取れる」と感じたかど 

うかについてみると、総じて稚内公園は、すごくあるいは多少「感じる」とい 

う回答割合が高く、全くあるいはあまり「感じない」とする否定評価の割合が 

低いなど、比較的評価が高くなっている。 

一方、宗谷岬は、「すごく感じる」という評価の割合が高いものの、全くある 

いはあまり「感じない」とする否定評価の割合も高くなっている。 

地域の観光に対する配慮に関する評価 

設問：「地域が良い観光を提供しようとしている配慮が感じ取れる」と感じたかどうか 

（ノシャップ岬） （宗谷岬） （稚内公園） 

・利益主義の観光地となっているかどうか 

「もうけ主義の観光に毒されていない」と感じたかどうかについてみると、全 

くあるいはあまり「感じない」とする否定評価の割合は、宗谷岬が最も高く、 

ついでノシャップ岬となっており、稚内公園は比較的評価が高い結果となって 

いる。 

利益主義に対する評価 

設問：「もうけ主義の観光に毒されていない」と感じたかどうか 

（ノシャップ岬） （宗谷岬） （稚内公園） 

すごく 
感じる 
32.9% 

多少 
感じる 
49.4% 

あまり 
感じない 

14.7% 

全く 
感じない 

2.9% 

すごく 
感じる 
40.6% 

多少 
感じる 
36.8% 

あまり 
感じない 

21.8% 

全く 
感じない 

0.9% 

すごく 
感じる 
40.6% 

多少 
感じる 
44.9% 

あまり 
感じない 

11.6% 

全く 
感じない 

2.9% 

すごく 

感じる 
41.5% 

多少 
感じる 
35.7% 

あまり 
感じない 

21.1% 

全く 
感じない 

1.8% 

すごく 
感じる 
34.3% 

多少 
感じる 
32.2% 

あまり 
感じない 

28.0% 

全く 
感じない 

5.5% 

すごく 
感じる 
42.0% 

多少 
感じる 
40.6% 

あまり 
感じない 

14.5% 

全く 
感じない 

2.9%
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・観光地周辺の観光開発・施設・店舗等に対する評価のまとめ 

本設問は、各観光ポイントの周辺の景観や土産店等の建物、あるいは音響等 

の演出など、その観光ポイントと調和ある演出や整備が行われているかどうか 

を観光客に評価してもらったものである。1)の設問は、自然や景観を損なうよう 

な建物等の構造物や演出がないかどうか、2)は、稚内の観光資源の主テーマであ 

る自然や景観を観光客に良く知ってもらうような工夫がされているかどうか、 
3)は、土産店や飲食店等の対応を含め、細かい演出や心配りなど地域が観光客に 

対して良い観光地を提供しようとしていると感じたかどうか、 4)は、 特に土産店、 

飲食店、宿泊施設などの建物の概観やサービスなど、営利主義が目立ちすぎて 

ないかどうか、をそれぞれ評価してもらったものである。 

その結果、全体としては、評価は高くなっているものの、今後の観光振興を 

図っていく上では、特に否定評価がどのような内容で高くなっているかに着目 

することが必要である。 

このような観点から、1)から 4)までの結果を総括すると、観光ポイント別で 

は、稚内公園の評価が総じて高く、宗谷岬の評価が比較的低いという結果とな 

っている。 

また、否定評価が高くなっている内容についてみると、 「植物や自然物の名前 

や説明」、「もうけ主義の観光」に対しては、否定的感想をもっている観光客の 

割合が比較的高い状況となっている。 

9)今回の訪問観光ポイント 

本設問では、今回訪れた（訪れる予定の）稚内市内の観光ポイントを思い浮 

かんだ箇所をヒアリングしている。後述の⑰立ち寄りポイントは、立ち寄った 

箇所すべてを聞いていることに対し、ここで得られた回答は、印象に残ってい 

る観光ポイントとして捉えることができる。 

回答のあった観光ポイントとしては、宗谷岬、ノシャップ岬、稚内公園は当 

然多くなっているが、これら以外で立ち寄った観光ポイントは、以下のとおり 

である。 

今回の訪問観光ポイント（宗谷岬、ノシャップ岬、稚内公園以外のポイント） 

北防波堤ドーム、副港市場、水族館、青少年科学館、宗谷丘陵、松坂大輔スタジアム、 

稚内温泉（童夢）、太陽光発電設備、メグマ湿原、稚内みなと南極まつり、間宮林蔵 

展、大沼、オロロンライン 

10)稚内、道北でイメージされるもの 

稚内、道北から思い浮かぶ「もの」（地名、イメージ、食べ物等）についてみ 

ると、「最北端」、「ウニ」、「宗谷岬」、「カニ」、「海鮮物」が、比較的多くあげら
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れている。このほか、「たこしゃぶ」、「利尻・礼文、利尻富士」などが多い。ま 

た、イメージとしては、「寒い」、「広い」、「寂しい」などがあげられている。 

これを道内、道外客別、年齢階層別にみると、特に道外客と道内客、さらに 

は、 年齢階層別等での大きな違いはみられないが、 道内客では、「コーヒー」、「天 

然ガス」など、地域事情に関する知識がなければ思い浮かばない「もの」等も 

あげられている。 

稚内、道北でイメージされるもの 

11)稚内の観光パンフレットについて 

今回の回答者は、概ね観光地において地元のパンフレットをもらうとする割 

合が、半数以上となっている。 

稚内市内で配布されているパンフレットについては、旅行の記念品として役 

立ったとする観光客の割合は、55.2％、知りたいことを知るのに役立ったとする 

観光客の割合は 72.6％、意外なことを知るのに役立ったとする観光客の割合は 
63.4％、イラストマップで行きたいところへ行けたとする観光客の割合は 
65.3％となっている。 

道外客 道内客 

10歳代 
宗谷岬(5)、海鮮(5)、自然(3)、最北端（3)、海(2)、 
景色、カニ、ウニ、イクラ 

カニ(5)、ウニ、ホタテ、最北端 

20歳代 
宗谷岬(12)、ウニ(8)、最北端(7)、たこしゃぶ(2)、 
海、魚、寒い、雪、風車、花 

最北端(15)、宗谷岬(8)、ウニ(7)、海鮮(5)、サハリ 
ン(3)、海(3)、寒い(3)、イクラ(3)、カニ(2)、タコ(2)、 
直線、アザラシ、オオナゴ、ホタテ、ノシャップ岬、 
風車 

30歳代 

最北端(28)、ウニ(23)、海鮮物(8)、宗谷岬(5)、自 
然(5)、カニ(5)、利尻・礼文(4)、ホタテ(3)、タコ(3)、 
サハリン(2)、オロロンライン(2)、流氷(2)、安い 
魚、原野、厳しい冬の生活、間宮林蔵、雪、海、 
食べ物 

ウニ(12)、海鮮物(11)、たこしゃぶ(10)、宗谷岬 
(6)、最北端(5)、カニ(5)、寒い(4)、利尻富士(2)、 
風車、ロシア、ネオスリミ、流氷、間宮林蔵、サハ 
リン、コーヒー、宗谷牛 

40歳代 

最北端(15)、ウニ(14)、利尻礼文・利尻富士(8)、 
宗谷岬(7)、北(6)、海鮮物(6)、寒い(4)、カニ(3)、 
海(2)、観光、サハリン、ホタテ、大地、広さ、自 
然、牛乳 

最北端(8)、カニ(8)、ウニ(7)、海鮮物(7)、たこしゃ 
ぶ(5)、宗谷岬(4)、ホタテ(4)、利尻富士(3)、北、昆 
布、サハリン、塩ラーメン、食、北方記念館、タ 
ロージロー、テレビ 

50歳代 

最北端(14)、ウニ(12)、自然(8)、海産物(8)、宗谷 
岬(7)、昆布(5)、利尻礼文(5)、じゃがいも(3)、たこ 
しゃぶ(3)、ホタテ(3)、広い(2)、寒い、寂しい、歌、 
一直線の道路、最北の静かな街、船、吹雪、海、 
流氷 

最北端(10)、カニ(9)、ウニ(9)、たこしゃぶ(6)、ホタ 
テ(4)、寒い（4)、流氷(4)、利尻富士(3)、宗谷岬、 
天然ガス、とうきび、はまなす、海鮮物、暗い、き 
れい、魚、サハリン 

60歳代以上 

最北端（13)、ウニ(9)、大地(3)、イクラ、海、自衛 
隊基地、氷雪の門、利尻礼文、氷、国境の街、寂 
しい、寒い、湿原、じゃがいも、波、冬、間宮林 
蔵、北 

ウニ(8)、最北端(6)、宗谷岬(5)、食べ物(3)、カニ 
(2)、海、利尻、自然
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稚内の観光パンフレットの活用状況 

（全体） 

この評価について、稚内を訪れた回数別にみると、「初めて」訪れた観光客ほ 

どパンフレットに対する評価は高い傾向がみられる。 

特に、イラストマップで行きたいところへ行けたとする観光客の割合は、稚 

内を訪れた回数が多いほど、評価が低くなっている。これは、訪問回数を重ね 

るほど、立ち寄る箇所が増えることと、パンフレットをほとんと利用しないで 

も目的地に行けるといった要因が考えられる。 

旅行回数別観光パンフレットの活用状況 

（初めて） 

31.6% 

25.9% 

37.2% 

31.7% 

35.9% 

23.6% 

26.8% 

35.4% 

31.7% 

29.4% 

13.8% 

21.6% 

10.5% 

17.7% 

15.2% 

31.0% 

25.7%

16.9% 

18.9% 

19.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

観光パンフはよくもらう方だ。 

記念品として役に立った。 

知りたいことを知るのに役立った。 

意外なことを知るのに役立った。 

イラストマップで行きたい所へ行けた。 

１（はい） ２ ３ ４（いいえ） 

32.4% 

28.0% 

39.8% 

31.1% 

38.8% 

27.4% 

31.8% 

36.9% 

37.0% 

32.5% 

12.4% 

18.8% 

9.5% 

16.4% 

13.1% 

27.8% 

21.3% 

13.7% 

15.5% 

15.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

観光パンフはよくもらう方だ。 

記念品として役に立った。 

知りたいことを知るのに役立った。 

意外なことを知るのに役立った。 

イラストマップで行きたい所へ行けた。 

１（はい） ２ ３ ４（いいえ）
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（2 回目） 

（3 回以上 

12)役立ったパンフレットについて 

旅行時に所持しているパンフレットのうち、特に役立ったものを教えてもら 

った結果は以下のとおりである。 

役立ったパンフレット 

タイトル 発行者 役立ったところ 

彩北そうや ＭＡＰ 宗谷観光連盟・北海道観光振興機構 

わっかない 稚内市建設産業部水産商工観光課 

最北美味 稚内 稚内市建設産業部水産商工観光課 コンパクトで見やすい 

稚内観光ガイドブック 稚内市建設産業部水産商工観光課 サイズが良い。地元情報が詳し 

くわかりやすい。 

じゃらん リクルート いろんなものが載っている。ガ 

イドブックに載っていない詳し 

い説明 

地図 レンタカー会社ほか 行きたい所に行けた。 

駅周辺マップ － 食事処の記載があった 

27.5% 

26.2% 

36.9% 

32.8% 

36.9% 

21.7% 

23.1% 

24.6% 

29.7% 

18.5% 

20.3% 

26.2% 

23.1% 

23.4% 

23.1% 

30.4% 

24.6%

15.4% 

14.1% 

21.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

観光パンフはよくもらう方だ。 

記念品として役に立った。 

知りたいことを知るのに役立った。 

意外なことを知るのに役立った。 

イラストマップで行きたい所へ行けた。 

１（はい） ２ ３ ４（いいえ） 

32.0% 

22.0% 

32.6% 

32.3% 

30.1% 

18.0% 

19.7% 

37.9% 

23.3% 

29.3% 

13.3% 

24.2% 

6.1% 

17.3% 

15.0% 

36.7% 

34.1% 

23.5% 

27.1% 

25.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

観光パンフはよくもらう方だ。 

記念品として役に立った。 

知りたいことを知るのに役立った。 

意外なことを知るのに役立った。 

イラストマップで行きたい所へ行けた。 

１（はい） ２ ３ ４（いいえ）
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13)無線 LAN を使用できる機器の携帯状況 

本設問は、今後の稚内の観光振興において情報ツールの整備方法として公共 

無線 LAN が重要と位置づけていることから、本システムに対する観光客の意向 

を把握するために設定した設問である。 

今回の旅行で無線 LAN が使用可能な機器を持参している観光客の割合は、全 

体で 28.5％となっており、機種別では「ノート PC、ネットブック、Mac book」 

が最も多く、年齢階層別では、10 歳代が約６割と高く、20 歳代から 50 歳代ま 

では概ね３割程度となっている。 

無線 LAN を使用できる機器の携帯状況 

（機種別） （年齢階層別） 

18.3% 

6.6% 

5.1% 

4.9% 

1.0% 

67.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

ノートＰＣ、ネットブック、ＭａｃＢｏｏｋ 

ＰＳＰ、ＤＳなどのゲーム機 

スマートフォン、ｉＰｈｏｎｅ 

無線ＬＡＮ付き携帯電話 

ＰｏｃｋｅｔＰＣやＰａｌｍなどのＰＤＡ 

無回答 

61.5% 

35.3% 

24.6%

29.3% 

30.3% 

16.4% 

28.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

10歳代 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳以上 

全体
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14)無線 LAN が簡単に利用できる環境が整備された場合の機器の携帯意向 

無線LANが無料で簡単に利用できる環境が整備された場合の機器の携帯意向 

についてみると、 全体で 41.3％の観光客が持参するとしており、機種別では 「ノ 

ート PC、ネットブック、Mac book」が最も多く、ついで「無線 LAN 付き携帯 

電話」となっている。年齢階層別でみると、10 歳代が７割近くに増加している 

ほか、20 歳代では５割以上の観光客が携帯意向をもっているという結果となっ 

ている。 

無線 LAN が簡単に利用できる環境が整備された場合の機器の携帯意向 

（機種別） （年齢階層別） 

15)稚内市内での消費額 

稚内を訪れた観光客の稚内市内での一人当たり平均消費額についてみると、 

道内客が 10,121 円、道外客が 17,109 円であり、道外客の方が大きく、全体で 

は 14,091 円であった。 

消費項目別にみると、宿泊費が最も多く、ついで飲食費、土産代となってい 

る。 

29.2% 

10.1% 

9.1% 

14.0% 

5.3% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

ノートＰＣ、ネットブック、ＭａｃＢｏｏｋ 

ＰＳＰ、ＤＳなどのゲーム機 

スマートフォン、ｉＰｈｏｎｅ 

無線ＬＡＮ付き携帯電話 

ＰｏｃｋｅｔＰＣやＰａｌｍなどのＰＤＡ 

69.2% 

54.9% 

36.2% 

48.3% 

34.8% 

29.1% 

41.3% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

10歳代 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳以上 

全体
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稚内市内における観光客一人当たり平均消費額 

また、 道外客及び道内客とも総消費額が 「5 千円未満」 とする回答が最も多く、 

ついで、「1 万円以上、2 万円未満」となっている。これについで多いのが、道 

外客では「2 万円以上 5 万円未満」であることに対し、道内客では「5 千円以上 
1 万円未満」となっている。 

稚内市内での消費額 

（全体:n=438（無回答を除く）） 

５千円以上１ 

万円未満 

15.3% 

５万円以上１ 

０万円未満 

4.0% 

１０万円以上 

3.5% 

２万円以上５ 

万円未満 

15.6% 

５千円未満 

29.0% 

１万円以上２ 

万円未満 

32.7% 

4,670円 
7,140円 6,074円 

2,844円 

4,554円 

3,816円 

2,734円 

2,099円 

1,263円 

131円 

147円 

110円 

1,972円 

2,534円 

1,232円 

0円 

2,000円 

4,000円 

6,000円 

8,000円 

10,000円 

12,000円 

14,000円 

16,000円 

18,000円 

道内客 道外客 全体 

その他 

タクシー 

土産 

飲食 

宿泊 

17,109円 

14,091円 

10,121円 

５千円以上１ 

万円未満 

19.0% 

１万円以上２ 

万円未満 

32.4% 

５千円未満 

35.8% 

２万円以上５ 

万円未満 

10.6% 

１０万円以上 

1.1% 

５万円以上１ 

０万円未満 

1.1% 

５千円以上１ 

万円未満 

15.4% 

１万円以上２ 

万円未満 

24.7% 

５千円未満 

33.2% 

２万円以上５ 

万円未満 

19.3% 

１０万円以上 

2.7% 
５万円以上１ 

０万円未満 

4.6% 

（道内客：n=179（無回答を除く）） （道外客：n=259（無回答を除く））
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稚内市での観光消費額の多少については、評価が難しいものの例えば、函館 

市が平成 19 年度に実施した観光アンケート調査の結果と比較すると、函館市と 

稚内市では、都市規模等からみて単純な比較はできないが、特に土産物での格 

差が大きい状況となっていることから、特産物等のＰＲなどを積極的に推進す 

るなど観光客の消費を促すための取組みが重要と考えられる。 

函館市における観光客一人当たり平均消費額 

宿泊客（円） 日帰り客（円） 

宿泊費 15,800 － 

飲食費 8,165 3,711 
土産代 9,900 4,993 
その他 4,551 2,402 
合計 38,416 11,106 
資料：「平成 19 年度観光アンケート調査の結果」函館市、(社)函館国際観 

光コンベンション協会 

16)稚内観光全般に対する意見等 

稚内を訪れた観光客に対して、稚内観光に対する意見、要望等について伺っ 

ている。意見や要望として最も多かったのは「今のままでよい」という内容の 

ものであった。手付かずの観光地を維持してほしいという意見が多かった。一 

方で不満意見等も多く寄せられており、特に多かったのは看板や案内板、パン 

フレット等の「ＰＲ・情報宣伝に関するもの」、「案内標識などに関するもの」 

であり、看板の内容や案内板の数に関するもの、あるいは WEB 上の情報内容、 

特産品に関する情報などの不足を指摘する意見が比較的多かった。 

また、稚内の見所の少なさや情報に対する不満意見もみられている。 

稚内観光に対する意見等の対象等 

意見数 

224 

観光施設に対するもの 13 

宿泊施設に対するもの 8 

アクセスに関するもの 15 

案内標識などに関するもの 16 

その他施設などに関するもの 10 

ＰＲ・情宣に関するもの 25 

環境（ゴミ、騒音など）に関するもの 12 

おもてなし（食べ物、応対など）に関するもの 21 

その他 21 

今のままでよいとするもの 72 

その他 76 

※項目別に重複カウントのため、合計は項目別の計と一致しない 

その他 

区分 

総意見数 

ハード 

ソフト
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主な不満意見 

・特産品を大々的にアピールして集客してもよい。特徴を前面に（押し出すとよい）。 

・余計な音はいらない。静かな方が良い。 

・グルメ関係のタウンマップが欲しい。 

・看板（標識）を詳しくして欲しい。はっきりとした案内板が欲しい。場所を探すのが大変。 

・案内板が足りない。Ｒ４０を重点的に港の道路、市内にも設置して欲しい。 

・次の場所に移動する時、道に迷うことがあったので、（訪れた場所で次に廻れる）近くのお勧め 

の観光スポットを案内してもらえると廻りやすいと思った。 

・町全体が寂しい雰囲気にならないよう工夫を。 

・見どころをアピールして欲しい。 

・ライダーハウスを増やして欲しい。 

・ガイドブックに見どころをたくさん載せて欲しい。 

・もう少し簡単に稚内の事を詳しく知ることができるようになって欲しい。 

・最北の地の花の名所を専門に扱った花パンフレットが欲しい。 

・今回は宗谷岬だけだったが、それ以外にも「これは！」というものが欲しい。 

・立ち寄り施設がないため島に（直接行く）稚内に何か逗留するのには見所がないと思う。 

・道の駅を作って欲しい。 

・稚内みなと南極まつりは素晴らしかった。ただ、ＷＥＢ上にほとんど情報がなく事前に詳細を 

知りたかった。 

・あまり壊した形にして欲しくない。ネットの情報は充実した方がよいが、ハード部の変化は望 

まない。 

・無線ＬＡＮの情報提供はＦＲＥＥＳＰＯＴ準拠を希望。 

・欲しいと思えるお土産がない。 

・宗谷岬にはとりあえず来るが稚内には魅力がない。 

・観光開発、商業開発は場所を制限し全体の自然保護に努めて欲しい。 

・観光地としての整備は必要だが景観を壊さないように配慮されたい。 

17)訪問場所 

稚内市内の主要観光ポイントを選択肢に設定し、そのうちどこに立ち寄った 

かについて聞いたところ、宗谷岬、ノシャップ岬ではほぼ８割から９割の観光 

客が訪れている。その他では、北防波堤ドーム、稚内公園、宗谷丘陵に３割か 

ら４割、ノシャップ寒流水族館、副港市場に２割程度の観光客が訪れていると 

いう結果となった。
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立ち寄り場所 

44.6% 

39.5% 

12.8% 

8.6% 

22.4% 

0.6% 

3.5% 

77.0% 

22.8% 

3.7% 

12.8% 

5.1% 

88.9% 

31.1% 

4.5% 

7.2% 

6.0% 

2.5% 

10.5% 

0.8% 

0.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

北防波堤ドーム 

稚内公園（「氷雪の門」） 

北方記念館（間宮林蔵展）、開基百年記念塔 

空港周辺（メグマ沼自然公園等） 

稚内副港市場 

動物ふれあいランド 

大沼バードハウス 

ノシャップ岬 

ノシャップ寒流水族館 

青少年科学館（南極資料館等） 

稚内温泉　童夢（最北の温泉） 

こおほねの家（利尻富士等の景観） 

最北端宗谷岬 

宗谷丘陵 

道立宗谷ふれあい公園 

宗谷公園（歴史公園、オートキャンプ場） 

稚内森林公園 

世界最大の太陽光発電施設（声問） 

風力発電施設（宗谷丘陵等） 

ゴルフ場（稚内カントリークラブ） 

その他
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資料２．ワークショップの意見 

項 目 具体的意見 

稚内の現 

状につい 

て 

稚内のイメ 

ージについ 

て 

・ 高いイメージ（うに、かに、飛行機） 

・ 稚内といえば○○○となるように 

・ 勝手に思い込んでいる「遠い」というイメージ 

・ 旭川、札幌などの大都市から遠い 

・ 遠い、運賃が高いというイメージ 

・ 移動に時間がかかる 

・ 寒い、暗い、風が強い 

・ 周辺に街がない 

・ 利尻昆布 

・ なにもないというイメージ 

・ 海が冷たい 

・ 風情 

・ 日本人にとって稚内が外国 

・ いなか 

・ 女性向けのイメージ 

稚内観光の 

課題につい 

て 

・ 来る前は行ってみたい観光地の上位なのに、 来た後は二度と行きたくないとなる原 

因を考える 

・ 朝市がない 

・ あそぶ場所がない 

・ 情報が少ないため、いざ稚内に来てもどこへ観光に行っていいかわからない 

・ 情報がわかりにくい 

・ サインで外国語が増えてきているが、施設自体の利便性が悪い 

・ 情報がない 

・ どんなことをしているのか情報発信がない 

・ ネットでの広告不足 

・ 目玉の温泉がない 

・ 楽しむポイントが地味（年配者向けが多い） 

・ 稚内のイメージをどこに持っていくか 

・ 稚内の昔ながらの味があるのか 

・ 「食」メニューがかたよっている 

・ 広告など宣伝がへた 

・ 特産品として昆布等の海産物が有名だが、宗谷の土産物は印象が弱い 

・ 看板、案内が機能していない 

・ 地場なのに海産物が高い 

・ 観光できるところは、スポットばかりでエリアがない 

交通につ 

いて 

稚内までの 

交通アクセ 

スについて 

・ 路線バスの時刻表を観光客にもわかりやすく 

・ アクセスが悪い（札幌→稚内） 

・ 札幌→稚内を４時間以内で移動できるように 

・ 日本縦断ＪＲパス（稚内発もしくは着 29,800円程度） 

・ ＡＩＲが欠航時のＪＲやバスとのリンク 

・ エアーの席がとりづらい 

・ 飛行機の欠航、フェリーの欠航、道路封鎖 

・ 交通アクセスが課題 

・ 交通アクセスの充実 

・ リゾート列車の運行 

・ ＳＬの運行 

・ 東京便の搭乗率保証 

・ 航空運賃が高い。低価格化 

・ フェリーターミナルのバリアフリー化（現状に疑問） 

・ 各交通機関の接続をスムーズに 

稚内での交 

通について 

・ 稚内に到着してからの交通が不便 

・ 拠点を決めてノシャップ周り、宗谷岬周りの交通を
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・ 個人客に対するホテルからフェリーターミナル間の送迎を 

・ 観光客が使いやすいバスを 

・ 観光地への２次交通の充実 

・ 100 円で乗れる循環バス 

・ １日フリーパス券（バス、タクシー） 

・ 各交通機関共通の１日券等の発売（不足額を市が助成） 

・ 各ポイントに着いてから徒歩、カート、自転車、バギーで回れるように 

・ タクシー観光助成を 

・ 路線バスの１日乗り放題 

・ 観光タクシーの充実（定額料金で安く） 

・ 路線バスの充実 

・ タクシーの１日貸しきり料金定額 

・ レンタカーの料金の低減 

・ タクシーの観光価格の値下げ 

・ ノシャップコース、宗谷岬コースなどに自由に乗れるバス、タクシー（相乗り） 

・ 空港からホテルまでのシャトルバス、タクシー、レンタカー利用体制の整備 

・ 観光タクシーの運行 

・ 巡回バスの運行 

・ ヘリコプターの活用 

・ 観光スポットだけを回るバス（20分きざみ） 

・ 時間帯別観光コース（朝の部、昼の部、夜の部） 

・ 団体旅行客はバスでの移動中は退屈している 

・ コミュニティバスで二次交通の充実を 

・ セグウエイ特区 

・ 相乗りタクシーを 

・ トロリー（循環バス） 

・ ＧＰＳでレンタカー観光 

・ カネク沢の水をペットボトルで売り出す（ラベルに伝説を記載） 

・ 黒曜石の製品、おみやげをつくる 

・ 福沢牧場（福沢諭吉が経営）の百万円バター 

・ スイーツの開発 

・ 稚内限定スイーツをつくる 

・ 稚内のおかし 

・ ホッケ詰め放題 100 円、かに詰め放題 1000 円などの催しもの 

・ 稚内オリジナルのお土産（特に若い人向けの物） 

今後の改 

善、整備 

について 

施設整備に 

ついて 

・ 観光拠点施設の整備 

・ 大きなイベント広場、公園を街の中心部におく。イベントの統一 

・ コンパクトな観光施設の集約 

・ 気候、天候に左右されない施設や体験 

・ 年間とおして使用できる観光スポット 

・ 百年記念館のレストラン化 

・ 稚内公園に花畑をつくる 

・ 稚内公園の整備（花時計、カートで移動） 

・ コンベンションホール 

・ 稚内灯台を日本一の高さに 

・ 日本一にこだわったものをたくさんつくる 

・ 岩谷の鯨の見本 モニュメント 

・ 通年利用可能な全天候施設 

・ 温泉施設 

・ 道の駅の整備（オロロンライン、オホーツクライン、国道 40号） 

・ フェリーターミナルの建替え 

・ 国や道の補助金を積極的に利用する 

・ 稚内そのものをテーマパークとして考えて整備する。公共事業、看板、行政のお金 

が入るものすべて 

・ 利尻－礼文－稚内の海底トンネル 

・ 稚内市内の景観に対する配慮が必要（電柱や看板等の規制）
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観光資源の 

見直し 

・ 歴史：商売に持っていく貪欲さが必要 

・ 伝説を絵本にする（ネットで配信、看板・モニュメントの設置、ホテル客室におく） 

・ 歴史と観光ポイントをからめてクイズ形式で観光ポイントを回れるようにする 

・ 昔の窓ガラスと今の窓ガラスの違い（生活文化） 

・ 秋田木材（かつての発電所）から太陽光発電のエネルギーを市内に送る。歴史は繰 

り返す 

・ フランス人 ラ・ペルーズの寄港地としての証明（フランス料理「ラ･ペルーズ」 

など） 

・ 稚内駅を旧稚内港駅、旧稚内本駅、旧稚内駅として保存 

・ 漁師のまかない料理 

・ Ｂ級グルメ 

・ チャーメンをご当地グルメにする 

・ 昔の稚内の料理（いもだんご、ウニだんご、ホッケちゃんちゃん焼き） 

・ 水と昆布と鍋 

・ 生きているものを食べる 

・ 団塊、高級層に旬の食材を使った食事の提供 

・ 旬の食材を出す 

・ 山菜など山の食べ物に注目する 

・ 地元の食べ方の押し 

・ うまい食、語らいの空間 

・ 稚斗航路（岡田嘉子と杉本良吉） 赤い恋の逃避キャンペーンを（２人で稚内・サ 

ハリンの国境を越えるとむすばれる） 

・ 最北端駅を 

・ 一店一品名物運動 

・ 歩いて巡る街 

・ 散策できるところを 

・ 待ち歩きの充実 

・ 時間をつぶせる感じの空間がほしい 

・ 海、利尻富士 

・ 電柱等の配慮 

・ 旧稚内駅（北防波堤ドーム） 

・ 歴史・文化探索コース 

独自観光メ 

ニューの創 

出 

・ 静かな夜 

・ ヘルスツーリズムなど 

・ エコ 

・ ゴルフ巡りツアー（都会が暑い時期） 

・ 釣りツアー 

・ 時間のかかる体験 

・ 海に入る 

・ 寂しい北国の生活を体験させる修学旅行 

・ 吹雪の遭難体験 

・ 耐寒訓練（19,800 円） 自衛隊等 

・ アイヌの人と周る稚内ツアー 

・ 夫婦の縁結び、ざんげ、反省するなら稚内 

・ ターゲット別のサービス 

・ 子供を預かるシステム 

・ 出張に来て良いと場所なら家族も連れてくる 

・ 稚内のオプショナルツアーをつくる 

・ 懸賞つきツアー 

・ 道北地方温泉ラリー（スタートとゴールは稚内） 

・ 稚内発のオプショナルツアーの充実 

・ ハワイ並み、あるいはそれ以上の着地型オプショナルのバリエーションの充実 

・ 稚内へ泊まり、利尻・礼文はオプションの旅行 

・ 稚内へ泊まり、宗谷管内を観光（車で２時間程度） 

・ 稚内発のオプショナルツアーの充実 

・ サハリン国境までフェリーで観光ツアー 

・ 遊覧船
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・ 女性グループ向け、宿泊施設で女性向けプランの充実 

・ 雪上ドリフト 稚内市内にモナコグランプリ的ツアー 

・ 修学旅行体験プラン（水産、農業） 

・ 塚原光が体操の合宿をもってくると言っていた 

・ 周氷河地形をヘリコプターで空からみる 

・ たわいもない経験（流氷の上を走る） 

・ スタンプラリー 

・ 稚内らしい体験 

・ 風力、ソーラー、幌延原発のエコツアー 

・ 女性グループ 母娘だけで楽しめる空間の充実（食、施設） 

・ 地方の人たちが稚内のイベントに参加できるようにする 

・ 受験生勉強ツアー 

・ 稚内公園をスノーモービルで走る 

・ ストーブであったまる（当時の寒さを体験）（国産ストーブ発祥の地稚内） 

・ コーヒー世界大会（うまいコーヒー） （日本で最初にコーヒーが飲まれた場所稚 

内） 

・ 北防波堤ドームでゼロヨンの大会 

・ 南極犬を鍛えた稚内公園で越冬訓練ツアー 

・ 稚内の動物を見て歩く。探してポイントを集める 

・ ロングランイベント 

・ 稚内人間ドックツアー 

・ 美容的な要素を活かしたツアー 

・ 春夏秋冬携帯フォトコンテストの開催 

・ 南中ソーランを一緒に踊る 

・ 稚内－沖縄弾丸ツアー 

・ 浜の母ちゃん料理教室 

・ 稚内の日本一をめぐるツアー 

・ 稚内の詩 雰囲気の合うところで流す 

・ 個人型施策と団体型施策をクロスフェードするように増減していく 

・ あったらいいなを形にする 

・ カジノ 

・ 女性グループも楽しめる 

・ ネオすりみＶＳオオナゴ 

・ 食べ放題 

・ 飲み放題 

・ ドリンクラリー 

・ ウニ食べ放題 1,000 円 

・ １分間イカとり放題（活イカ） 

・ メガ海鮮丼 1,980 円 

・ カニツアー １泊２日 29,800 円 

・ 新鮮鮭手作りツアー 

・ ご当地料理、Ｂ級グルメ的な手軽な食べ物 

・ 稚内独自のテーマを創作 

・ 体験観光メニュー（農業、漁業） 

・ 漁師との連携を 

・ 農家との連携を 

・ 民家に泊まる 

・ じいちゃん、ばあちゃんホームステイ 

・ 地元民の生活体験を 

・ かれいを 500枚釣ってもらう（イベント） 

・ 漁師体験 

・ 農家で働いてもらう（体験） 

・ ダッシュ村（日本テレビ系の番組の中で登場）のような場所をつくる 

・ 利尻・礼文つな引き大会 

・ 化石型温泉 

・ 稚内～サハリン遠泳大会 

・ 百年記念塔でバンジー（稚内、日本のてっぺんのてっぺんからバンジー）
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・ 競馬（かつて競馬が盛んだった） 

・ 待ち歩き・散策コース 

・ グルメ、土産品の創出 

・ 新たなイベント企画 

観光情報発 

信機能 

・ 稚内のポータルサイト。タイムリーな情報発信 

・ 観光地や景勝地にオンラインカメラを設置する 

・ 何より看板を 

・ 南極祭りなどイベント情報の発信強化 

・ 大都市圏にサテライトオフィスを設置する 

・ フリークーポン雑誌をつくる 

・ 釣り場のポイントを広く公表する 

・ 釣り船情報の告知 

・ 稚内で泊まり釣りを（趣味を行える場所） 

・ ２～３日かけてつくる料理体験 

・ 観光地の看板の充実 

・ ホームページの充実（ロードマップなど） 

・ 各企業のホームページに１つ同じ稚内観光のページを貼り付ける 

・ 動画で交通アクセスの説明を 

・ データーベースの充実 

・ 観光地に案内板をつける 

・ 観光地までの看板の充実 

・ ピクト表示 

・ 外国語標記の充実 

・ 看板の見直し（道順などわかりやすく、英語標記等外国語対応、地元情報の充実） 

・ 情報システム（無線ＬＡＮの整備、ホームページの充実（ロードマップ、企業情報 

等の充実） 

広告・ＰＲ ・ 東京タワー、道頓堀、渋谷、新宿に稚内のＰＲ看板を 

・ メディアへの露出を増やす（ロケ地等） 

・ 稚泊航路と稚斗航路でくりひろげられたスパイ事件を売り込む（映画化） 

・ テレビ、映画の誘致 

・ テレビコマーシャルの活用 

・ テレビの活用 

・ 市民出演のドラマ（テレビやラジオ）やミュージカルの製作 

・ 大河ドラマ 間宮林蔵（ＮＨＫへ働きかけ） 

・ ロケ地としてもらうべき 

・ フィルムコミッションをつくる 

・ 稚内を舞台とした映画をつくる 

・ 広告費の増大（とにかくＰＲを） 

・ まずは、 ボストンレッドソックスの松坂選手のおばあちゃんと交渉して松坂選手を 

呼ぶ 

・ 相撲の大鵬親方をふるさと大使に 

・ 翼の王国（ＡＮＡ機内誌）に載せる 

・ 積極的なドラマ、映画、ＣＭの誘致 

・ ボストンレッドソックスの松坂選手をふるさと大使に 

・ 稚内出身の有名人を活用する 

・ ゴルフ場のＰＲを 

・ 冬の景観を配信 

・ 先進アイデアに活動費をつけるコンペティションを行う（マネーの虎のように） 

・ 飛行機に出汁之介デザインを 

・ 出汁之介日本１周ＰＲツアー歩き 

・ 稚内の発行物すべてに出汁之介を入れる 

・ 稚内市のあちこちに出汁之介を置く 

・ 銀座のクラブをまわって稚内名産物をおつまみにしてもらい高級品として扱う 

・ 映画、本、写真などに関わっている人に積極的に稚内をとりあげてもらう 

・ 女性だけでの営業（エージェント周り） 

・ 旅行会社への商品化へのお願い
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・ ロシア女性の営業マン 

・ 稚内の詩をまとめたＣＤを発売 

宿泊施設 ・ 観光ホテルがない 

・ 野宿セット（レンタル） 

・ かまくらのホテルを各ホテルで用意 

・ 加賀屋のようなおもてなしができる観光ホテルを 

・ ライバルは都内のホテルでは（料金が首都圏並みに高い） 

・ ホテルのサービスの充実（価格が高いのに） 

・ 都会人向け老人ホームを（家族は３日くらい泊まる） 

・ おしゃれな宿、店を 

・ 女性グループ向けホテル（女性はメリキューレホテルが好き） 

・ ２日目半額に 

・ 個人、家族向け、女性向け等 

・ 価格の見直し 

・ ホスピタリティの向上 

・ コンベンション機能の活用 

ホスピタリ 

ティの向上 

・ 行政からもっと市民に観光の大事さをＰＲすべき 

・ 市民がもっと外（旅行）に行き勉強すること 

・ 観光への熱意が必要 

・ 観光地としての市民意識が大事 

・ 旅行者は地元民とのふれあいを求めている 

・ 稚内市の産業に観光が？違うと思う人が多い 

・ 地元民の意識改革（観光振興） 

・ 稚内の人が稚内を嫌い 

・ そもそも稚内が観光地であることを知らない 

・ 稚内のいいところを市民一人ひとりが見つける 

・ 観光タクシーの選抜、教育訓練 

・ 笑顔の接客 

・ タクシー運転手をランク分けする 

・ タクシードライバーが観光案内をする 

・ ハートフルなタクシー運転手 

・ ハートフルな地元住民 

・ 市民が稚内を自慢できるように 

・ 記念日旅行への気配り 

・ 受け入れ施設が観光案内をする（添乗員なし） 

・ 納得のいくサービス（人とのふれあい、会話） 

・ 店主の気持ちを観光客へ（やさしい気遣い） 

・ 稚内のコンシェルジュデスク 

・ 少人数でも地元ガイドがつく 

・ 市内の観光業者とのオープンな対応 

・ じいちゃん、ばあちゃんの語りべ 

・ ホテルはじめ旅行業界を対象にサービスの勉強会 

・ 先進地視察を活発に行う 

・ 学校教育に稚内観光を教える時間を設ける 

・ 稚内北星学園大学をうまく観光に活用する 

・ ぶらり的な店からのふれあい 

・ 市民、企業の地元意識の醸成 

・ タクシー運転手の意識醸成 

観光マイス 

ター制度の 

活用 

・ 観光マイスター試験の無料化 

・ 観光マイスター有資格者への優遇策を設ける（減税や有資格者雇用促進手当てな 

ど） 

・ 観光関連企業での普及（取得義務化） 

・ タクシー業界への普及（取得義務化） 

推進体制 

について 

観光推進主 

体 

・ 観光協会的な組織の株式化 

・ 観光協会の法人化 

・ 観光協会、市役所等の一体化
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・ たくさんありすぎる実行委員会や推進委員会をひとつの組織に束ねる 

・ 観光協会のホームページにレンタカー、バス、ＪＲのホームページのリンク。予約 

も可能に 

・ 観光施策専門のオンブズマンを設ける 

継続的活動 ・ 「ばか者、若者、よそ者」が参加する意見交換会を定期的に行う 

・ From Zeroの継続 

・ 業界等における勉強会 

・ 学校、市民向け稚内観光教育、啓発 

広域連携 ・ 近隣市町村との連携を図る（稚内市としてオロロンラインから来てもらい、オホー 

ツクラインで向かってもらう） 

・ オロロンラインの見直し、連携強化 

・ オホーツクラインの見直し、連携強化
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用語解説 

■From Zero（フロムゼロ） 

本計画を策定するにあたり、今後の稚内観光の担い手となるであろう若手の方々で構成され 

るワークショップのことをいい、ゼロから稚内観光を見なおそうという意味から From Zero と 

命名した。メンバーには、宿泊業、運輸業といった観光関連産業の方々だけでなく、商店街、 

大学、行政等の方々で構成されている。 

■ＵＲＬ 

インターネット上に存在する文書や画像などの情報の場所を指し示す記述方式のことをいい、 

通常、ホームページのアドレス（住所）をいう。 

■シーニックバイウェイ 

アメリカで生まれた言葉で、景観を意味する SEAN（シーン）の形容詞である SEANIC（シ 

ーニック）と、脇道を意味する BYWAY（バイウェイ）が組み合わさった言葉で、眺めの良い 

道という意味であり、「道」のつながりを通じて、地域の活性化、地域資源の再発見を目指すプ 

ロジェクトのことをいう。日本各地で取り組みが見られており、北海道にはシーニックバイウ 

ェイ北海道、東オホーツクシーニックバイウェイ等があるほか、宗谷には、宗谷シーニックバ 

イウェイとして地域活性化に向けた取り組みが行われている。 

■オロロンライン 

日本海オロロンラインといわれることもある。石狩市から稚内市まで、あるいは小樽市から 

稚内市までの日本海沿いの道路（国道 231 号、国道 232 号）をいう。本計画で用いているオロ 

ロンラインは、このうち、主として留萌市から稚内市までの区間を対象としている。 

■オホーツクライン 

オロロンラインが日本海沿いの道路をいうことに対して、オホーツク海沿いの道路をいう。 

別海町から稚内市までのオホーツク海沿いの道路（国道 238 号）をいう。本計画では、このう 

ち、主として網走市から稚内市までの区間を対象としている。 

■フットパス 

フットパスとは、イギリスで生まれた言葉で、自然豊かな地域や田園地帯、歴史を感じる街 

並みなど地域に昔ながらのありのままの風景を楽しみながら歩くことができる小道をいう。日 

本フットパス協会も組織されている。稚内市には、宗谷丘陵フットパスなどがある。 

■ロングトレイル 

ロングトレイルとは、 歩きながら地域の自然や文化を楽しめる道という意味で使われている。 

フットパスは、地域の小道を意味することに対して、ロングトレイルは、数 10km から 100km 
におよぶ長距離のコースが設定されており、 大自然の中を数日かけて、 沿線地域のものを食べ、 

宿泊しながら歩くことをいう。 

■無線ＬＡＮ、Wi-Fi（ワイファイ） 

無線ＬＡＮとは、ＬＡＮコードを用いた有線ＬＡＮに対して、無線通信を利用してインター 

ネットにアクセスしたり、データや情報を送受信する方法のことをいう。最近では、無線ＬＡ 

Ｎの使える環境が整備されてきており、屋内だけでなく屋外の移動先でインターネットを使え
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るところも多くなってきている。 
Wi­Fi（ワイファイ）とは、この無線ＬＡＮ業界が構築した規格のことをいう。したがって、無 

線ＬＡＮと Wi­Fi（ワイファイ）は、ほぼ同義語のように使われている。 

■パケット通信 

コンピュータ通信や携帯電話等において、データを小さなまとまりに分割して一つ一つ送受 

信する通信方式のことをいう。分割されたデータをパケットといい、データのほかに送信先の 

アドレスや、位置情報などの制御情報が付加されている。 

パケット通信を使うと、その間の通信に途中の回線が占有されることがなく、通信回線を効 

率良く利用することができるというシステムであり、通常のパソコンや携帯電話によるメール 

送信はパケット通信で行われている。 

■FREE SPOT（フリースポット） 

無線 LAN のアクセスポイントを設置した駅や空港等の公共施設、宿泊施設、飲食店等や、 

それを使った公衆無線 LAN のことをいう。 

■ポータルサイト 

ポータルとは、入口、窓口あるいは玄関という意味であり、ポータルサイトとは、インター 

ネットの入口あるいは窓口といえるもので、各種のサイトへの案内役ともいえるサイトのこと 

をいう。本計画でいうポータルサイトとは、稚内の宿泊施設や飲食店等の企業サイトやイベン 

ト等の情報を提供しているサイトを集約したサイトを意味している。 

■トレッキング 

通常、山歩きを意味する。 

■観光マイスター制度 

稚内市民一人一人に、「わが街を知る」ための学習機会を提供するとともに、稚内の街に誇り 

を持ち、胸を張って「わが街を語る」ガイド役となってもらうため、初級・中級・上級と３段 

階に分けた検定試験を実施し、合格者には「稚内観光マイスター」と呼ばれる称号を与え、稚 

内が認める「ガイドの達人」として稚内観光振興に寄与することを目的としている。


